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差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
一
七
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
日
野
田
　
浩
行
は
じ
め
に
　
⑴
　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ソ
メ
ッ
ク
は
、
Ｅ
Ｕ
の
反
差
別
法
制
に
関
す
る
そ
の
著
作
に
お
い
て
、
市
場
に
お
け
る
富
や
機
会
の
分
配
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
た
る
雇
用
者
等
の
「
前
規
範
的
意
図
」（pre-norm
ativeintent
）
を
焦
点
と
す
る
こ
と
に
よ
る
不
確
実
性
が
も
た
ら
す
帰
結
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）（
（
。
「
反
差
別
法
は
、
市
場
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
適
合
的
で
、
そ
の
域
を
超
え
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
市
場
の
平
等
と
い
う
規
範
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
お
り
、
遊
離
し
た
個
人
を
、
実
際
に
は
単
な
る
集
合
体
に
す
ぎ
な
い
の
に
『
グ
ル
ー
プ
』
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
市
場
排
除
の
パ
タ
ー
ン
を
、
そ
れ
と
意
識
す
る
こ
と
な
く
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
反
差
別
学
界
の
ど
こ
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
が
共
有
す
る
も
の
、
つ
ま
り
社
会
的
権
力
の
欠
如
に
つ
い
て
問
い
か
け
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
協
働
し
て
そ
の
状
態
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
に
つ
い
て
の
社
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
一
八
会
的
心
象
を
超
越
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。」
　
こ
う
し
た
見
解
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
社
会
政
策
的
見
地
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
観
点
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
Ｅ
Ｕ
領
域
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
制
の
展
開
が
、
憲
法
学
の
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
検
討
素
材
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
人
種
と
民
族
的
出
身
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
指
令
を
は
じ
め
と
し
た
Ｅ
Ｕ
の
四
つ
の
指
令）（
（
の
国
内
法
化
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
二
〇
〇
六
年
八
月
に
成
立
し
た
「
一
般
平
等
取
扱
法
」（A
llge-
m
einesG
leichbehandlungsgesetz
─
以
下
「
Ａ
Ｇ
Ｇ
」
と
言
う）（
（
。）
の
内
容
の
う
ち
、
と
り
わ
け
そ
の
第
三
章
で
規
定
さ
れ
た
私
法
上
の
取
引
関
係
に
お
け
る
差
別
禁
止
制
度
を
素
材
と
し
て
、
差
別
禁
止
法
制
と
私
的
自
治
の
原
則
の
緊
張
関
係
に
つ
き
、
憲
法
学
的
観
点
か
ら
若
干
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
　
⑵
　
本
法
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
労
働
法
分
野
に
お
い
て
の
比
較
法
的
検
討
が
な
さ
れ）（
（
、
ま
た
同
法
第
三
章
と
の
関
係
で
は
、
民
法
学
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る）（
（
が
、
憲
法
学
に
お
い
て
、
特
に
平
等
原
則
や
私
的
自
治
と
の
関
連
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う
状
況
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
な
い）（
（
。
　
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
同
法
第
三
章
に
つ
き
、
法
律
案
の
検
討
と
連
邦
議
会
で
の
そ
の
審
議
段
階
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
労
働
法
分
野
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
学
お
よ
び
民
法
学
の
観
点
か
ら
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
、
多
く
の
の
批
判
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
二
二
条
が
定
め
る
証
明
責
任
規
定
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
旧
六
一
一
a
条
に
関
す
る
議
論
状
況
を
も
ふ
ま
え
、
民
事
訴
訟
法
学
的
検
討
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
⑶
　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
私
的
自
治
の
原
則
の
擁
護
者
と
し
て
ま
ず
第
一
に
そ
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る）（
（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ル
ー
メ
に
よ
れ
ば
、
個
々
人
に
よ
る
法
関
係
の
形
成
を
認
め
る
す
べ
て
の
私
法
秩
序
の
自
明
の
基
本
原
理
た
る
私
的
自
治
は
、「
自
己
の
意
思
に
従
っ
た
法
形
成
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る）（
（
。
フ
ル
ー
メ
は
、
こ
の
私
的
自
治
に
基
づ
く
法
関
係
の
形
成
の
法
的
承
認
が
、
行
為
者
の
合
法
性
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
一
九
へ
の
自
己
規
律
と
そ
れ
に
反
す
る
行
為
に
対
す
る
非
難
の
観
点
か
ら
検
証
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、
私
的
自
治
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
、「
私
的
自
治
の
承
認
は
、『
意
思
は
理
性
に
代
わ
り
て
立
つ
』（statprorationevoluntas
）
と
の
命
題
の
承
認
を
意
味
す
る
」
と
す
る
の
で
あ
る）（
（
。
ヨ
ゼ
フ
・
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
は
、
フ
ル
ー
メ
の
こ
の
命
題
を
引
用
し
な
が
ら
、
私
的
自
治
の
具
体
化
た
る
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
本
質
か
ら
し
て
「
正
当
な
恣
意
」（legitim
eW
illkür
）
で
あ
り
、「
正
当
な
差
別
」（legitim
eD
iskrim
inierung
）
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る）（1
（
。
　
他
方
で
、
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
理
解
の
下
で
の
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
観
念
か
ら
し
て
、
当
事
者
間
の
法
的
平
等
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
当
事
者
間
で
の
交
渉
力
の
最
低
限
の
同
等
性
が
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
交
渉
力
は
、
当
事
者
の
知
識
や
交
渉
能
力
の
他
、
様
々
な
状
況
や
社
会
関
係
に
よ
り
、
現
実
に
は
不
平
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る）（（
（
。
か
か
る
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
立
法
者
は
、
労
働
法
分
野
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
保
護
、
借
家
人
保
護
等
の
た
め
の
様
々
な
規
律
を
行
い
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
後
記
の
と
お
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
と
り
わ
け
当
事
者
の
自
己
決
定
の
実
質
的
確
保
の
た
め
の
判
例
形
成
を
行
っ
て
き
た）（1
（
。
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
は
、
労
働
組
合
、
消
費
者
団
体
、
職
業
団
体
等
が
個
々
人
の
交
渉
上
の
弱
い
立
場
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
う
え
で）（1
（
、
今
日
で
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
る
規
律
が
大
き
な
意
義
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
と
り
わ
け
競
争
制
限
に
対
処
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
消
費
者
保
護
の
た
め
の
指
令
と
並
ん
で
、
差
別
の
防
止
に
係
る
指
令
が
、
契
約
の
自
由
の
対
等
性
を
阻
害
す
る
諸
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）（1
（
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に）（1
（
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
べ
き
は
、
従
来
の
消
費
者
保
護
や
借
家
人
保
護
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
資
源
状
況
の
下
で
の
生
存
配
慮
の
要
求
か
ら
な
さ
れ
る
締
結
強
制
（K
ontrahierngszw
ang
）
の
制
度
が
シ
ス
テ
ム
適
合
的
な
形
で
市
場
の
機
能
不
全
を
補
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
差
別
禁
止
法
制
が
、
私
的
自
治
に
対
す
る
こ
う
し
た
既
存
の
制
度
枠
組
み
に
果
た
し
て
適
合
的
な
も
の
と
言
え
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
が
新
た
な
理
論
枠
組
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
二
〇
み
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
か
か
る
理
論
枠
組
み
は
い
か
な
る
根
拠
づ
け
で
も
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
、
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
、
私
法
領
域
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
制
の
核
心
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
た
と
え
ば
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
連
帯
保
証
決
定）（1
（
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
著
し
い
構
造
的
力
関
係
の
格
差
状
況
に
お
い
て
、
一
方
当
事
者
に
「
自
己
決
定
」
の
前
提
が
欠
け
て
い
る
が
故
に
契
約
の
拘
束
力
を
否
定
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
逆
の
結
果
、
つ
ま
り
契
約
締
結
前
の
段
階
で
、
当
事
者
間
の
意
思
の
合
致
が
み
ら
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、「
劣
位
者
」
の
意
思
表
明
の
効
力
を
法
的
に
認
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
、
そ
の
憲
法
的
評
価
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る）（1
（
。
　
以
上
の
問
題
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
基
本
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
平
等
原
則
、
と
り
わ
け
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
要
求
と
、
同
じ
く
基
本
法
上
保
障
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
契
約
の
自
由
が
体
現
す
る
私
的
自
治
の
原
則
の
両
面
を
見
据
え
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
の
学
説
を
手
が
か
り
に
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
憲
法
的
評
価
を
中
心
と
し
た
検
討
を
行
う
が
、
他
の
法
分
野
と
同
様
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
Ｅ
Ｕ
法
の
規
律
、
及
び
そ
れ
と
国
内
法
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
の
考
察
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
一
　
Ｅ
Ｕ
の
差
別
禁
止
法
制
の
展
開
と
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
成
立
（
　
Ｅ
Ｕ
差
別
禁
止
法
制
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
そ
の
実
定
化
　
⑴
　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
　
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
、
二
〇
〇
四
年
ド
イ
ツ
国
法
学
者
大
会
に
お
け
る
「
差
別
か
ら
の
保
護
と
私
的
自
治
」
の
テ
ー
マ
の
第
一
報
告
に
お
い
て
、
ま
ず
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
制
の
展
開
を
詳
細
な
資
料
を
用
い
て
跡
づ
け
て
い
る）（1
（
。
す
な
わ
ち
、
当
初
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
一
一
九
条
に
お
い
て
非
常
に
つ
つ
ま
し
や
か
な
形
で
定
め
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
差
別
か
ら
の
保
護
原
則
は
、
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
二
一
就
業
条
件
等
や
社
会
保
険
に
関
す
る
性
別
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
理
事
会
指
令
、
及
び
平
等
原
則
に
好
意
的
な
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
判
例
を
通
じ
て
、
徐
々
に
、
性
別
に
基
づ
く
差
別
か
ら
の
包
括
的
な
保
護
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た）（1
（
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
制
の
「
量
子
飛
躍
」
と
も
言
う
べ
き
展
開）11
（
が
、
一
九
九
九
年
五
月
一
日
に
発
効
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
に
よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
条
約
一
三
条
（
現
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
九
条
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
性
別
以
外
に
、
さ
ら
に
人
種
若
し
く
は
民
族
的
出
身
、
宗
教
若
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
又
は
性
的
指
向
と
い
う
七
つ
の
差
別
禁
止
メ
ル
マ
ー
ル
が
付
け
加
え
ら
れ
る
と
共
に
、
適
用
分
野
も
、
当
時
の
Ｅ
Ｃ
条
約
一
四
一
条
（
現
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
五
七
条
）
に
よ
り
特
別
法
的
に
把
捉
さ
れ
て
い
た
労
働
領
域
を
超
え
て
、
共
同
体
の
す
べ
て
の
権
限
分
野
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
直
ち
に
二
〇
〇
〇
年
の
二
つ
の
指
令
、
す
な
わ
ち
「
人
種
又
は
民
族
的
出
身
に
関
わ
り
な
く
平
等
取
扱
原
則
を
適
用
す
る
た
め
の
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
理
事
会
指
令
」（
以
下
「
反
人
種
差
別
指
令
」
と
い
う）1（
（
。）
及
び
「
雇
用
及
び
職
業
に
お
け
る
平
等
取
扱
の
実
現
の
た
め
の
一
般
的
な
枠
組
み
を
確
立
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
七
日
理
事
会
指
令
」（
以
下
「
枠
組
指
令
」
と
い
う
）
11
（
。）
が
発
せ
ら
れ
た
。
特
に
人
種
差
別
指
令
は
、「
人
種
又
は
民
族
的
出
身
に
関
わ
り
な
く
す
べ
て
の
人
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
民
主
的
で
寛
容
な
社
会
の
発
展
を
保
障
す
る
た
め
」（
前
文
一
二
項
）
に
、
差
別
か
ら
自
由
な
稼
得
活
動
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
加
え
、
教
育
お
よ
び
社
会
保
障
の
領
域
、
さ
ら
に
は
「
公
衆
が
利
用
で
き
る
住
居
を
含
む
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
供
給
」（
三
条
一
項
ｈ
号
）
に
つ
い
て
も
、
差
別
禁
止
原
則
を
及
ぼ
し
て
い
る）11
（
。
　
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ら
の
指
令
に
お
い
て
、「
間
接
的
差
別
」、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
差
別
指
示
」
と
い
う
新
た
な
差
別
の
定
義
カ
ル
テ
ッ
ト
が
定
め
ら
れ
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
統
一
的
・
横
断
的
法
領
域
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
反
差
別
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
基
礎
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
強
力
な
」
反
差
別
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
と
す
る）11
（
。
す
な
わ
ち
、
①
性
別
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
差
別
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
差
別
禁
止
原
則
、
②
対
政
府
あ
る
い
は
対
使
用
者
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
な
ら
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
二
二
ず
、
私
人
間
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
た
差
別
禁
止
原
則
、
③
平
等
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
排
除
、
そ
し
て
④
恒
常
的
な
最
適
化
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
次
の
三
つ
の
道
具
立
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
理
念
型
的
な
整
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
許
容
さ
れ
る
差
別
と
許
容
さ
れ
な
い
差
別
の
明
確
な
準
則
が
定
め
ら
れ
、
直
接
的
差
別
の
み
な
ら
ず
、
間
接
的
差
別
も
（
セ
ク
シ
ャ
ル
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
許
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
（
反
人
種
差
別
指
令
二
条
・
枠
組
指
令
二
条
）
一
方
で
、
積
極
的
差
別
是
正
措
置
は
許
容
さ
れ
た
（
反
人
種
差
別
指
令
五
条
・
七
条
）。
第
二
に
、
証
明
責
任
の
転
換
（
反
人
種
差
別
指
令
八
条
・
枠
組
指
令
一
〇
条
）、（
不
真
正
の
）
団
体
訴
訟
（
反
人
種
差
別
指
令
七
条
二
項
・
枠
組
指
令
九
条
二
項
）、
及
び
威
嚇
的
制
裁
措
置
（
反
人
種
差
別
指
令
一
五
条
・
枠
組
指
令
一
七
条
）
か
ら
成
る
強
力
な
権
利
救
済
体
制
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
第
三
に
、
関
連
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
参
加
・
対
話
・
広
報
・
報
告
義
務
に
よ
る
側
面
援
護
的
な
差
別
か
ら
の
保
護
措
置
（
反
人
種
差
別
指
令
一
〇
～
一
二
条
、
一
七
条
・
枠
組
指
令
一
二
～
一
四
条
、
一
九
条
）
が
定
め
ら
れ
た）11
（
。
　
⑵
　
実
定
法
化
レ
ベ
ル
で
の
「
強
力
な
」
コ
ン
セ
プ
ト
の
緩
和
　
他
方
で
、
間
接
差
別
に
つ
い
て
は
合
法
的
な
目
的
で
の
比
例
原
則
に
適
っ
た
場
合
は
除
か
れ
（
反
人
種
差
別
指
令
二
条
二
項
ｂ
号
・
枠
組
指
令
二
条
二
項
ｂ
号
（
ⅰ
））、
あ
る
い
は
結
社
の
自
由
を
含
む
基
本
的
権
利
・
自
由
の
尊
重
の
重
要
性
、
並
び
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
領
域
と
家
族
の
保
護
及
び
こ
の
文
脈
で
行
わ
れ
る
法
律
行
為
の
保
護
の
重
要
性
が
前
文
で
定
め
ら
れ
る
（
反
人
種
差
別
指
令
前
文
四
項
）
な
ど
、
上
記
の
「
強
い
」
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
具
体
的
な
実
定
化
レ
ベ
ル
で
は
、
一
定
の
緩
和
も
被
っ
て
い
る
と
さ
れ
る）11
（
。
と
り
わ
け
、
本
稿
で
の
検
討
対
象
と
な
る
私
法
上
の
取
引
関
係
で
の
差
別
禁
止
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
上
記
の
と
お
り
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
領
域
あ
る
い
は
家
族
の
保
護
と
、
こ
の
文
脈
で
の
法
律
行
為
の
保
護
の
重
要
性
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
私
法
上
の
取
引
関
係
に
つ
き
差
別
禁
止
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
公
衆
が
利
用
で
き
る
」
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
供
給
が
規
律
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
限
定
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
条
一
項
八
号
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
に
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
二
八
条
以
下
、
及
び
五
六
条
以
下
（
旧
Ｅ
Ｃ
条
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
二
三
約
二
三
条
以
下
、
及
び
四
九
条
以
下
）
が
定
め
る
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
物
品
の
自
由
移
動
と
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
の
保
障
の
理
念
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）11
（
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
指
令
は
現
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
九
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
同
規
定
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲
内
で
の
法
行
為
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
同
規
定
の
こ
う
し
た
「
権
限
附
従
性
」（A
kzessorie-
tät
）
11
（
）
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、（
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
国
内
法
化
の
対
象
と
し
て
い
る
四
つ
の
理
事
会
指
令
の
一
つ
で
あ
る
）「
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
提
供
に
お
け
る
男
女
平
等
取
扱
原
則
を
実
現
す
る
た
め
の
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
三
日
理
事
会
指
令
」（
以
下
「
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
」
と
い
う）11
（
。）
三
条
一
項
に
お
い
て
は
、
後
で
み
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
一
項
一
号
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
個
人
を
問
題
と
せ
ず
」（ohneA
nsehenderPerson
）
公
衆
に
提
供
さ
れ
る
商
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
限
定
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
解
釈
論
を
め
ぐ
る
議
論
、
お
よ
び
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
基
本
法
適
合
性
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
関
係
で
、
ま
た
後
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
　
Ｅ
Ｕ
法
行
為
（
第
二
次
法
）
の
う
ち
、「
指
令
」（R
ichtlinie
）
は
、「
規
則
」（R
egelung
）
と
は
異
な
り
、「
達
成
さ
れ
る
べ
き
結
果
に
つ
い
て
、
名
宛
人
で
あ
る
構
成
国
を
拘
束
す
る
が
、
方
式
及
び
手
段
の
選
択
は
構
成
国
の
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
」（
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
二
八
八
条
三
段
）
も
の
で
あ
っ
て
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
結
果
に
関
す
る
国
内
法
化
・
国
内
実
施
の
義
務
が
生
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）11
（
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
当
初
、
（
で
み
た
反
差
別
指
令
の
要
求
の
多
く
は
実
務
上
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
さ
ら
な
る
国
内
法
化
が
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
懐
疑
的
な
意
見
も
示
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る）1（
（
。
私
法
領
域
で
の
差
別
禁
止
に
つ
い
て
も
、
民
法
典
一
三
八
条
一
項
・
同
八
二
六
条
等
の
一
般
条
項
等
の
活
用
に
よ
り
十
分
、
あ
る
い
は
よ
り
適
切
に
対
応
で
き
る
と
の
考
え
方
が
学
説
に
お
い
て
も
提
示
さ
れ
て
い
た）11
（
。
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
の
背
景
と
し
て
は
、
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
法
秩
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
二
四
序
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
私
法
領
域
に
つ
き
、
伝
統
的
に
「
弱
い
」
反
差
別
コ
ン
セ
プ
ト
が
支
配
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
包
括
的
な
差
別
禁
止
の
要
求
は
、
基
本
的
に
国
家
権
力
に
対
し
て
の
み
向
け
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
私
法
領
域
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
「
差
別
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
」（“diskrim
inierungsunspezifischer ”
）
一
般
条
項
に
お
け
る
「
善
良
な
風
俗
」（
民
法
典
一
三
八
条
一
項
・
同
八
二
六
条
）、「
信
義
及
び
誠
実
」（
同
二
四
二
条
・
同
三
〇
七
条
一
項
一
文
）
と
い
っ
た
概
念
の
活
用
が
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が）11
（
、
労
働
法
領
域
に
お
い
て
私
人
へ
の
一
定
の
法
的
義
務
づ
け
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
二
つ
の
状
況
、
す
な
わ
ち
労
働
者
の
雇
用
へ
の
依
存
状
況
と
、
こ
れ
に
関
連
し
て
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
に
構
造
的
に
生
じ
る
社
会
的
力
関
係
の
格
差
と
い
う
状
況
が
、
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
供
給
と
い
う
一
般
私
法
上
の
取
引
関
係
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
一
般
的
判
断
も
、
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
の
基
底
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）11
（
。
　
本
稿
の
問
題
関
心
と
の
関
連
で
、
と
り
わ
け
厳
し
い
批
判
が
加
え
ら
れ
た
の
が
、
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
供
給
と
の
関
係
で
の
差
別
禁
止
を
定
め
た
反
人
種
差
別
指
令
と
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
た
差
別
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
人
種
、
民
族
的
出
身
、
及
び
性
別
を
超
え
た
差
別
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
第
三
章
の
冒
頭
規
定
で
あ
る
一
九
条
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る）11
（
。
　
こ
の
点
に
つ
き
、
た
と
え
ば
ト
ー
マ
ス
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
、
第
一
五
立
法
期
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
案
に
つ
い
て
の
連
邦
議
会
の
家
族
・
年
長
者
・
女
性
・
少
年
委
員
会
の
参
考
人
公
聴
会
に
お
い
て
、
本
法
案
に
よ
る
規
律
が
様
々
な
点
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
求
以
上
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）11
（
。
「
本
法
律
案
は
、
そ
の
核
心
に
お
い
て
、
特
定
の
、
望
ま
し
く
な
い
志
操
（G
esinnung
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
の
行
態
に
対
す
る
犠
牲
者
の
保
護
の
必
要
性
で
は
な
く
、
差
別
禁
止
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
者
の
、
法
取
引
に
お
け
る
特
定
の
志
操
が
、
本
法
案
で
企
図
さ
れ
て
い
る
不
利
益
取
扱
禁
止
に
よ
る
介
入
と
、
そ
れ
に
結
び
付
い
た
法
効
果
へ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
二
五
　
そ
う
し
た
志
操
私
法
は
、
契
約
法
秩
序
の
中
心
的
な
機
能
、
す
な
わ
ち
、
自
由
で
容
易
な
、
そ
し
て
信
頼
に
足
る
態
様
で
の
外
的
な
商
品
交
換
を
可
能
に
す
る
と
い
う
機
能
と
、
構
造
的
に
衝
突
す
る
も
の
で
あ
る
。」
　
そ
の
う
え
で
、
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
、
契
約
の
自
由
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
る
憲
法
上
の
保
護
を
受
け
る
人
格
の
自
由
な
発
展
へ
の
権
利
の
中
心
的
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
か
か
る
契
約
の
自
由
へ
の
介
入
は
、
た
と
え
そ
れ
が
平
等
取
扱
の
目
的
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
契
約
の
自
由
保
障
の
観
点
か
ら
の
合
憲
性
の
判
定
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
目
的
と
の
関
係
で
の
適
合
性
や
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る）11
（
。
　
ま
た
、
ド
イ
ツ
弁
護
士
会
の
市
民
法
部
会
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
同
盟
九
〇
／
緑
の
党
の
連
邦
議
会
会
派
に
よ
る
法
案
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
表
明
を
行
っ
て
い
た）11
（
。
「
本
法
案
は
、
次
の
点
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
法
上
の
要
求
を
は
る
か
に
超
え
た
規
律
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
私
法
上
の
一
般
的
な
取
引
領
域
に
お
い
て
、
人
種
、
民
族
的
出
身
又
は
性
別
以
外
の
理
由
に
よ
る
不
利
益
取
扱
を
定
め
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
妥
当
領
域
の
限
界
（「
共
同
体
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲
内
で
」［
現
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
九
条
参
照
］）
を
国
内
法
化
立
法
に
お
い
て
も
引
き
継
ぐ
努
力
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
類
い
の
禁
止
は
、
従
っ
て
、（
Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
規
律
を
超
え
て
い
る
限
り
で
）
政
治
的
及
び
法
的
観
点
か
ら
、
自
律
的
に
正
当
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
法
律
案
の
根
拠
づ
け
の
た
め
に
は
、
一
般
私
法
の
領
域
に
お
い
て
、
人
種
、
民
族
的
出
身
、
お
よ
び
性
別
以
外
の
理
由
に
基
づ
く
不
利
益
取
扱
に
関
す
る
差
別
禁
止
の
必
要
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
は
な
お
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。」
　
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
法
案
審
議
の
最
終
段
階
の
法
務
委
員
会
勧
告
・
報
告
に
お
い
て
、
当
初
一
九
条
に
お
け
る
差
別
禁
止
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
は
「
一
条
に
掲
げ
ら
れ
た
事
由
の
一
つ
に
よ
り
」
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、「
世
界
観
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
二
六
ル
が
削
除
さ
れ
、
四
で
紹
介
す
る
現
行
規
定
の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る）11
（
。
　
二
〇
〇
六
年
夏
の
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
成
立
は
、
こ
の
点
の
ほ
か
様
々
な
問
題
点
に
関
す
る
長
く
険
し
い
議
論
の
道
の
り
を
経
て
、
最
終
的
に
は
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
ド
イ
ツ
の
国
内
法
化
義
務
違
反
を
確
認
す
る
判
決
を
下
す
こ
と
に
対
応
す
る
形
で
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が）11
（
、
二
〇
一
三
年
に
は
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
判
決
を
受
け
る
形
で
、
法
律
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
（
で
述
べ
る
）。
（
　
Ｅ
Ｕ
指
令
の
Ｅ
Ｕ
第
一
次
法
適
合
性
　
基
本
法
二
三
条
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
に
委
譲
さ
れ
た
国
家
高
権
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
排
他
的
支
配
権
は
退
き
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
の
原
則
が
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る）1（
（
。
そ
の
基
本
思
想
は
、
Ｅ
Ｕ
法
が
、
Ｅ
Ｕ
の
自
立
的
権
力
を
伴
う
、
構
成
国
の
法
秩
序
か
ら
独
立
の
法
秩
序
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
る）11
（
。
か
か
る
原
則
の
も
と
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
判
例
は
、
そ
の
初
期
の
段
階
か
ら
の
確
立
し
た
判
例）11
（
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
法
に
違
反
す
る
国
内
法
は
自
動
的
に
適
用
さ
れ
え
ず
、
抵
触
す
る
立
法
を
再
度
行
い
、
あ
る
い
は
新
た
な
状
況
の
下
で
適
用
す
る
こ
と
を
も
排
除
す
る
と
し
て
い
る）11
（
。
か
か
る
Ｅ
Ｕ
法
優
位
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
法
の
効
力
が
、
国
内
国
家
諸
機
関
を
拘
束
す
る
基
本
法
の
基
本
権
に
照
ら
し
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
く
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
よ
る
規
律
の
う
ち
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
決
定
が
Ｅ
Ｕ
権
限
の
逸
脱
（ultravires
）
で
な
い
限
り
は
、
基
本
法
適
合
性
を
問
う
こ
と
は
基
本
的
に
で
き
な
い
と
さ
れ
る）11
（
。
　
よ
っ
て
上
記
差
別
禁
止
に
係
る
Ｅ
Ｕ
指
令
の
効
力
も
、
Ｅ
Ｕ
第
一
次
法
適
合
性
の
観
点
か
ら
の
み
判
断
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
、
国
内
法
上
の
通
常
法
律
に
対
す
る
憲
法
の
優
位
と
同
様
の
意
味
で
、
Ｅ
Ｕ
法
第
一
次
法
と
第
二
次
法
の
階
層
化
が
顕
著
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
し）11
（
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
も
、
第
二
次
法
の
第
一
次
法
適
合
性
に
つ
い
て
は
、
実
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
二
七
体
的
審
査
よ
り
も
、
権
限
上
及
び
手
続
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
重
き
を
置
い
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で）11
（
、
差
別
禁
止
法
制
を
形
づ
く
る
上
記
Ｅ
Ｕ
指
令
が
、
た
と
え
ば
私
人
の
「
公
共
圏
で
の
」
法
関
係
を
超
え
、
あ
る
い
は
様
々
な
例
外
要
件
が
撤
去
さ
れ
る
場
合
に
、
は
じ
め
て
そ
の
第
一
次
法
違
反
が
問
題
と
な
り
う
る
、
と
し
て
い
た）11
（
。
　
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
は
、
保
険
料
率
の
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
例
外
措
置
を
構
成
国
に
認
め
る
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
五
条
二
項
が
、
性
別
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
事
由
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
二
一
条
、
及
び
女
性
と
男
性
の
平
等
を
全
て
の
分
野
に
お
い
て
確
保
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
同
二
三
条
に
違
反
す
る
、
と
の
判
断
を
下
し
た）11
（
。
　
本
判
決
に
よ
り
、
保
険
料
率
の
定
立
に
当
た
り
、
な
お
性
別
に
よ
る
別
異
取
扱
を
許
容
す
る
規
定
を
置
い
て
い
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
旧
二
〇
条
二
項
一
文）11
（
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
一
日
か
ら
は
適
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、
同
規
定
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
三
日
のSEPA
（
単
一
ユ
ー
ロ
支
払
地
域SingleEuroPaym
entsA
rea
）
規
則
に
伴
う
法
律
（SEPA
-B
egleitgesetz
）
第
八
条
に
よ
り
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）1（
（
。
二
　
基
本
法
三
条
と
私
法
上
の
法
律
関
係
（
　
学
説
状
況
　
ド
イ
ツ
基
本
法
三
条
は
、
一
般
的
な
法
の
前
の
平
等
、
男
女
同
権
、
差
別
的
取
扱
の
禁
止
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る）11
（
。
　
第
一
項
「
す
べ
て
の
人
は
法
律
の
前
に
平
等
で
あ
る
。」
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
二
八
　
第
二
項
「
男
性
と
女
性
は
同
権
で
あ
る
。
国
は
、
女
性
と
男
性
の
同
権
が
現
実
的
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
促
進
し
、
現
に
存
す
る
不
利
益
の
除
去
を
目
指
す
。」
　
第
三
項
「
何
人
も
、
そ
の
性
別
、
生
ま
れ
、
人
種
、
言
語
、
故
郷
及
び
家
柄
、
そ
の
信
仰
、
宗
教
上
又
は
政
治
上
の
見
解
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
を
受
け
、
ま
た
は
優
遇
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
人
も
、
そ
の
障
害
（B
ehinderung
）
を
理
由
と
し
て
不
利
益
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。」
　
第
一
項
は
、
一
般
平
等
原
則
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
客
観
的
な
法
原
則
と
し
て
の
規
定
の
み
な
ら
ず
、
個
人
の
主
観
的
権
利
を
基
本
権
と
し
て
保
障
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）11
（
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
そ
の
判
決
文
に
お
い
て
、「
平
等
基
本
権
」（G
leichheitsgrund-
recht
）
の
語
を
用
い
て
い
る）11
（
。
　
本
稿
と
の
関
係
で
と
り
わ
け
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
、
特
に
三
項
一
文
が
、
私
人
に
よ
る
平
等
基
本
権
の
侵
害
に
対
し
て
、
立
法
府
あ
る
い
は
裁
判
所
に
な
ん
ら
か
の
義
務
を
課
し
て
い
る
と
い
え
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ッ
セ
は
、
基
本
権
の
間
接
的
効
力
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、
基
本
法
三
条
二
項
や
三
項
に
つ
い
て
も
、
私
人
間
で
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
に
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し）11
（
、
ク
ラ
ウ
ス
─
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
カ
ナ
リ
ス
は
、
と
り
わ
け
基
本
法
三
条
二
項
及
び
三
項
か
ら
民
法
典
一
三
四
条
の
意
味
に
お
け
る
法
律
上
の
禁
止
を
導
き
、
民
法
典
一
三
八
条
に
よ
る
保
護
を
超
え
た
こ
れ
ら
基
本
権
の
保
護
機
能
を
強
調
し
て
い
る）11
（
。
　
近
年
の
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
は
、
た
と
え
ば
ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
ラ
ス
は
、
三
項
一
文
か
ら
、
同
規
定
に
掲
げ
ら
れ
た
事
由
に
基
づ
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
二
九
く
私
人
に
よ
る
差
別
に
対
処
す
る
た
め
の
国
家
へ
の
委
託
が
導
か
れ
る
と
す
る
一
方
で）11
（
、
同
規
定
が
、
保
護
さ
れ
た
人
々
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
そ
の
他
の
助
成
措
置
や
事
実
上
の
区
別
の
撤
廃
へ
の
要
求
ま
で
行
う
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る）11
（
。
そ
の
意
味
で
は
、
基
本
法
三
条
二
項
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（
　
基
本
権
保
護
義
務
論
の
適
用
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
基
本
権
保
護
義
務
論
を
前
提
と
し
て
、
基
本
法
三
条
一
項
お
よ
び
同
三
項
一
文
が
、
私
法
上
の
取
引
関
係
に
お
け
る
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
す
る
立
法
を
義
務
づ
け
る
効
力
を
有
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
議
論
を
詳
細
に
展
開
し
た
ロ
ー
マ
ン
・
レ
ー
ナ
ー
のD
issertation
公
刊
書）11
（
が
注
目
さ
れ
る
。
レ
ー
ナ
ー
は
、
と
り
わ
け
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
規
範
要
求
に
つ
き
、
文
言
解
釈
、
立
法
史
解
釈
か
ら
は
、
私
法
上
の
法
律
関
係
に
お
け
る
効
力
の
裏
付
け
は
得
ら
れ
ず
、
ま
た
体
系
的
解
釈
か
ら
す
れ
ば
、
男
女
同
権
を
定
め
る
基
本
法
三
条
二
項
、
お
よ
び
障
害
者
差
別
の
禁
止
を
定
め
る
同
条
三
項
二
文
と
の
関
係
で
、
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
お
よ
び
障
害
者
差
別
禁
止
に
つ
い
て
は
保
護
義
務
的
内
実
を
認
め
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
が
私
法
上
の
関
係
に
お
け
る
差
別
か
ら
の
保
護
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
目
的
論
的
解
釈
が
必
要
と
な
る
と
し
て
、
多
く
の
論
述
を
同
条
項
一
文
の
目
的
論
的
解
釈
に
充
て
て
い
る）11
（
。
　
な
か
で
も
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
と
「
人
間
の
尊
厳
」
の
不
可
侵
性
を
定
め
た
基
本
法
一
条
一
項
と
の
「
緊
密
な
関
係
」
論
に
対
し
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
『
正
義
論）1（
（
』
以
降
の
平
等
主
義
的
正
義
論
を
め
ぐ
る
政
治
・
法
哲
学
の
議
論
を
も
参
照
し
た
緻
密
な
検
討
が
展
開
さ
れ
て
い
る）11
（
（
以
下
、
括
弧
内
に
同
書
の
該
当
頁
を
記
す
）。
　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
レ
ー
ナ
ー
は
、
イ
ゼ
ン
ぜ
ー
の
説
く
「
真
性
の
基
本
権
保
護
義
務
論
」
を
ふ
ま
え
て
（S.（（ff
.
）、
国
家
の
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
三
〇
基
本
権
保
護
義
務
が
生
ず
る
た
め
に
は
、
保
護
の
対
象
と
な
る
確
た
る
保
護
法
益
が
必
要
と
な
る
と
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
て
基
本
法
三
条
三
項
一
文
は
、
他
の
平
等
権
同
様
、
保
護
義
務
の
対
象
と
な
る
固
有
の
保
護
対
象
を
内
在
し
て
い
な
い
純
粋
に
「
様
式
的
な
」（“m
o -
dales ”
）
基
本
権
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
（S.（（（
）。
つ
ま
り
、（
次
の
第
二
の
批
判
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
）
平
等
権
の
規
範
的
内
実
は
、
国
家
行
為
を
合
理
的
・
中
立
的
に
執
行
す
べ
き
と
い
う
国
家
の
特
定
の
行
為
様
式
へ
の
義
務
づ
け
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
場
合
、「
平
等
権
の
こ
う
し
た
純
粋
に
様
式
的
な
性
格
は
、
か
か
る
平
等
権
が
そ
の
侵
害
を
何
人
も
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
確
固
と
し
て
画
定
さ
れ
た
、
又
は
画
定
さ
れ
う
る
保
護
法
益
と
し
て
定
義
さ
れ
、
確
定
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
ま
さ
に
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。」（Ebenda.
）
　
こ
う
し
た
第
一
の
考
察
と
関
連
し
て
、
第
二
に
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
本
来
の
規
範
目
的
は
、
実
は
平
等
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
非
党
派
性
、
中
立
性
、
又
は
［
様
々
な
社
会
的
諸
勢
力
と
の
］
非
同
一
化
と
い
っ
た
諸
価
値
の
保
持
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
れ
る
（S.（（0.
）。
市
民
相
互
間
で
の
寛
容
の
最
大
化
が
現
実
の
自
由
行
使
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
は
、
個
々
人
「
自
ら
の
人
格
的
お
よ
び
世
界
観
的
人
生
構
想
に
対
す
る
国
家
の
中
立
性
要
求
」
の
み
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
市
民
間
で
の
中
立
性
要
求
の
基
本
権
な
る
も
の
は
、
基
本
法
の
規
範
と
し
て
は
存
在
し
な
い
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（S.（0（
）。
　
第
三
に
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
掲
げ
る
差
別
事
由
は
「
保
護
義
務
又
は
規
範
の
第
三
者
効
を
統
一
的
に
肯
定
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
多
様
で
あ
っ
て
、
各
々
の
差
別
状
況
を
一
般
化
す
る
こ
と
が
困
難
」
と
さ
れ
る
（S.（0（.
）。
基
本
法
は
、
性
別
と
障
害
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
差
別
に
対
し
て
は
社
会
関
係
の
変
革
に
向
け
た
特
別
の
憲
法
委
託
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
た
と
え
ば
基
本
法
三
条
三
項
一
文
と
同
二
項
と
の
平
等
原
則
の
規
範
構
造
の
階
層
化
は
な
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
る
（S.（0（f.
）
が
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
内
部
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
間
で
の
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
は
基
本
法
上
の
根
拠
は
な
く
、
危
険
予
測
に
つ
い
て
の
立
法
府
の
広
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
三
一
い
評
価
余
地
を
前
提
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
「
無
神
論
者
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
よ
り
も
保
護
の
程
度
が
低
く
て
構
わ
な
い
と
の
論
法
は
、
全
く
も
っ
て
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
保
護
義
務
論
の
過
少
保
護
禁
止
要
求
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（Ebenda..
）
　
結
局
レ
ー
ナ
ー
は
、
そ
の
他
の
目
的
論
解
釈
に
係
る
議
論
や
、
文
言
解
釈
、
立
法
史
的
解
釈
、
及
び
体
系
的
解
釈
も
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
か
ら
、
私
人
間
で
の
保
護
義
務
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
基
本
法
一
条
一
項
（
人
間
の
尊
厳
）
と
結
合
し
た
同
二
条
一
項
（
人
格
の
自
由
な
発
展
へ
の
権
利
）
か
ら
導
か
れ
る
一
般
的
人
格
権
の
保
障
を
根
拠
に
、
差
別
か
ら
の
保
護
を
国
家
に
義
務
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
（S.（（（ff
.
）。
と
り
わ
け
人
種
又
は
民
族
を
根
拠
と
す
る
差
別
は
、
特
殊
な
人
格
的
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
人
格
的
な
配
慮
要
求
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
保
護
義
務
を
発
動
さ
せ
る
人
格
権
侵
害
と
な
り
う
る
と
さ
れ
る
（S.（（（
─（（（
）。
性
別
に
よ
る
差
別
お
よ
び
障
害
に
基
づ
く
差
別
も
、
相
互
の
承
認
関
係
の
原
則
的
否
定
と
し
て
、
保
護
義
務
を
発
動
さ
せ
る
人
格
権
侵
害
と
な
り
う
る
と
さ
れ
る
（S,（（（ff
.
）。
た
だ
し
、
上
記
の
事
由
に
よ
る
差
別
が
、
私
人
間
の
法
律
関
係
に
お
い
て
保
護
義
務
を
発
動
さ
せ
る
人
格
権
侵
害
と
な
る
の
は
、
か
か
る
法
律
行
為
が
、
一
般
公
衆
に
提
供
さ
れ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
る
と
の
要
件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
（S.（（（
─（（（
）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
「
個
人
に
関
わ
ら
ず
」（“ohneA
nsehendesPerson
”
）
提
供
さ
れ
る
一
般
公
衆
へ
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
人
種
等
の
差
別
事
由
に
よ
り
契
約
拒
否
す
る
も
の
は
、
契
約
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
自
己
矛
盾
的
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
契
約
の
拒
否
を
他
者
の
権
利
利
益
領
域
へ
の
介
入
の
道
具
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
り）11
（
、
②
他
方
で
、
差
別
行
為
者
の
側
の
人
格
的
自
由
領
域
の
核
心
部
分
へ
の
介
入
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
か
る
根
拠
か
ら
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
一
般
公
衆
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
場
合
は
、
私
人
に
よ
る
恣
意
的
な
別
異
取
扱
の
正
当
化
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
（S.（（0
）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
解
釈
は
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
要
求
に
結
果
と
し
て
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
三
二
た
め
に
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
規
律
が
な
く
と
も
、
刑
法
典
一
九
三
条
以
下
、
及
び
民
法
典
八
二
三
条
以
下
の
活
用
に
よ
り
、
十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（S.（（（
）。
　
平
等
の
内
在
的
価
値
に
対
す
る
疑
問
を
中
心
と
し
た
以
上
の
レ
ー
ナ
ー
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
ま
ず
平
等
原
則
と
個
人
の
人
格
的
権
利
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
、
次
い
で
国
家
の
規
律
原
理
と
し
て
の
平
等
と
私
法
の
基
本
原
理
と
し
て
の
自
由
と
の
峻
別
論
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
（
　
平
等
と
個
人
の
尊
厳
　
⑴
　
平
等
主
義
的
正
義
論
を
め
ぐ
る
政
治
哲
学
的
考
察
　
ま
ず
は
、
平
等
の
内
在
的
価
値
に
関
し
て
レ
ー
ナ
ー
が
自
ら
の
見
解
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
援
用
し
て
い
る
政
治
哲
学
的
見
解
に
対
し
て
は
、
平
等
主
義
的
正
義
論
の
見
地
か
ら
の
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ふ
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
　
た
と
え
ば
、
レ
ー
ナ
ー
が
依
拠
す
る
ア
ン
ゲ
ー
リ
カ
・
ク
レ
プ
ス
の
議
論）11
（
に
対
し
て
は
、（
レ
ー
ナ
ー
自
身
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
に
よ
り
次
の
よ
う
な
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
は
、
ク
レ
プ
ス
ら
の
基
本
的
立
場
を
「
フ
マ
ニ
テ
ー
ト
論
的
非
平
等
主
義
」（derhum
anitäreN
onegalitarism
us
）
と
呼
び）11
（
（
以
下
、
参
照
し
た
論
文
の
該
当
頁
を
括
弧
内
に
記
す
）、
か
か
る
立
場
に
お
い
て
、「
各
人
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
」「
各
人
に
認
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
も
の
」
へ
の
絶
対
的
・
非
相
関
的
な
道
徳
的
権
利
の
基
準
を
提
供
す
る
積
極
的
道
徳
理
論
の
哲
学
的
手
が
か
り
が
な
お
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
（S.（（（f.
）。
す
な
わ
ち
個
人
の
道
徳
的
権
利
や
義
務
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
正
当
化
手
続
が
必
要
で
あ
り
、
か
か
る
手
続
に
平
等
の
観
点
は
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
の
論
点
が
示
さ
れ
て
い
る
（S.（（（ff
.
）。
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
三
三
ま
ず
第
一
に
、
そ
の
尊
厳
を
無
視
さ
れ
、
不
当
に
扱
わ
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
屈
辱
を
与
え
ら
れ
た
と
の
個
人
の
主
観
的
な
感
情
、
よ
り
一
般
的
に
は
苦
悩
の
状
況
に
あ
る
と
の
感
情
は
、
そ
れ
自
体
で
は
、
か
か
る
状
況
の
救
済
を
求
め
る
道
徳
的
権
利
の
基
礎
づ
け
に
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
苦
悩
の
知
覚
は
、
個
々
人
の
主
観
的
な
欲
求
や
選
好
、
お
よ
び
期
待
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
主
観
的
願
望
の
不
充
足
一
般
は
、
そ
れ
を
社
会
全
体
が
補
償
す
べ
き
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
個
人
的
願
望
の
充
足
は
、
そ
の
願
望
の
不
充
足
状
況
を
自
ら
の
努
力
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
各
人
の
責
任
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（S.（（（.
）。
　
従
っ
て
第
二
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
各
々
の
善
き
生
に
と
っ
て
の
客
観
的
な
条
件
を
通
じ
て
絶
対
的
な
道
徳
的
諸
要
求
又
は
諸
権
利
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
人
間
の
善
き
生
に
と
っ
て
の
基
本
的
必
要
財
の
客
観
的
な
リ
ス
ト
は
、
個
人
の
正
し
い
行
為
の
客
観
的
基
準
の
み
で
は
根
拠
づ
け
え
な
い
（S.（（0
）。
か
か
る
諸
要
求
若
し
く
は
諸
権
利
が
向
け
ら
れ
る
基
本
的
な
必
要
性
、
又
は
基
本
的
な
「
機
能
若
し
く
は
潜
在
能
力
」（Funktionsw
iseundFähigkeit
）
11
（
）
は
、
非
党
派
的
な
観
点
か
ら
道
徳
的
に
正
当
化
さ
れ
た
利
害
関
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（S.（（0
）。
か
か
る
基
本
的
機
能
や
潜
在
能
力
に
積
極
的
価
値
が
与
え
ら
れ
る
の
は
、
す
べ
て
の
者
が
、
そ
れ
ら
の
重
要
性
を
他
者
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
す
な
わ
ち
立
場
が
代
わ
っ
た
と
し
て
も
理
性
的
に
拒
否
し
え
な
い
と
合
理
的
に
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
基
本
機
能
や
潜
在
能
力
へ
の
い
か
な
る
要
求
が
「
各
人
に
帰
属
す
る
こ
と
が
然
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
妥
当
す
る
か
は
、
自
由
と
平
等
の
仮
説
的
諸
条
件
の
も
と
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
要
求
に
、
す
べ
て
の
関
わ
り
合
い
の
あ
る
者
が
同
意
し
う
る
か
否
か
、
と
い
う
点
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
非
党
派
的
に
確
定
し
う
る
。
つ
ま
り
、「
道
徳
的
諸
権
利
お
よ
び
諸
義
務
の
決
定
は
、
一
般
的
・
相
互
的
正
当
化
を
通
じ
て
の
み
な
し
う
る
の
で
あ
る
。」（S.（（（
）
そ
う
し
た
手
続
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
各
人
が
平
等
な
「
正
当
化
へ
の
権
利
」
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
道
徳
的
諸
要
求
の
正
当
化
は
、
根
本
的
な
道
徳
上
の
平
等
の
基
礎
の
上
に
お
い
て
の
み
な
さ
う
る
」
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
三
四
（Ebenda.
）。
か
か
る
正
当
化
手
続
は
、
配
分
さ
れ
る
べ
き
財
ご
と
に
個
別
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
多
く
の
財
の
基
本
的
必
要
性
に
つ
い
て
は
比
較
的
な
考
察
に
よ
る
理
由
づ
け
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
で
は
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
財
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
・
相
関
的
理
由
づ
け
が
必
要
と
な
る
。「
正
義
は
、『
絶
対
的
』
論
拠
な
ど
存
在
せ
ず
、
た
だ
、
自
由
で
平
等
な
者
が
原
則
と
し
て
同
意
し
う
る
も
の
の
み
が
存
在
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
し
て
す
で
に
関
係
的
で
あ
る
。」（Ebnda.
）
　
仮
に
善
き
生
に
と
っ
て
の
基
本
的
必
要
財
の
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
リ
ス
ト
が
確
定
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
第
三
に
、
限
り
の
あ
る
資
源
を
個
人
間
で
、
ま
た
個
々
の
必
要
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
分
配
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
（S.
（（（
）。「
あ
り
う
る
様
々
な
必
要
性
の
正
義
に
適
っ
た
充
足
の
程
度
は
、
関
係
す
る
個
人
の
危
急
状
況
が
い
か
に
重
大
で
差
し
迫
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
根
本
的
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
だ
け
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
使
用
し
う
る
資
源
の
質
量
の
程
度
や
、
当
該
資
源
へ
の
配
分
請
求
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
人
々
の
多
さ
に
も
依
拠
し
て
い
る
。」（S.（（（.
）
そ
し
て
、
か
か
る
必
要
性
を
充
足
す
る
た
め
の
社
会
の
支
援
の
態
様
や
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
が
説
い
た
「
正
義
の
外
的
諸
事
情
）
11
（
」
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
「
充
分
性
原
理
」
や
、
ク
レ
プ
ス
の
説
く
「
絶
対
的
充
足
諸
価
値
」
の
レ
ベ
ル
は
、
個
人
の
充
足
状
況
の
達
成
の
た
め
に
そ
れ
な
り
に
高
く
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
、
現
実
の
我
々
の
生
活
状
況
は
多
く
の
場
合
は
る
か
に
そ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
な
い
が
故
に
、「
正
義
の
外
的
諸
状
況
」
が
発
生
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
充
分
性
の
限
界
レ
ベ
ル
を
社
会
的
ミ
ニ
マ
ム
に
ま
で
引
き
下
げ
れ
ば
、
人
々
が
、
何
故
か
か
る
ミ
ニ
マ
ム
状
況
で
満
足
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
、
お
よ
び
余
剰
領
域
に
お
け
る
正
義
に
適
っ
た
資
源
分
配
の
方
式
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（Ebenda.
）。
　
以
上
の
よ
う
に
フ
マ
ニ
テ
ー
ト
論
的
非
平
等
主
義
に
対
す
る
反
論
を
行
っ
た
う
え
で
、
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
は
、
社
会
的
正
義
を
実
現
す
る
た
め
の
「
構
成
的
平
等
主
義
」
の
立
場
か
ら
、
形
式
的
平
等
、
比
例
的
平
等
、
道
徳
的
平
等
（
す
べ
て
の
個
人
は
、
他
の
者
と
平
等
な
尊
重
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
三
五
と
考
慮
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
）、
お
よ
び
（prim
afacie
な
配
分
原
理
と
し
て
の
）
平
等
の
仮
説
の
諸
原
理
が
要
請
さ
れ
る
と
す
る
（S.（（（ff
.
）。
そ
し
て
さ
ら
に
、
正
義
の
解
釈
と
具
体
化
の
現
実
の
分
配
レ
ベ
ル
で
の
第
五
の
平
等
原
理
と
し
て
、
多
く
の
自
由
主
義
的
平
等
論
に
共
通
す
る
核
心
的
思
考
た
る
責
任
原
理
（V
erantw
ortungsprinzip
）
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。「
様
々
な
社
会
的
財
へ
の
不
平
等
な
持
ち
分
が
公
正
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
努
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
『
功
績
に
応
じ
て
』
与
え
ら
れ
る
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
当
事
者
の
決
定
と
意
図
的
行
動
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
…
…
［
こ
れ
に
対
し
て
］
不
公
正
な
の
は
、
社
会
的
状
況
お
よ
び
自
然
的
な
天
賦
の
も
の
（A
us-
stattung
）
に
お
け
る
恣
意
的
で
功
績
に
応
じ
た
も
の
で
な
い
区
別
に
よ
る
有
利
な
取
り
扱
い
や
不
利
な
取
り
扱
い
で
あ
る
。」（S.
（（（
）
　
こ
う
し
た
「
構
成
的
平
等
主
義
」
論
は
、
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
平
等
に
一
定
の
価
値
を
認
め
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
独
立
の
、
内
在
的
な
価
値
」
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
（S.（（（
）。
他
方
で
、
か
か
る
価
値
は
、
純
粋
に
手
段
的
な
も
の
で
も
な
い
。
平
等
は
、
そ
の
価
値
を
「
平
等
な
尊
重
と
い
う
他
の
よ
り
高
次
の
原
理
」
か
ら
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（Ebenda.
）。
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
が
平
等
の
第
三
の
原
理
と
し
て
掲
げ
る
道
徳
的
平
等
の
要
求
（S.（（（ff
.
）
は
、
と
り
わ
け
平
等
原
則
の
実
質
的
価
値
を
探
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
等
の
実
質
的
内
実
の
最
も
重
要
な
形
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
根
本
的
な
同
価
値
性
の
主
張
で
あ
る
と
さ
れ
、
個
々
人
の
間
で
現
実
に
は
様
々
な
観
点
か
ら
の
違
い
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
各
々
の
個
人
又
は
各
々
の
人
間
は
、
他
の
者
と
同
様
に
、
平
等
な
尊
重
と
配
慮
で
も
っ
て
扱
わ
れ
る
道
徳
的
な
権
利
を
有
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（S.
（（（
）。
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
の
述
べ
る
よ
う
に
、
か
か
る
す
べ
て
の
人
格
に
対
す
る
平
等
な
尊
重
、
若
し
く
は
す
べ
て
の
人
格
の
平
等
な
尊
厳
の
観
念
が
、
基
本
的
に
「
現
代
西
欧
文
化
の
す
べ
て
の
主
要
な
思
想
的
潮
流
か
ら
ミ
ニ
マ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」（Ebenda
）
と
す
る
な
ら
、
か
か
る
基
本
的
観
念
を
、
平
等
原
則
の
実
質
的
基
本
価
値
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
は
ず
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
三
六
で
あ
る
。
　
⑵
　「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
求
め
る
権
利
」
と
し
て
の
平
等
権
　「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
求
め
る
権
利
」
を
擁
護
す
る
自
由
主
義
的
平
等
論
と
し
て
憲
法
学
の
人
権
論
に
お
い
て
も
た
び
た
び
援
用
さ
れ
る
の
が
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
理
論
で
あ
る）11
（
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
か
か
る
権
利
を
、
自
尊
の
原
理
と
真
正
性
へ
の
特
別
責
任
の
原
理
と
い
う
二
つ
の
倫
理
的
原
理
に
よ
っ
て
意
義
づ
け
、
こ
れ
ら
二
原
理
を
統
合
的
に
調
和
さ
せ
る
も
の
と
し
て
仮
想
保
険
の
ス
キ
ー
ム
を
提
唱
し
て
い
る）11
（
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
思
考
枠
組
み
の
中
で
、
現
実
の
配
分
的
正
義
の
基
準
に
関
し
て
、
個
々
人
の
企
図
に
つ
い
て
は
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
許
容
す
る
の
に
対
し
て
、「
あ
る
時
点
に
お
け
る
資
源
の
分
配
が
才
能
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
許
容
し
て
は
な
ら
な
い）11
（
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
規
範
的
要
求
と
の
関
係
で
は
、
対
私
人
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
か
か
る
「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
求
め
る
権
利
」
が
は
た
し
て
主
張
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
点
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
、
レ
ー
ナ
ー
は
、
基
本
権
保
護
の
対
象
と
な
る
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
即
自
的
な
保
護
法
益
に
つ
い
て
語
る
学
説
と
し
て
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ザ
ッ
ク
ス
お
よ
び
ユ
ル
ゲ
ン
・
ザ
ル
ツ
ヴ
デ
ル
の
所
説
に
つ
い
て
の
批
判
的
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
両
者
の
所
説
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
　
ザ
ッ
ク
ス
は
、
差
別
禁
止
法
に
よ
る
自
由
権
の
制
限
の
基
本
法
上
の
許
容
性
を
論
じ
る
中
で
、「
自
己
の
平
等
へ
の
（
平
等
な
尊
重
、
平
等
な
受
容
へ
の
）
権
利
」
を
、
平
等
原
則
規
定
の
関
心
事
と
し
、
か
か
る
平
等
原
則
の
関
心
は
、
他
の
人
間
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
平
等
へ
の
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る）1（
（
。
も
っ
と
も
ザ
ッ
ク
ス
も
、
対
私
人
と
の
関
係
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
平
等
要
求
は
、
国
家
に
対
す
る
包
括
的
な
平
等
取
扱
い
の
要
求
ほ
ど
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
お
り）11
（
、
私
人
に
よ
る
差
別
か
ら
の
保
護
は
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
で
禁
止
さ
れ
た
人
間
の
差
異
が
、「
経
験
に
照
ら
し
て
、
実
際
上
、
問
題
と
な
る
基
本
権
上
の
行
態
自
由
を
顧
慮
し
た
と
し
て
も
、
考
慮
す
べ
き
根
拠
と
な
り
え
な
い
」
事
例
に
限
定
さ
れ
る
、
と
述
べ
、
か
か
る
見
方
が
Ａ
Ｇ
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
三
七
Ｇ
二
〇
条
の
定
め
に
も
合
致
し
て
い
る
と
し
て
い
る）11
（
。「
こ
う
し
た
狭
い
意
味
で
理
解
さ
れ
た
、
人
格
と
し
て
の
原
理
的
平
等
の
同
胞
市
民
に
よ
る
承
認
へ
の
利
益
は
、
憲
法
上
基
礎
づ
け
ら
れ
た
保
護
法
益
と
し
て
、
か
か
る
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
制
度
形
成
さ
れ
る
［
差
別
行
為
者
の
］
自
由
権
を
制
約
す
る
法
律
の
正
当
化
に
適
う
も
の
で
あ
る）11
（
。」
　
さ
ら
に
、
ザ
ル
ツ
ヴ
デ
ル
も
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
の
規
範
内
容
に
関
し
、
同
規
定
が
同
条
一
項
の
定
め
る
一
般
平
等
原
則
よ
り
も
、
よ
り
基
本
法
一
条
一
項
（
人
間
の
尊
厳
）
及
び
同
二
条
一
項
（
人
格
の
自
由
な
発
展
へ
の
権
利
）
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
個
人
の
地
位
を
実
質
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る）11
（
。
　
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
、
レ
ー
ナ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
平
等
な
配
慮
や
受
容
」
へ
の
権
利
が
、
個
別
的
自
由
権
や
人
格
権
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
、
い
か
な
る
「
実
体
的
内
実
」
を
有
す
る
も
の
な
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
と
さ
れ
る）11
（
。
こ
こ
で
レ
ー
ナ
ー
は
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ル
ッ
フ
ェ
ル
ト
が
指
摘
す
る
基
本
法
三
条
三
項
一
文
と
特
定
の
自
由
権
と
の
緊
密
な
結
び
つ
き
の
議
論）11
（
に
対
す
る
自
ら
の
批
判
、
つ
ま
り
対
象
と
な
る
自
由
権
若
し
く
は
人
格
権
か
ら
導
か
れ
る
も
の
以
外
の
、
平
等
権
の
固
有
の
保
障
内
実
が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
と
す
る
自
ら
の
議
論）11
（
を
援
用
し）11
（
、
と
り
わ
け
ザ
ル
ツ
ヴ
デ
ル
の
所
説
に
対
し
て
は
、
基
本
法
三
条
三
項
一
項
の
規
範
要
求
が
人
格
権
侵
害
の
「
下
位
要
求
」
な
の
だ
と
し
た
ら
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
付
い
た
同
二
条
一
項
か
ら
導
か
れ
る
以
上
の
保
護
義
務
の
導
出
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
し
、
ま
た
必
要
で
も
な
い
と
の
批
判
を
行
っ
て
い
る）11
（
。
　
し
か
し
、「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
へ
の
権
利
」
を
平
等
権
の
基
本
的
内
実
と
し
て
み
る
こ
と
は
、
自
由
権
補
強
機
能
論
と
は
異
な
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
か
か
る
権
利
は
、
人
間
の
尊
厳
の
確
保
や
人
格
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
、
平
等
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
特
殊
な
人
格
の
侵
害
態
様
か
ら
の
保
護
を
要
求
す
る
も
の）1（
（
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
固
有
の
内
実
と
規
範
要
求
を
立
て
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
う
る
。
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
立
法
者
が
意
識
し
て
い
た
よ
う
に
、
民
法
典
の
一
般
条
項
の
活
用
と
い
う
従
来
の
手
法
で
は
十
分
な
救
済
を
図
れ
な
い
、
私
法
上
の
関
係
に
お
け
る
差
別
事
例
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
個
人
の
尊
厳
に
対
す
る
特
有
の
侵
害
形
態
か
ら
の
保
護）11
（
を
、
私
的
自
治
の
原
則
と
の
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
三
八
実
践
的
な
整
合
性）11
（
を
図
り
な
が
ら
実
現
す
る
こ
と
が
、
基
本
法
三
条
三
項
一
項
で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
レ
ー
ナ
ー
は
、
人
種
、
民
族
的
出
身
、
性
別
、
及
び
障
害
に
基
づ
く
別
異
取
扱
が
、
な
ぜ
「
特
殊
な
人
格
的
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
も
の
」
で
あ
り
、「
相
互
の
承
認
関
係
の
原
則
的
否
定
」
に
つ
な
が
る
の
か
の
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
。
基
本
法
三
条
三
項
一
文
が
列
挙
す
る
の
は
、
経
験
的
に
、
別
異
取
扱
の
正
当
な
根
拠
と
さ
れ
え
な
い
メ
ル
ク
マ
ー
ル）11
（
、
つ
ま
り
歴
史
的
に
み
て
「
間
主
観
的
に
不
利
益
取
扱
に
適
し
た
規
準
と
み
な
さ
れ
う
る
」
も
の
で
は
な
い）11
（
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
等
主
義
的
正
義
論
に
よ
る
責
任
原
理
に
基
づ
く
説
明
が
最
も
整
合
的
と
い
え
る
。
イ
ェ
ル
ク
・
ノ
イ
ナ
ー
が
例
と
し
て
挙
げ
る
よ
う
に）11
（
、
大
学
教
授
が
、
個
人
経
営
の
宿
舎
の
主
人
か
ら
、
そ
の
職
業
が
気
に
入
ら
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
当
該
大
学
教
授
の
自
己
尊
重
の
意
識
は
い
た
く
傷
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
か
か
る
拒
否
が
不
当
な
差
別
的
取
扱
に
な
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
個
人
の
人
格
的
自
律
性
の
確
保
と
「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
へ
の
権
利
」
は
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
と
し
て
人
間
の
尊
厳
と
個
人
の
尊
重
と
い
う
自
由
主
義
的
基
本
権
保
障
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
人
格
権
と
平
等
の
二
項
対
立
的
思
考
は
、
基
本
法
の
基
本
権
保
障
の
原
理
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
　
国
家
の
中
立
性
要
求
と
平
等
原
則
　
⑴
　
公
法
原
理
と
し
て
の
平
等
原
則
と
私
法
原
理
と
し
て
の
自
由
　
次
に
、
平
等
原
則
を
国
家
の
中
立
性
原
理
の
要
求
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
レ
ー
ナ
ー
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
上
記
（
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
的
平
等
原
則
も
、
同
条
三
項
一
文
に
よ
る
差
別
的
取
扱
の
禁
止
も
、
基
本
的
に
客
観
的
原
則
の
保
障
の
み
な
ら
ず
、
個
人
の
主
観
的
権
利
を
「
平
等
基
本
権
」
と
し
て
保
障
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ー
ナ
ー
自
身
も
、
基
本
法
三
条
一
項
及
び
同
条
三
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
三
九
項
一
文
が
国
家
に
対
す
る
防
御
権
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
は
前
提
と
し
て
お
り）11
（
、
従
っ
て
、
そ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
私
人
間
で
の
法
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
多
元
的
社
会
に
お
け
る
国
家
の
中
立
性
原
則
と
い
う
客
観
的
規
範
と
し
て
機
能
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
基
礎
に
あ
る
の
が
、
公
法
領
域
で
確
保
さ
れ
る
べ
き
平
等
原
則
と
私
的
領
域
で
確
保
さ
れ
る
べ
き
自
由
と
い
う
公
法
と
私
法
の
二
分
論
で
あ
る）11
（
。
　
こ
う
し
た
見
解
は
、
憲
法
理
論
と
し
て
は
、
人
権
論
及
び
統
治
機
構
論
の
両
領
域
を
包
含
す
る
憲
法
の
基
礎
理
論
と
し
て
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
国
家
と
社
会
の
二
分
論
論
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
立
憲
主
義
思
想
に
お
い
て
特
殊
な
位
置
づ
け
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る）11
（
か
か
る
理
論
に
つ
き
、
今
日
で
は
、
国
家
領
域
と
社
会
領
域
の
機
能
及
び
秩
序
原
理
の
差
異
と
い
う
形
で
の
議
論
が
な
さ
れ
る
が）11
（
、
か
か
る
理
論
自
体
、
ド
イ
ツ
公
法
学
で
有
力
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
た
び
た
び
紹
介
が
な
さ
れ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る）1（
（
。
　
こ
の
点
を
度
外
視
す
る
と
し
て
も
、
公
法
領
域
と
私
法
領
域
の
二
分
論
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ば
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ル
ノ
ル
ト
に
よ
り
、
契
約
法
の
配
分
的
機
能
と
そ
こ
に
お
け
る
立
法
者
の
権
限
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る）11
（
。
「
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
契
約
法
上
の
差
別
か
ら
の
保
護
が
、
そ
の
時
点
ま
で
は
無
制
約
な
、
そ
し
て
抽
象
的
な
自
由
権
と
し
て
の
私
的
自
治
又
は
契
約
の
自
由
に
介
入
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
は
、
短
絡
的
で
あ
る
。
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
意
味
す
る
の
は
、
自
由
権
能
の
配
分
に
お
け
る
変
更
に
す
ぎ
な
い
。
契
約
法
は
、
強
行
的
か
つ
継
続
的
に
、
自
由
権
能
と
こ
れ
に
対
応
す
る
非
自
由
を
私
人
間
で
配
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
廃
止
も
ま
た
私
法
主
体
間
で
の
自
由
領
域
の
新
た
な
配
分
を
も
た
ら
す
こ
と
が
自
明
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
る
。」
　
続
い
て
、
契
約
の
自
由
に
対
抗
す
る
平
等
取
扱
及
び
差
別
か
ら
の
保
護
の
原
理
と
い
う
解
釈
論
的
構
図）11
（
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
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「
対
応
す
る
自
由
領
域
の
具
体
的
形
成
と
再
形
成
へ
の
立
法
者
の
権
限
に
対
す
る
根
本
的
な
疑
問
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
憲
法
上
の
限
界
内
で
の
立
法
者
の
広
範
な
評
価
特
権
が
基
本
的
に
は
存
在
す
る
。
私
人
間
で
の
自
由
領
域
の
具
体
的
形
成
は
、
形
式
的
に
理
解
さ
れ
た
自
由
と
、
保
護
の
一
側
面
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
実
質
的
な
自
由
領
域
の
客
観
的
に
正
当
な
調
整
へ
の
努
力
の
表
現
で
あ
る
。
か
か
る
自
由
領
域
の
具
体
的
形
成
は
、
歴
史
的
、
社
会
的
、
及
び
経
済
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
離
れ
て
解
答
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
一
つ
の
配
分
的
問
題
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
が
故
に
、
政
治
的
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
に
お
い
て
、
正
し
い
均
衡
状
態
に
つ
い
て
争
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
が
、
ま
ず
第
一
次
的
に
は
立
法
者
に
帰
属
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
的
国
家
に
お
い
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。」
　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
ア
ル
ノ
ル
ト
は
、
さ
ら
に
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
「
さ
ら
に
言
え
ば
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
現
存
す
る
自
由
領
域
に
つ
き
、
現
実
問
題
と
し
て
根
本
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ
り
先
鋭
的
で
な
い
形
態
で
の
国
家
に
よ
る
恣
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
す
で
に
長
き
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。」
　
三
で
述
べ
る
よ
う
に
、
契
約
の
自
由
の
概
念
に
は
、
自
律
的
な
個
人
間
で
の
自
己
決
定
的
取
り
決
め
に
対
す
る
「
法
秩
序
に
よ
る
承
認
」
と
い
う
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
契
約
の
自
由
は
、
前
国
家
的
な
自
然
権
を
背
景
と
す
る
自
由
権
と
異
な
り
、
「
権
限
的
自
由
」
と
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
限
界
に
つ
き
定
め
る
立
法
者
の
権
限
に
は
一
定
の
裁
量
の
余
地
が
認
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
契
約
の
自
由
を
形
づ
く
る
基
本
権
の
要
求
に
則
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
三
で
み
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
　
⑵
　
公
共
圏
に
お
け
る
取
引
関
係
へ
の
限
定
の
意
味
　
国
家
と
社
会
の
二
元
論
に
い
う
「
社
会
」
領
域
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
家
族
生
活
の
親
密
領
域
と
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
い
う
公
共
圏
（Ö
ff
entlichkeit
）
11
（
）
と
の
区
別
に
留
意
す
る
必
要
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
四
一
が
あ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
の
差
別
禁
止
法
制
を
形
づ
く
る
Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
前
者
の
領
域
の
尊
重
を
前
提
に）11
（
、
す
べ
て
の
私
法
上
の
取
引
を
差
別
禁
止
の
規
律
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
公
衆
に
提
供
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
供
給
」
に
お
け
る
差
別
行
為
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
限
定
は
、
四
で
み
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
も
同
様
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ダ
グ
マ
ー
・
シ
ー
ク
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
三
章
に
お
け
る
規
律
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
の
は
、
私
的
領
域
一
般
で
は
な
く
、
公
共
圏
に
お
け
る
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
的
取
引
で
あ
る）11
（
。
さ
ら
に
、
人
種
又
は
民
族
的
出
身
以
外
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
差
別
の
禁
止
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
保
険
契
約
を
除
け
ば
（
こ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
四
で
確
認
す
る
）、
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
一
項
に
よ
り
「
個
人
を
問
題
と
し
な
い
」
大
量
取
引
又
は
大
量
取
引
類
似
行
為
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
シ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
個
人
的
な
親
密
領
域
か
ら
自
ら
進
み
出
て
公
共
圏
で
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
た
場
合
に
は
、
個
人
の
特
性
や
地
位
等
は
、
か
か
る
法
律
行
為
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
を
持
た
な
い）11
（
と
い
う
の
が
立
法
者
の
判
断
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
引
関
係
に
つ
い
て
は
、
公
共
圏
の
機
能
維
持
の
た
め
に
も）11
（
、
よ
り
強
く
立
法
的
規
律
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う）11
（
。
三
　
私
的
自
治
（Privatautonom
ie
）
の
原
則
（
　
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
　
⑴
　
概
念
と
意
義
　
私
的
自
治
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
ー
メ
に
よ
る
次
の
よ
う
な
定
義
が
有
名
で
あ
る）（11
（
。
「
私
的
自
治
と
人
々
が
呼
ぶ
も
の
は
、
個
々
の
個
人
が
自
ら
の
意
思
に
従
っ
て
互
い
の
法
関
係
を
自
己
形
成
す
る
と
い
う
原
理
で
あ
る
。
こ
の
私
的
自
治
は
、
人
間
の
自
己
決
定
と
い
う
一
般
的
原
理
の
一
部
を
な
す
。」
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こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ー
ル
・
ラ
ー
レ
ン
ツ
は
、
よ
り
具
体
的
に
私
的
自
治
の
対
象
領
域
と
法
秩
序
に
よ
る
そ
の
妥
当
性
の
承
認
に
ふ
れ
、
私
的
自
治
の
観
念
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る）（1（
（
。
「
法
律
行
為
、
と
り
わ
け
契
約
を
通
じ
て
、
特
定
の
枠
内
で
の
相
互
の
関
係
を
規
律
す
る
と
い
う
、
個
々
人
に
法
秩
序
に
よ
り
認
め
ら
れ
確
保
さ
れ
た
可
能
性
を
、
人
は
『
私
的
自
治
』
と
呼
ぶ
。」
　
そ
し
て
、
か
か
る
契
約
的
規
律
の
法
的
妥
当
根
拠
を
提
供
す
る
の
が
、
か
か
る
規
律
を
創
設
す
る
契
約
締
結
者
相
互
の
共
通
の
意
思
行
為
と
、
法
秩
序
に
よ
る
こ
の
行
為
の
承
認
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（10
（
。
つ
ま
り
、
そ
の
対
象
と
妥
当
根
拠
の
側
面
か
ら
み
た
と
き
の
私
的
自
治
と
は
、
法
律
行
為
を
通
じ
た
人
間
行
為
で
あ
り
、
契
約
の
自
由
が
そ
の
最
も
重
要
な
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る）（10
（
。
　
さ
ら
に
こ
う
し
た
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
の
意
義
に
つ
き
、
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）（10
（
。
「
自
由
の
現
実
性
は
、
私
的
自
治
と
そ
の
最
も
重
要
な
媒
体
た
る
契
約
の
自
由
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
が
意
味
す
る
も
の
は
、
様
々
な
私
法
上
の
関
係
に
お
け
る
個
々
人
の
意
思
の
支
配
、
参
加
者
の
法
的
平
等
の
前
提
の
も
と
で
の
個
人
の
利
害
の
開
か
れ
た
競
争
と
そ
の
自
由
な
調
整
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
理
が
、
自
由
な
法
秩
序
の
本
質
的
な
構
成
要
素
と
な
る
。
そ
の
由
来
か
ら
し
て
、
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
は
、
私
法
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
私
法
上
の
取
引
が
そ
の
適
用
領
域
を
形
づ
く
る
。」
　
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
が
続
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
私
的
自
治
は
市
場
経
済
の
法
的
な
基
礎
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
公
共
善
の
実
現
に
お
い
て
、
個
人
と
社
会
的
諸
勢
力
に
行
動
の
優
位
が
認
め
ら
れ
る）（10
（
。
共
同
体
は
、
下
か
ら
上
へ
の
諸
活
動
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
と
の
補
充
性
の
原
理
に
従
っ
て
、
社
会
と
国
家
権
力
、
自
己
規
律
と
法
律
に
よ
る
舵
取
り
の
垂
直
的
バ
ラ
ン
ス
が
た
も
た
れ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（10
（
。
　
⑵
　
契
約
の
自
由
の
内
容
と
性
質
　
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ル
ッ
フ
ェ
ル
ト
は
、
具
体
的
な
実
定
私
法
秩
序
が
契
約
の
自
由
の
い
く
つ
か
の
異
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
四
三
な
る
レ
ベ
ル
を
区
別
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
①
契
約
締
結
の
自
由
、
②
契
約
類
型
選
択
の
自
由
を
含
む
契
約
内
容
の
形
成
の
自
由
、
お
よ
び
③
契
約
解
消
並
び
に
契
約
変
更
の
自
由
を
挙
げ
る）（10
（
。
①
に
つ
い
て
は
、
契
約
を
締
結
す
る
か
否
か
自
体
、
お
よ
び
契
約
の
相
手
方
の
選
択
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
相
続
法
領
域
に
お
い
て
は
、
契
約
の
自
由
は
遺
言
の
自
由
と
い
う
形
で
補
わ
れ
、
法
人
法
領
域
で
は
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
下
位
事
例
と
し
て
の
結
社
の
自
由
と
い
う
形
で
現
れ
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
契
約
の
自
由
に
特
別
の
役
割
が
与
え
ら
れ
る
の
が
、
労
働
法
領
域
で
の
団
結
の
自
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
　
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
契
約
の
自
由
の
基
本
内
容
た
る
上
記
①
～
③
に
つ
き
、
特
定
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
多
く
の
事
例
で
問
題
と
な
る
の
は
①
の
内
容
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
内
容
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
意
思
の
法
律
に
よ
る
制
約
は
、
契
約
の
自
由
に
対
す
る
制
約
の
態
様
と
程
度
と
し
て
は
、
最
も
重
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
内
容
を
持
つ
契
約
の
自
由
の
性
質
に
つ
き
、
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
は
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
デ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
代
表
さ
れ
る
契
約
の
自
由
の
防
御
権
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
基
本
権
的
視
点
と
、
こ
れ
に
対
峙
す
る
市
民
法
的
視
点
、
つ
ま
り
法
秩
序
そ
の
も
の
が
契
約
の
自
由
の
対
概
念
な
の
で
あ
っ
て
、
契
約
の
自
由
を
基
本
権
と
し
て
定
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
何
も
の
を
も
付
け
加
え
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
立
場
の
対
立
に
言
及
し
て
い
る）（10
（
。
後
者
の
立
場
を
代
表
す
る
フ
ル
ー
メ
に
よ
れ
ば
、「
私
的
自
治
に
お
い
て
は
、
法
関
係
の
形
成
が
問
題
と
な
る
の
だ
か
ら
、
私
的
自
治
の
内
容
と
限
界
は
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
な
る
の
は
自
明
」
で
あ
る）（10
（
。「
私
的
自
治
、
と
り
わ
け
契
約
の
自
由
の
問
題
は
、
法
関
係
の
自
己
形
成
へ
の
権
利
が
、
基
本
権
カ
タ
ロ
グ
に
挙
げ
ら
れ
た
・
法
秩
序
に
つ
い
て
の
諸
関
係
に
関
す
る
そ
の
他
の
個
人
的
自
由
権
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
場
合
に
は
、
誤
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る）（（1
（
。」「
私
的
自
治
及
び
と
り
わ
け
契
約
の
自
由
は
、
概
念
上
、
そ
の
対
概
念
と
し
て
の
法
秩
序
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
私
的
自
治
を
通
じ
た
法
形
成
は
、
そ
も
そ
も
市
民
法
秩
序
に
お
い
て
の
み
考
え
ら
れ
う
る）（（（
（
。」
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イ
ゼ
ン
ゼ
ー
は
、
こ
う
し
た
フ
ル
ー
メ
の
見
解
に
賛
同
を
示
し
、
契
約
の
自
由
は
、
自
然
的
自
由
と
異
な
り
、
国
家
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
法
秩
序
に
よ
り
生
成
し
形
成
さ
れ
る
自
由
で
あ
る
と
す
る）（（0
（
。
そ
の
意
味
で
、
契
約
の
自
由
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
ヘ
フ
リ
ン
グ
が
説
く
よ
う
に
「
権
限
的
自
由
」（kom
petentiellegrundrechtlicheFreiheit
）
（（0
（
）
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
、
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
が
注
意
す
る
よ
う
に
、
契
約
の
自
由
の
内
容
と
限
界
が
す
べ
て
法
律
に
委
ね
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
法
取
引
に
お
け
る
個
人
の
自
己
決
定
は
、
基
本
法
が
想
定
し
、
具
体
化
し
、
そ
し
て
立
法
者
に
内
容
形
成
を
命
じ
る
と
こ
ろ
の
人
権
的
規
準
で
あ
る）（（0
（
。」
（
　
基
本
権
に
よ
る
保
障
と
そ
の
実
質
化
　
⑴
　
個
別
基
本
権
へ
の
位
置
づ
け
　
以
上
の
内
容
と
性
質
を
有
す
る
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
異
な
る
基
本
権
解
釈
論
上
の
機
能
に
応
じ
て
、
様
々
な
基
本
権
規
定
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
に
よ
れ
ば
、
と
り
わ
け
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
のsedes
m
ateriae
と
な
る
の
は
、
基
本
法
二
条
一
項
の
一
般
的
行
為
自
由
権
で
あ
る
。
そ
れ
は
対
象
テ
ー
マ
と
し
て
最
も
広
く
、
ま
た
構
造
的
に
も
最
も
柔
軟
な
形
で
、
契
約
の
自
由
の
包
括
的
な
保
障
の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と
さ
れ
る
が
、
か
か
る
基
本
権
が
、
契
約
の
自
由
の
第
一
次
的
な
基
礎
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
自
由
権
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
契
約
の
自
由
に
つ
い
て
補
充
的
な
保
障
を
提
供
す
る
も
の
な
の
か
、
に
つ
い
て
は
学
説
上
争
い
が
あ
る
と
さ
れ
る）（（0
（
。
　
生
計
維
持
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
の
利
益
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
の
職
業
の
自
由
を
保
障
す
る
基
本
法
一
二
条
一
項
は
、
私
的
自
治
の
重
要
な
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
と
さ
れ
、
基
本
法
一
四
条
一
項
に
よ
る
財
産
権
保
障
は
、
物
を
所
有
・
収
益
・
譲
渡
す
る
自
由
の
基
礎
と
な
り
、
民
法
上
の
物
権
行
為
は
、
同
条
項
の
保
護
領
域
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
る）（（0
（
。
ま
た
、
婚
姻
・
相
続
領
域
で
の
私
的
自
治
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
六
条
一
項
及
び
同
一
四
条
一
項
の
保
障
が
基
礎
と
な
る
と
さ
れ
る）（（0
（
。
さ
ら
に
、
社
団
、
組
合
、
会
社
を
結
成
し
、
加
入
し
、
あ
る
い
は
脱
退
す
る
自
由
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
九
条
一
項
が
カ
バ
ー
し
、
特
に
労
働
者
の
団
結
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
四
五
基
本
法
九
条
三
項
が
別
に
保
障
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
労
働
協
約
の
自
律
性
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
事
項
に
つ
き
国
法
の
定
め
を
も
排
除
し
そ
れ
に
代
替
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
、
私
的
自
治
の
最
高
の
強
化
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る）（（0
（
。
　
⑵
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
け
る
私
的
自
治
　
周
知
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
連
帯
保
証
決
定
に
お
い
て
、
（
で
確
認
し
た
私
的
自
治
の
観
念
や
そ
の
性
質
に
つ
い
て
の
学
説
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）（（0
（
。
「
私
的
自
治
は
、
必
然
的
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
法
的
な
形
成
を
必
要
と
す
る
。
…
…
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
私
的
自
治
が
立
法
者
の
恣
意
的
な
自
由
処
分
に
委
ね
ら
れ
、
か
く
し
て
そ
の
基
本
権
上
の
保
障
が
空
虚
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
立
法
者
は
、
命
じ
ら
れ
た
具
体
的
形
成
に
当
た
っ
て
、
基
本
権
の
客
観
法
的
規
準
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
立
法
者
は
、
法
的
生
活
に
お
け
る
個
人
の
自
己
決
定
に
、
適
切
な
活
動
余
地
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
　
本
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
る
民
法
上
の
取
引
関
係
に
お
け
る
当
事
者
の
自
由
と
私
的
自
治
の
基
本
権
上
の
保
障
か
ら
、
一
方
当
事
者
に
対
す
る
「
他
者
支
配
」（Frem
dbestim
m
ung
）
が
生
じ
る
要
件
と
し
て
、
①
一
方
当
事
者
の
構
造
的
な
劣
位
状
況
と
、
②
か
か
る
構
造
的
力
関
係
の
不
均
衡
に
基
づ
き
劣
位
当
事
者
に
生
じ
る
極
端
な
負
担
を
挙
げ
て
い
る）（01
（
。
　
ま
た
、
代
理
商
決
定
に
お
い
て
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
る
職
業
の
自
由
の
保
障
と
の
関
係
で
、
私
的
自
治
が
自
己
決
定
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
他
者
決
定
の
状
況
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
法
の
諸
手
段
の
み
で
は
、
事
態
に
即
し
た
利
害
調
整
は
保
障
さ
れ
ず
、
こ
の
場
合
、
基
本
権
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
家
に
よ
る
規
制
が
調
整
手
段
と
し
て
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）（0（
（
。
　
さ
ら
に
、
基
本
法
六
条
四
項
の
保
障
の
も
と
に
あ
る
夫
婦
財
産
契
約
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
私
的
自
治
に
つ
き
、
個
人
の
自
己
決
定
の
条
件
が
事
実
上
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
、
と
述
べ
て
い
る）（00
（
。
　
⑶
　
契
約
の
自
由
と
そ
の
実
現
　
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
観
念
か
ら
し
て
、
当
事
者
間
の
法
的
平
等
を
前
提
と
し
て
お
り
、
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
四
六
そ
の
た
め
に
は
、
当
事
者
間
で
の
交
渉
力
の
最
低
限
の
同
等
性
を
必
要
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
交
渉
力
は
、
当
事
者
の
知
識
や
交
渉
能
力
の
他
、
様
々
な
状
況
や
社
会
関
係
に
よ
り
、
現
実
に
は
不
平
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る）（00
（
。
か
か
る
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
立
法
者
は
、
労
働
法
分
野
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
保
護
、
借
家
人
の
保
護
等
の
様
々
な
規
律
を
行
っ
て
い
る
が
、
上
記
の
と
お
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
そ
の
判
例
形
成
に
よ
り
、
と
り
わ
け
当
事
者
の
自
己
決
定
の
実
質
的
確
保
の
た
め
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
　
こ
う
し
た
状
況
は
、
学
説
に
お
い
て
、
契
約
の
自
由
の
「
実
質
化
」（M
aterialisierung
）
（00
（
）
を
め
ぐ
る
議
論
と
い
う
形
で
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ム
ナ
ー
・
メ
イ
ン
に
よ
り
、
進
歩
的
社
会
の
進
動
の
特
徴
と
し
て
示
さ
れ
た
「
身
分
か
ら
契
約
へ
の
進
動
」
と
い
う
定
式
化）（00
（
で
表
現
さ
れ
る
、
私
的
自
治
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
る
意
思
関
係
に
基
づ
く
個
人
間
の
関
係）（00
（
の
中
で
、
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
形
式
的
現
象
形
態
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
法
効
果
の
定
立
権
能
と
し
て
存
立
す
る
（
形
式
的
契
約
の
自
由
）
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
場
面
に
よ
っ
て
は
む
し
ろ
対
立
す
る
形
で
、
契
約
の
自
由
は
、
そ
の
実
質
的
次
元
に
お
い
て
は
、
現
実
の
決
定
の
自
由
の
実
現
に
仕
え
る
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
実
質
的
契
約
の
自
由）（00
（
）。
　
契
約
の
自
由
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
二
つ
の
観
念
に
つ
き
、
イ
ェ
ル
ク
・
ノ
イ
ナ
ー
は
、
各
々
問
題
点
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
形
で
の
調
和
が
図
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る）（00
（
。
「
実
質
的
な
自
由
モ
デ
ル
が
傾
向
と
し
て
個
人
の
自
己
決
定
に
負
担
を
課
す
効
果
を
有
す
る
一
方
で
、
形
式
的
な
対
立
モ
デ
ル
は
、
傾
向
と
し
て
、
集
団
的
自
己
決
定
や
第
三
者
の
正
当
な
利
益
に
負
担
を
課
す
こ
と
と
な
る
。
社
会
的
力
関
係
の
不
均
衡
は
顧
慮
さ
れ
ず
、
経
済
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
構
築
さ
れ
、
国
家
を
単
な
る
夜
警
の
役
割
に
追
い
や
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
的
契
約
の
自
由
の
絶
対
化
も
、
同
様
に
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
危
険
は
、
形
式
的
契
約
の
自
由
の
保
護
が
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
諸
原
理
と
調
和
す
る
形
で
も
た
ら
さ
れ
る
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
四
七
べ
き
単
な
る
最
適
化
命
令
と
し
て
保
護
さ
れ
る
場
合
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
た
相
対
化
に
よ
り
、
一
方
で
独
立
の
価
値
た
る
私
的
自
治
が
承
認
さ
れ
る
と
と
と
も
に
、
他
方
で
、
第
三
者
の
正
当
な
利
益
に
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
　
ノ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
自
律
的
な
私
法
主
体
た
る
個
々
人
の
主
観
的
な
諸
観
念
の
現
実
化
に
仕
え
る
も
の
と
し
て
の
契
約
の
自
由
の
意
義
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
総
じ
て
契
約
の
自
由
の
形
式
的
解
釈
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
同
時
に
私
的
自
治
は
無
限
界
で
は
な
く
、
対
立
す
る
諸
原
理
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（00
（
。
（
　
契
約
の
自
由
と
差
別
禁
止
法
制
　
⑴
　
契
約
の
自
由
の
現
実
的
保
障
と
し
て
の
差
別
禁
止
法
制
論
　「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
よ
る
差
別
禁
止
法
制
は
、
基
本
的
に
差
別
行
為
者
の
契
約
の
自
由
を
は
じ
め
と
し
た
自
由
権
を
制
約
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
（
で
確
認
し
た
実
質
的
契
約
の
自
由
論
か
ら
、
差
別
禁
止
法
制
を
、
む
し
ろ
被
差
別
者
の
現
実
の
契
約
の
自
由
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
　
た
と
え
ば
、
ノ
イ
ナ
ー
は
、
契
約
の
自
由
に
つ
い
て
の
二
つ
の
モ
デ
ル
に
関
す
る
上
記
の
見
解
を
基
本
枠
組
み
と
し
て
、
私
的
自
治
へ
の
介
入
の
方
式
と
し
て
、
介
入
の
強
度
に
応
じ
て
、
一
般
的
な
取
引
要
求
（generelleH
andlungsgebote
）、
限
定
さ
れ
た
平
等
取
扱
要
求
、
そ
し
て
単
な
る
別
異
取
扱
禁
止
の
三
つ
を
区
別
す
る）（01
（
。
そ
の
う
ち
、「
無
限
定
の
締
結
義
務
は
、
ま
ず
第
一
に
資
源
保
護
の
よ
う
な
集
団
的
財
の
保
護
に
仕
え
う
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
で
そ
れ
は
、
生
存
配
慮
の
分
野
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
市
民
の
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
実
存
ミ
ニ
マ
ム
を
保
証
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
と
り
わ
け
私
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
企
業
（anprivateV
ersorgungsunterneh-
m
en
）
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る）（0（
（
」
と
さ
れ
る
。
　
そ
し
て
、
第
二
・
第
三
の
介
入
手
法
に
関
し
、
さ
ら
に
ノ
イ
ナ
ー
は
、
形
式
的
契
約
の
自
由
に
対
抗
す
る
原
理
と
し
て
の
平
等
取
扱
原
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
四
八
則
を
、
国
家
に
対
し
て
の
み
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
な
配
分
参
加
権
と
し
て
、
契
約
の
自
由
の
必
然
的
要
素
で
あ
る
と
し）（00
（
、
そ
の
う
え
で
、
差
別
禁
止
法
制
に
つ
い
て
は
、
私
的
自
治
に
基
づ
く
決
定
が
特
定
の
規
準
に
依
拠
せ
し
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
捉
え
、
か
か
る
差
別
か
ら
の
保
護
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
著
し
い
排
除
の
危
険
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
し
、
そ
の
判
定
の
た
め
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
要
素
を
挙
げ
て
い
る）（00
（
。
す
な
わ
ち
、
①
第
一
に
、
間
主
観
的
に
不
利
益
取
扱
と
し
て
み
な
さ
れ
る
規
準
た
る
差
別
メ
ル
ク
マ
ー
ル
へ
の
該
当
性
、
②
第
二
に
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
か
ら
排
除
さ
れ
た
者
の
か
か
る
提
供
へ
の
具
体
的
な
依
存
状
況
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
保
護
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
③
第
三
に
、
差
別
行
為
者
の
側
の
差
異
化
へ
の
利
害
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
シ
ー
ク
は
、
従
来
の
形
式
的
契
約
の
自
由
と
実
質
的
契
約
の
自
由
を
め
ぐ
る
議
論
で
焦
点
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
代
理
商
決
定
や
連
帯
保
証
決
定
で
問
題
と
な
っ
た
契
約
内
容
に
つ
い
て
の
実
質
的
自
由
確
保
の
是
非
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
契
約
法
上
の
差
別
か
ら
の
実
効
的
保
護
は
、
新
た
な
次
元
で
の
問
題
で
あ
る
と
す
る）（00
（
。
す
な
わ
ち
、
私
的
取
引
関
係
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
制
は
、
契
約
の
締
結
に
焦
点
を
当
て
、
一
方
当
事
者
の
契
約
締
結
へ
の
依
拠
、
つ
ま
り
契
約
の
自
由
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
側
面
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
シ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
契
約
の
自
由
が
、
法
に
よ
り
そ
の
内
容
を
決
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
予
め
形
式
を
与
え
ら
れ
た
自
由
で
あ
り
、
ま
た
、
他
方
当
事
者
の
存
在
を
前
提
と
し
、
経
済
的
社
会
的
関
係
の
中
で
実
現
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
コ
ン
テ
ク
ス
ト
依
存
的
な
自
由
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
一
方
当
事
者
の
決
定
は
他
方
当
事
者
の
意
思
と
の
関
係
で
影
響
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
相
関
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
契
約
の
自
由
の
法
的
形
成
は
、
社
会
的
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
も
の
に
と
ど
ま
り
え
な
い）（00
（
。
こ
う
し
た
思
考
の
も
と
、
シ
ー
ク
は
、
構
造
的
な
社
会
的
差
別
を
背
景
に
し
て
考
え
れ
ば
、
一
般
的
な
契
約
締
結
か
ら
の
自
由
と
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
他
者
の
契
約
締
結
へ
の
自
由
の
ど
ち
ら
を
、
い
か
な
る
状
況
の
下
で
貫
徹
す
べ
き
か
と
い
う
現
代
契
約
法
の
問
題
に
、
差
別
禁
止
法
制
は
回
答
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
意
味
で
、
差
別
禁
止
法
制
の
あ
り
方
は
、
従
来
の
契
約
の
自
由
の
実
質
化
に
関
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
四
九
す
る
議
論
を
超
え
て
、
消
極
的
契
約
の
自
由
と
積
極
的
契
約
の
自
由
の
緊
張
関
係
を
解
消
し
、
そ
れ
に
伴
う
配
分
的
帰
結
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（00
（
。
　
こ
う
し
た
議
論
に
対
し
て
、
契
約
に
同
意
し
な
い
者
は
、
同
意
を
求
め
る
者
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
締
結
強
制
は
当
事
者
間
の
自
律
的
な
協
働
の
限
界
を
超
え
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る）（00
（
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
基
本
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
関
係
に
お
け
る
配
分
的
正
義
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
有
力
に
な
っ
て
お
り
、
か
か
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
議
論
が
学
説
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る）（00
（
。
　
⑵
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
よ
る
契
約
の
自
由
へ
の
介
入
　
次
の
四
（
⑴
で
記
す
と
お
り
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
立
法
者
自
身
、
差
別
禁
止
法
制
が
同
時
に
私
的
自
治
と
契
約
へ
の
介
入
に
当
た
る
こ
と
は
十
分
意
識
し
た
う
え
で
、
適
用
範
囲
の
限
定
や
別
異
取
扱
が
許
容
さ
れ
る
要
件
の
設
定
に
意
を
払
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ザ
ン
ヌ
・
ベ
ー
ア
は
、「
自
由
」
を
孤
立
し
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
他
者
の
基
本
権
と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
る
観
点
か
ら
、「
基
本
権
は
、
自
由
を
差
別
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
ま
で
授
権
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る）（00
（
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
、
二
（
で
取
り
上
げ
た
国
家
と
社
会
の
区
別
と
関
連
す
る
両
者
の
異
な
る
正
当
化
原
理
を
理
由
に
し
て
厳
し
い
批
判
を
行
っ
て
い
る）（01
（
が
、
こ
の
問
題
は
、
保
護
領
域
を
厳
格
に
限
定
し
た
う
え
で
保
障
さ
れ
る
範
囲
で
の
行
為
・
自
由
に
つ
い
て
は
手
厚
い
憲
法
上
の
保
護
を
与
え
る
か
、
そ
れ
と
も
保
護
領
域
に
つ
い
て
は
広
く
と
っ
た
う
え
で
、
そ
の
制
約
の
可
能
性
に
つ
い
て
段
階
的
な
審
査
を
行
っ
て
ゆ
く
か
、
と
い
う
解
釈
論
的
ス
タ
ン
ス
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
い
か
な
る
基
本
権
と
の
関
係
で
、
具
体
的
に
契
約
の
自
由
の
ど
の
側
面
が
問
題
に
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
の
確
認
が
必
要
に
な
る
が
、
上
記
の
と
お
り
、
立
法
者
自
身
、
差
別
か
ら
の
保
護
と
私
的
自
治
・
契
約
の
自
由
と
の
調
整
と
い
う
観
点
か
ら
の
制
度
構
築
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
さ
し
あ
た
り
契
約
の
自
由
の
保
護
領
域
に
つ
い
て
は
広
い
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
う
え
で
、
そ
の
制
約
の
正
当
化
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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ま
た
、
制
約
の
程
度
に
関
し
て
は
、
レ
ー
ナ
ー
が
認
定
す
る
よ
う
に）（0（
（
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
違
反
の
行
為
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
同
二
一
条
の
効
果
は
、
契
約
の
自
由
に
と
っ
て
重
大
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
具
体
的
制
裁
と
し
て
の
締
結
強
制
を
前
提
と
し
て
の
議
論
に
つ
い
て
は
、petitioprincipii
の
感
を
否
め
な
い
。
他
方
で
、
実
質
的
に
締
結
強
制
と
な
る
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
、
ど
の
基
本
権
と
の
関
係
で
の
契
約
の
自
由
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
基
本
法
一
二
条
一
項
の
職
業
の
自
由
の
関
係
で
語
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
薬
局
判
決）（00
（
が
提
示
し
た
段
階
理
論
に
よ
れ
ば
、
狭
義
の
職
業
選
択
の
自
由
に
対
す
る
制
限
で
は
な
い
し
、
客
観
要
件
に
よ
る
規
制
と
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
具
体
的
制
度
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
公
衆
に
向
け
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
場
面
が
問
題
と
な
り
、
基
本
法
二
条
一
項
を
根
拠
と
し
た
契
約
の
自
由
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
面
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
四
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
Ｅ
Ｕ
法
適
合
性
及
び
基
本
法
適
合
性
（
　
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
判
断
枠
組
み
　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
私
法
の
基
本
原
理
で
あ
る
私
的
自
治
の
原
則
と
契
約
の
自
由
に
対
し
、「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
へ
の
権
利
」
の
権
利
の
観
点
か
ら
、
あ
る
い
は
配
分
的
正
義
の
観
点
か
ら
一
定
の
限
界
を
課
す
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
Ｅ
Ｕ
法
適
合
性
及
び
基
本
法
適
合
性
の
判
断
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
が
適
切
だ
ろ
う
か
。
　
こ
の
点
、
レ
ー
ナ
ー
は
、
基
本
権
保
護
義
務
の
実
現
の
た
め
の
国
家
の
措
置
は
、
必
然
的
に
第
三
者
の
防
御
権
に
対
す
る
介
入
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
の
「
多
極
的
憲
法
関
係
」（m
ehrpoligeV
erfassungsverhältnisse
）
と
、
か
か
る
関
係
下
に
お
け
る
「
実
践
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
五
一
的
整
合
性
」（praktischeK
onkordanz
）
の
原
則
を
語
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
カ
リ
エ
ス
の
見
解）（00
（
を
援
用
し
て
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
に
基
づ
く
人
格
権
の
基
本
権
保
護
義
務
が
生
じ
る
場
合
（
Ｅ
Ｕ
指
令
が
要
求
す
る
人
種
、
民
族
的
出
身
及
び
性
別
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
の
禁
止
、
並
び
に
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
の
禁
止
）
に
つ
い
て
は
、
過
小
保
護
の
禁
止
（U
nter-
m
aßverbot
）
の
要
請
が
妥
当
す
る
と
す
る
一
方
で
、
差
別
行
為
者
の
防
御
権
侵
害
と
の
関
係
で
は
過
剰
規
制
の
禁
止
（Ü
berm
aßver-
bot
）
の
要
請
に
よ
り
、
当
該
規
制
の
正
当
化
は
厳
格
な
比
例
原
則
に
服
す
る
と
す
る）（00
（
。
他
方
で
そ
れ
以
外
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
差
別
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
、
あ
る
い
は
社
会
国
家
原
理
か
ら
導
か
れ
る
憲
法
上
の
重
要
な
衡
量
利
益
は
、
基
本
的
に
契
約
の
自
由
の
制
限
の
合
憲
性
審
査
に
お
け
る
政
府
利
益
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る）（00
（
。
　
さ
ら
に
よ
り
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
私
法
上
の
差
別
禁
止
法
制
に
つ
い
て
の
憲
法
上
の
義
務
づ
け
に
懐
疑
的
な
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
が
、
そ
う
し
た
法
制
度
が
許
容
さ
れ
易
い
状
況
と
、
逆
に
私
法
上
の
差
別
禁
止
に
つ
い
て
の
規
律
の
正
当
化
が
よ
り
困
難
な
状
況
と
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
な
考
慮
要
素
を
挙
げ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る）（00
（
。
　
ⅰ
　
ま
ず
、
私
法
上
の
差
別
か
ら
の
保
護
の
た
め
の
規
律
が
、
差
別
行
為
者
の
基
本
権
に
優
位
す
る
可
能
性
が
高
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
①
差
別
的
行
態
に
同
時
に
人
間
の
尊
厳
へ
の
違
反
が
見
て
取
れ
る
と
き
②
潜
在
的
な
差
別
犠
牲
者
に
と
っ
て
の
一
般
的
な
市
場
参
加
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
場
合
③
潜
在
的
な
差
別
犠
牲
者
が
、
そ
の
実
存
的
な
ニ
ー
ズ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
当
該
契
約
上
の
給
付
に
依
存
し
て
お
り
、
適
切
な
代
替
オ
プ
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
な
い
場
合
④
契
約
パ
ー
ト
ナ
ー
の
個
別
の
特
性
が
問
題
と
な
ら
な
い
大
量
取
引
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
⑤
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
自
ら
が
、
不
特
定
の
市
場
公
衆
へ
と
向
け
て
そ
の
供
給
を
行
っ
て
お
り
、
潜
在
的
な
差
別
犠
牲
者
に
法
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対
す
る
拒
否
が
、
公
的
な
排
除
又
は
ス
テ
ィ
グ
マ
付
与
と
見
な
さ
れ
る
場
合
⑥
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
他
の
同
様
の
事
例
に
お
い
て
は
あ
る
原
則
的
な
シ
ス
テ
ム
に
準
拠
し
な
が
ら
、
差
別
犠
牲
者
に
対
し
て
は
、
か
か
る
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
場
合
⑦
問
題
と
な
る
差
別
化
が
、
実
り
あ
る
共
同
生
活
の
た
め
の
諸
準
則
に
違
反
し
、
又
は
信
義
及
び
誠
実
の
原
則
に
従
え
ば
当
該
契
約
に
関
わ
り
の
な
い
目
的
の
た
め
の
私
的
自
治
の
濫
用
と
と
ら
え
ら
れ
る
場
合
⑧
か
か
る
差
別
が
、
契
約
の
締
結
の
場
面
で
は
な
く
契
約
の
具
体
的
形
成
、
実
施
、
及
び
終
了
に
関
わ
る
場
合
⑨
差
別
禁
止
の
諸
規
定
が
、
自
然
人
に
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
法
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
　
ⅱ
　
逆
に
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
て
は
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
差
別
禁
止
規
定
の
正
当
化
は
困
難
と
な
る
と
さ
れ
る
。
①
契
約
上
義
務
づ
け
ら
れ
る
給
付
が
、
関
連
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
差
異
化
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合
②
当
該
法
律
行
為
に
よ
る
関
係
が
、
当
事
者
相
互
の
特
別
の
近
接
関
係
又
は
信
頼
関
係
を
前
提
と
し
、
あ
る
は
基
礎
づ
け
る
場
合
③
当
該
法
律
行
為
に
よ
る
行
態
が
、
基
本
権
上
保
護
さ
れ
た
姿
勢
や
生
活
方
式
の
表
明
を
体
現
す
る
場
合
④
例
え
ば
証
明
責
任
の
転
換
や
締
結
強
制
な
ど
の
権
利
貫
徹
及
び
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
諸
機
構
が
、
そ
れ
の
み
で
、
あ
る
い
は
他
の
諸
制
度
と
の
関
係
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
の
側
の
自
己
決
定
に
よ
る
決
断
を
不
可
能
と
す
る
場
合
⑤
証
拠
法
則
又
は
団
体
訴
訟
等
の
権
利
追
求
手
段
が
、
契
約
の
自
由
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
実
現
を
困
難
と
し
、
か
か
る
権
利
追
求
の
濫
用
へ
と
誤
っ
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
う
し
た
濫
用
を
誘
発
す
る
場
合
⑥
差
別
か
ら
の
保
護
の
た
め
の
諸
規
律
が
、
効
果
的
な
回
避
戦
略
の
結
果
と
し
て
、
平
等
要
求
に
適
っ
た
形
で
運
用
さ
れ
な
い
場
合
　
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
私
的
取
引
に
お
け
る
差
別
の
禁
止
は
、
契
約
の
自
由
に
対
し
て
重
大
な
制
約
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
そ
の
具
体
的
現
れ
が
契
約
の
自
由
の
ど
の
側
面
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
そ
の
場
合
の
基
本
権
上
の
根
拠
と
し
て
は
具
体
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
五
三
的
に
ど
の
規
定
が
妥
当
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
人
格
的
自
由
の
要
請
が
強
く
働
く
も
の
と
、
経
済
活
動
の
自
由
の
側
面
が
強
い
も
の
の
区
別
は
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
差
別
事
例
で
の
大
き
な
焦
点
と
な
る
、
禁
止
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
基
づ
く
契
約
拒
否
の
場
面
で
の
法
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
実
質
的
な
締
結
強
制
に
値
す
る
規
制
措
置
と
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
審
査
密
度
を
緩
や
か
に
設
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。
　
他
方
で
、
私
的
自
治
や
契
約
の
自
由
に
対
抗
す
る
憲
法
的
価
値
と
し
て
の
差
別
か
ら
の
保
護
に
つ
い
て
も
、
本
稿
二
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
法
三
条
三
項
一
項
が
、
私
法
上
の
取
引
関
係
に
お
け
る
そ
の
実
現
を
予
期
し
て
い
る
と
い
う
立
場
を
と
す
る
な
ら
、
立
法
目
的
の
正
当
性
と
、
全
体
と
し
て
の
制
度
の
目
的
適
合
性
及
び
必
要
性
を
検
証
し
た
う
え
で
、
差
別
か
ら
の
保
護
の
要
請
と
契
約
の
自
由
と
の
調
整
の
実
体
的
側
面
に
関
し
て
は
、
両
者
の
価
値
を
衡
量
し
な
が
ら
、
契
約
の
自
由
に
対
す
る
制
約
が
許
容
さ
れ
る
要
件
が
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
定
め
る
違
法
要
件
と
例
外
と
し
て
の
適
法
要
件
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
証
し
、
救
済
措
置
と
証
明
責
任
規
定
に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
比
例
原
則
に
則
し
て
の
検
証
を
行
う
、
と
い
う
判
断
枠
組
み
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
た
だ
し
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
具
体
的
な
制
度
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
要
求
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
基
本
権
保
護
義
務
、
あ
る
い
は
憲
法
上
の
重
要
な
対
立
価
値
と
し
て
の
差
別
か
ら
の
保
護
と
い
う
観
点
と
並
ん
で
、
下
限
統
制
の
重
要
な
視
点
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
以
下
、
こ
う
し
た
考
察
枠
組
み
に
そ
っ
て
、
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
（
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
全
体
的
評
価
　
⑴
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
立
法
目
的
に
つ
い
て
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
条
は
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る）（00
（
。
「
こ
の
法
律
は
、
人
種
を
理
由
と
す
る
、
又
は
民
族
的
出
身
、
性
別
、
宗
教
若
し
く
は
世
界
観
、
障
害
、
年
齢
又
は
性
的
ア
イ
デ
ン
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
五
四
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
不
利
益
取
扱
を
防
止
し
、
又
は
排
除
す
る
こ
と
に
あ
る
。」
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
上
記
の
と
お
り
、
反
人
種
差
別
指
令
を
は
じ
め
と
し
た
四
つ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
法
化
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
不
利
益
取
扱
禁
止
メ
ル
ク
マ
ー
ル
も
、
こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｕ
指
令
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
人
種
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
明
確
な
概
念
規
定
は
欠
け
て
お
り）（00
（
、
す
で
に
反
人
種
差
別
指
令
の
審
議
の
際
に
も
そ
の
使
用
に
つ
き
慎
重
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、「
人
種
」
の
語
は
同
指
令
の
根
拠
た
る
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
九
条
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
人
種
差
別
主
義
」（“R
assisum
”
）
と
の
言
語
的
な
つ
な
が
り
に
鑑
み
、
人
種
差
別
主
義
的
傾
向
の
徹
底
的
な
克
服
の
た
め
の
シ
グ
ナ
ル
効
果
を
意
図
し
て
、
同
指
令
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
る）（00
（
。
た
だ
し
、
同
指
令
前
文
第
六
項
に
お
い
て
は
、「
Ｅ
Ｕ
は
、
異
な
る
人
種
の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
理
論
を
退
け
る
」
も
の
で
あ
り
、「
本
指
令
に
お
け
る
『
人
種
』
の
概
念
の
使
用
は
、
そ
う
し
た
理
論
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、「
人
種
」
の
概
念
に
お
い
て
は
、「
事
実
上
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
人
種
に
よ
る
」（“w
egenderR
asse ”
）
と
い
う
文
言
で
は
な
く
、「
人
種
を
理
由
と
す
る
」（“ausG
ründenderR
asse ”
）
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る）（01
（
。
　
立
法
理
由
書
に
お
い
て
は
、
本
法
案
が
上
記
四
つ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
法
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、「
本
法
案
に
よ
り
基
本
法
三
条
の
意
味
に
お
け
る
差
別
か
ら
の
保
護
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
」
が
ね
ら
い
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）（0（
（
。
ま
た
、
同
法
案
は
、「
す
べ
て
の
人
間
が
そ
の
尊
厳
、
価
値
、
地
位
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
確
信
」
が
、
啓
蒙
期
及
び
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
革
命
を
通
じ
て
法
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
国
際
的
な
人
権
保
障
の
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）（00
（
。
注
目
す
べ
き
は
、
さ
ら
に
立
法
理
由
書
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
列
挙
さ
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
特
別
の
人
的
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
「
特
別
に
保
護
を
必
要
と
す
る
」
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
う
え
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
五
五
た
人
々
の
グ
ル
ー
プ
が
、
教
育
等
の
機
会
に
つ
き
、
他
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
劣
る
機
会
し
か
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
者
の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
一
般
平
等
取
扱
法
が
、
こ
う
し
た
特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
排
除
の
様
々
な
原
理
に
む
け
ら
れ
た
「
包
括
的
な
統
合
政
策
の
礎
石
」
と
な
り
う
る
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）（00
（
。
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
私
法
上
の
関
係
に
お
け
る
差
別
禁
止
に
係
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
で
要
求
さ
れ
て
い
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
以
外
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
も
取
り
込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
理
由
と
し
て
、
立
法
理
由
書
で
は
、
①
基
本
法
三
条
が
私
法
の
領
域
に
お
け
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
分
野
に
お
い
て
は
、
間
接
的
な
第
三
者
効
し
か
有
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
個
別
の
差
別
禁
止
規
定
に
つ
き
、
そ
の
範
囲
や
法
的
効
果
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
故
に
、
当
事
者
と
し
て
は
リ
ス
ク
に
鑑
み
て
法
的
手
続
を
躊
躇
す
る
こ
と
、
③
差
別
的
取
扱
の
根
拠
を
立
証
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
規
律
が
な
お
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
④
ド
イ
ツ
で
は
、
た
と
え
ば
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
諸
国
に
お
け
る
が
ご
と
く
反
差
別
の
文
化
が
根
付
い
て
お
ら
ず
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
思
考
や
偏
見
等
に
つ
い
て
の
充
分
な
意
識
が
薄
い
こ
と
、
⑤
女
性
や
障
害
者
、
高
齢
者
に
対
す
る
様
々
な
経
済
的
障
壁
、
あ
る
い
は
⑥
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
羞
恥
心
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ィ
グ
マ
付
与
へ
の
不
安
と
い
っ
た
障
壁
と
い
っ
た
様
々
な
状
況
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
私
人
間
に
お
け
る
差
別
か
ら
の
保
護
が
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
た
う
え
で）（00
（
、
人
種
又
は
民
族
的
出
身
に
よ
る
差
別
以
外
の
、
同
法
一
条
で
定
め
ら
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
不
利
益
取
扱
を
放
置
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
日
常
の
法
的
生
活
に
お
け
り
る
本
質
的
領
域
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
要
求
以
上
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
差
別
に
つ
い
て
も
規
律
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）（00
（
。
　
注
意
す
べ
き
は
、
立
法
理
由
書
の
Ａ
Ｇ
Ｇ
第
三
章
に
つ
い
て
の
個
別
立
法
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
私
的
自
治
が
憲
法
上
高
い
規
範
的
地
位
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
、
基
本
法
三
条
三
項
一
文
に
定
め
ら
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
不
利
益
取
扱
の
禁
止
を
立
法
者
が
私
人
に
対
し
て
も
課
す
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
私
的
自
治
へ
の
介
入
が
生
じ
る
こ
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
五
六
と
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）（00
（
。
こ
う
し
て
、
市
民
法
上
の
不
利
益
取
扱
か
ら
の
保
護
の
具
体
的
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
私
法
秩
序
の
特
徴
で
あ
る
契
約
の
自
由
の
制
度
に
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
で
は
、
一
九
条
に
定
め
ら
れ
た
適
用
領
域
の
限
定
と
、
二
〇
条
に
お
い
て
客
観
的
理
由
に
よ
る
別
異
取
扱
が
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る）（00
（
。「
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
本
法
案
は
、
不
利
益
取
扱
か
ら
の
保
護
と
契
約
の
自
由
と
の
釣
り
合
い
の
と
れ
た
関
係
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る）（00
（
。」。
　
以
上
の
立
法
目
的
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ナ
ー
が
述
べ
る
よ
う
に）（00
（
、
人
格
権
の
保
護
義
務
論
の
観
点
、
高
度
の
衡
量
利
益
を
導
く
も
の
と
し
て
の
基
本
法
三
条
三
項
一
文
、
あ
る
い
は
二
〇
条
一
項
の
社
会
国
家
原
理
に
よ
る
基
礎
づ
け
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
正
当
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
⑵
　
一
般
的
目
的
適
合
性
と
必
要
性
　
他
方
で
、
目
的
適
合
性
と
必
要
性
の
観
点
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
ま
ず
第
一
に
、
差
別
禁
止
法
制
に
よ
る
包
括
的
な
規
制
に
よ
り
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
市
場
へ
の
投
資
意
欲
の
減
少
等
を
通
じ
て
市
場
が
縮
小
す
る
こ
と
と
な
り
、
か
え
っ
て
市
場
へ
の
参
加
の
機
会
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念）（01
（
、
②
第
二
に
差
別
に
よ
り
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
と
す
る
な
ら
、
か
か
る
市
場
で
の
不
利
益
は
、
教
育
の
充
実
や
財
政
援
助
、
あ
る
い
は
様
々
な
奨
励
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
除
去
で
き
る
の
で
、（
よ
り
制
限
的
で
な
い
）
他
の
手
段
が
あ
る
と
い
え
る
、
と
の
指
摘
で
あ
る）（0（
（
。
　
①
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
共
同
決
定
判
決）（00
（
の
論
理
に
従
え
ば
、
全
体
と
し
て
の
市
場
機
能
と
い
う
複
雑
な
状
況
に
対
す
る
専
門
的
知
識
と
政
策
的
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
領
域
で
あ
り
、
立
法
者
の
予
測
（Prognose
）
に
対
す
る
判
断
余
地
を
前
提
と
し
た
主
張
可
能
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
立
法
者
の
判
断
を
覆
す
だ
け
の
明
確
な
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
②
に
つ
い
て
も
、
レ
ー
ナ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に）（00
（
、
立
法
者
の
評
価
特
権
に
服
す
る
事
項
で
あ
る
が
、
上
記
⑴
で
示
し
た
立
法
目
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
五
七
的
と
の
関
係
で
は
、
社
会
的
・
経
済
的
劣
位
の
地
位
に
置
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
待
遇
改
善
と
い
う
社
会
国
家
原
理
的
観
点
か
ら
す
る
代
替
措
置
と
し
て
は
こ
の
指
摘
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
基
本
目
的
で
あ
る
人
間
の
尊
厳
、
あ
る
い
は
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
受
け
る
権
利
の
実
現
を
、
こ
れ
ら
の
措
置
で
充
分
に
達
成
で
き
る
の
か
、
疑
問
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
次
に
以
下
に
お
い
て
は
、
上
記
（
で
示
し
た
判
断
枠
組
み
を
ふ
ま
え
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
個
別
規
定
の
簡
単
な
検
討
を
行
っ
て
お
こ
う）（00
（
。
（
　
要
件
の
評
価
：
適
用
範
囲
と
別
異
取
扱
許
容
要
件
（
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
・
二
〇
条
）
　
⑴
　
基
本
的
内
容
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
一
項
及
び
二
項
は
、
本
法
に
よ
る
私
法
上
の
関
係
に
お
け
る
差
別
か
ら
の
保
護
の
基
本
的
適
用
範
囲
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る）（00
（
。
　
第
一
項
「
次
の
各
号
に
か
か
る
民
法
上
の
債
務
関
係
の
締
結
、
履
行
及
び
終
了
に
際
し
、
人
種
を
理
由
と
し
て
、
又
は
民
族
的
出
身
、
性
別
、
宗
教
、
障
害
、
年
齢
若
し
く
は
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
り
不
利
益
を
課
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
。
（
　
類
型
的
に
個
人
を
問
題
に
せ
ず
、
多
く
の
事
例
に
お
い
て
、
比
較
可
能
な
条
件
で
成
立
す
る
も
の
（
大
量
取
引
）、
又
は
当
該
債
務
関
係
の
性
質
に
よ
り
個
人
の
意
義
が
劣
後
し
、
か
つ
多
く
の
事
例
に
お
い
て
、
比
較
可
能
な
条
件
で
成
立
す
る
も
の
（
　
私
法
上
の
保
険
を
対
象
と
す
る
も
の
」
　
第
二
項
「
人
種
を
理
由
と
す
る
、
又
は
民
族
的
出
身
に
よ
り
不
利
益
を
課
す
る
こ
と
は
、
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
超
え
て
、
第
二
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
に
い
う
そ
の
他
の
民
法
上
の
債
務
関
係
の
締
結
、
履
行
及
び
終
了
の
際
に
も
、
許
さ
れ
な
い
。」
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
五
八
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
第
三
章
に
よ
る
私
法
上
の
差
別
禁
止
制
度
の
基
礎
的
な
適
用
範
囲
は
、
ま
ず
は
民
法
上
の
債
務
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
債
務
関
係
と
は
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
民
法
典
二
七
三
条
一
項
、
同
二
九
二
条
一
項
又
は
同
四
二
五
条
同
様
、
包
括
的
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
個
別
の
給
付
関
係
の
み
な
ら
ず
、
債
権
者
と
債
務
者
と
の
法
関
係
の
全
体
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
）
（00
（
。
問
題
と
な
る
の
は
、
主
と
し
て
双
務
契
約
で
あ
る
。
保
証
や
贈
与
、
あ
る
い
は
寄
託
契
約
や
無
償
賃
貸
借
契
約
の
よ
う
な
片
務
契
約
又
は
不
完
全
双
務
契
約
も
、
こ
こ
に
い
う
債
務
関
係
に
は
含
ま
れ
る
も
の
の）（00
（
、
片
務
契
約
及
び
不
完
全
双
務
契
約
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
相
手
方
個
人
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
結
局
、
第
一
項
一
号
に
い
う
大
量
取
引
の
要
件
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る）（00
（
。
ま
た
、
問
題
と
な
る
の
は
、
国
又
は
公
共
団
体
の
当
事
者
と
し
て
の
参
加
に
よ
り
直
接
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
等
の
立
場
の
基
礎
の
上
で
の
個
人
的
な
利
害
が
支
配
す
る
債
務
関
係
と
さ
れ
る）（00
（
。
　
文
言
上
は
、
一
九
条
一
項
で
は
、
二
条
の
援
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
一
九
条
以
下
の
第
三
章
の
諸
規
定
は
、
民
法
上
の
債
務
関
係
の
う
ち
、
二
条
一
項
五
号
か
ら
八
号
が
掲
げ
る
対
象
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
り
、
同
条
項
一
号
か
ら
四
号
に
つ
い
て
は
本
法
第
二
章
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
の
が
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
体
系
で
あ
る）（01
（
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ゼ
ー
ル
も
同
様
の
見
解
で
あ
る
が
、
就
業
関
係
は
、
労
務
提
供
の
個
人
的
性
格
の
故
に
、
一
九
条
一
項
一
号
に
い
う
大
量
取
引
又
は
大
量
取
引
類
似
の
法
律
行
為
で
も
な
け
れ
ば
、
同
条
項
二
号
に
い
う
私
法
上
の
保
険
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
に
あ
ま
り
意
味
は
な
い
と
す
る）（0（
（
。
そ
こ
で
、
私
法
上
の
差
別
禁
止
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
私
法
上
の
債
務
関
係
の
う
ち
、
①
「
社
会
保
障
及
び
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
社
会
的
保
護
」（
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
条
一
項
五
号
）、
②
「
社
会
的
恩
典
」（
同
六
号
）、
③
「
教
育
」（
同
七
号
）、
及
び
④
「
住
居
を
含
む
、
公
衆
の
利
用
に
供
さ
れ
る
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
そ
の
供
給
」（
同
八
号
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が）（00
（
、
こ
の
う
ち
五
号
か
ら
七
号
の
対
象
事
項
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
公
法
上
の
規
律
に
服
し
、
そ
の
限
り
で
本
条
以
下
の
適
用
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
な
る
の
で
、
八
号
の
定
め
る
公
衆
へ
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
場
面
が
、
私
法
上
の
不
利
益
付
与
か
ら
の
保
護
の
主
た
る
適
用
事
例
に
な
る
、
と
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
五
九
さ
れ
る）（00
（
。
　
そ
の
う
え
で
、
一
九
条
一
項
一
号
は
、
私
法
上
の
差
別
禁
止
制
度
の
適
用
を
「
大
量
取
引
」（M
assengeschäft
）、
及
び
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
の
い
う
「
大
量
取
引
類
似
行
為
」（M
assengeschäftsähnlichesG
eschäfts
）
又
は
シ
ー
ク
の
い
う
「
準
大
量
取
引
」
（“B
einahe-M
assengeschäft ”
）
（00
（
）
に
限
定
し
て
い
る
。
大
量
取
引
の
要
件
の
う
ち
、
①
「
個
人
を
問
題
に
せ
ず
」（ohneA
nsehen
derPerson
）
の
要
件
に
つ
い
て
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
は
、「
あ
る
債
務
関
係
に
お
い
て
契
約
の
相
手
方
の
個
別
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
類
型
的
に
、
そ
し
て
理
性
的
に
み
て
問
題
と
は
な
ら
ず
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
、
そ
の
提
供
可
能
な
範
囲
で
、
基
本
的
に
支
払
能
力
の
意
思
と
能
力
の
あ
る
個
人
で
あ
れ
ば
誰
と
で
も
契
約
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
の
み
、
当
該
取
引
は
一
九
条
一
項
一
号
の
意
味
に
お
け
る
『
個
人
を
問
題
に
せ
ず
』
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
定
義
を
行
い）（00
（
、
か
か
る
定
義
は
、
ア
ル
ノ
ル
ト
に
よ
っ
て
も
正
当
と
さ
れ
て
い
る）（00
（
。
ま
た
、「
類
型
的
に
」（“typischerw
eise ”
）
の
語
に
つ
き
、
ゼ
ー
ル
は
、
立
法
者
に
よ
る
立
法
理
由
を
挙
げ
た
う
え
で
、
「
個
人
を
問
題
に
せ
ず
」
の
要
件
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、「
多
く
の
事
例
に
お
い
て
、
比
較
可
能
な
条
件
で
」
の
要
件
に
も
係
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
は
、
こ
の
語
は
「
個
人
を
問
題
に
せ
ず
」
の
要
件
に
の
み
係
る
の
で
あ
っ
て）（00
（
、
か
く
し
て
「
類
型
的
に
個
人
を
問
題
に
せ
ず
」
と
の
要
件
は
、
個
々
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
供
給
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
取
引
慣
行
（V
erkehrssitte
）
に
焦
点
を
当
て
た
類
型
的
考
察
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る）（00
（
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
「
多
く
の
事
例
に
お
い
て
」
と
の
要
件
、
及
び
③
「
比
較
可
能
な
条
件
で
」
と
の
要
件
は
、
具
体
的
な
取
引
関
係
の
中
で
、
た
と
え
ば
問
題
と
な
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
普
通
契
約
約
款
を
用
い
て
、
三
つ
以
上
の
事
例
に
お
い
て
取
引
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（00
（
。
　
大
量
取
引
類
似
行
為
の
概
念
は
、
シ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
実
務
上
は
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
も
の
と
さ
れ
る
が）（01
（
、
そ
の
例
と
し
て
、
立
法
者
は
、
た
と
え
ば
一
定
数
以
上
の
住
居
の
提
供
が
な
さ
れ
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る）（0（
（
。
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
は
、
こ
う
し
た
立
法
者
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
六
〇
の
見
解
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
問
題
と
な
る
住
居
の
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
賃
貸
人
と
賃
借
人
と
の
関
係
に
お
け
る
匿
名
性
も
増
加
す
る
と
い
う
考
え
方
に
は
主
張
可
能
性
が
あ
り
、
賃
貸
人
自
身
の
住
居
が
同
一
土
地
内
に
あ
る
場
合
と
貸
与
さ
れ
る
住
宅
の
合
計
が
五
〇
戸
以
下
の
場
合
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
を
定
め
る
一
九
条
五
項
二
文
及
び
三
文
を
併
せ
考
え
る
と
、
基
本
的
に
住
居
の
賃
貸
借
関
係
に
つ
き
私
法
上
の
不
利
益
取
扱
禁
止
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
高
度
の
匿
名
性
が
担
保
さ
れ
た
賃
貸
借
関
係
だ
け
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る）（00
（
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
基
本
的
に
「
個
人
を
問
題
に
し
な
い
」
取
引
と
は
い
え
な
い
保
険
契
約
は
、
一
九
条
一
項
二
号
に
よ
り
不
利
益
取
扱
禁
止
の
適
用
対
象
と
な
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
一
号
の
場
合
と
は
異
な
り
、
保
険
契
約
の
締
結
が
、
基
本
的
な
生
活
上
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
契
約
の
拒
否
は
、
不
利
益
取
扱
を
受
け
た
者
に
と
っ
て
深
刻
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
る）（00
（
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
二
〇
条
二
項
に
よ
り
、
統
計
上
の
根
拠
に
基
づ
く
客
観
的
な
リ
ス
ク
評
価
に
よ
る
料
率
設
定
は
排
除
さ
れ
な
い
。
　
も
っ
と
も
、
一
九
条
一
項
一
号
が
適
用
さ
れ
る
取
引
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
の
私
的
自
治
へ
の
介
入
は
さ
ほ
ど
重
大
な
も
の
で
は
な
い
と
も
い
え
る
一
方
で
、
不
利
益
取
扱
を
受
け
る
側
と
し
て
も
、
他
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
に
よ
る
代
替
が
通
常
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
不
利
益
取
扱
禁
止
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
号
に
お
け
る
不
利
益
取
扱
の
禁
止
は
、
保
険
業
務
の
核
心
領
域
と
も
い
え
る
リ
ス
ク
評
価
へ
の
法
律
上
の
介
入
で
あ
り
、
不
利
益
取
扱
を
受
け
る
者
の
保
護
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
二
〇
条
二
項
が
定
め
る
適
法
要
件
の
目
的
論
的
解
釈
に
よ
り
比
例
原
則
に
則
し
た
適
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る）（00
（
。
　
他
方
で
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
第
三
章
に
お
け
る
不
利
益
取
扱
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
同
一
九
条
三
項
か
ら
五
項
が
、
次
の
よ
う
な
適
用
除
外
規
定
を
置
い
て
い
る）（00
（
。
　
第
三
項
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
六
一
「
住
居
の
貸
与
の
際
に
は
、
社
会
的
に
安
定
し
た
住
民
構
成
及
び
均
衡
の
と
れ
た
住
宅
構
成
並
び
に
調
和
の
と
れ
た
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
環
境
の
創
出
及
び
維
持
を
考
慮
し
た
別
異
取
扱
は
許
さ
れ
る
。」
　
第
四
項
「
こ
の
節
の
規
定
は
、
家
族
法
上
及
び
相
続
法
上
の
債
務
関
係
に
は
、
適
用
し
な
い
。」
　
第
五
項
「
こ
の
節
の
規
定
は
、
当
事
者
若
し
く
は
そ
の
身
内
の
間
の
特
別
な
近
親
関
係
又
は
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
い
る
民
法
上
の
債
務
関
係
に
は
、
適
用
し
な
い
。
賃
貸
関
係
の
場
合
に
は
、
特
に
当
事
者
若
し
く
は
そ
の
身
内
の
者
が
同
一
の
土
地
に
あ
る
住
居
を
使
用
し
う
る
場
合
が
該
当
し
う
る
。
一
時
的
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
住
居
の
貸
与
は
、
貸
与
さ
れ
る
住
宅
の
合
計
が
五
〇
戸
を
超
え
な
い
限
り
、
通
例
、
第
一
項
第
一
号
い
う
取
引
に
は
当
た
ら
な
い
。」
　
そ
の
う
え
で
、
一
九
条
の
定
め
る
適
用
範
囲
内
の
取
引
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
形
で
、
別
異
取
扱
に
「
客
観
的
理
由
」（sa-
chlicheG
ründe
）
が
あ
る
場
合
の
適
法
要
件
が
二
〇
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る）（00
（
。
　
第
一
項
「
宗
教
、
障
害
、
年
齢
、
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
又
は
性
別
に
よ
る
別
異
取
扱
は
、
客
観
的
な
理
由
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
不
利
益
取
扱
の
禁
止
に
対
す
る
違
反
と
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
別
異
取
扱
が
、
（
　
危
険
予
防
、
損
害
防
止
又
は
こ
れ
に
比
肩
す
る
性
質
の
そ
の
他
の
目
的
に
資
す
る
場
合
（
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
領
域
又
は
人
格
的
安
全
の
保
護
の
必
要
に
配
慮
し
て
な
さ
れ
た
場
合
（
　
特
別
の
恩
典
を
与
え
、
か
つ
、
平
等
取
扱
の
貫
徹
へ
の
利
害
が
欠
け
て
い
る
場
合
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
六
二
（
　
あ
る
人
物
の
宗
教
に
関
連
し
、
か
つ
、
信
教
の
自
由
の
行
為
、
又
は
宗
教
共
同
体
、
い
か
な
る
法
的
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
れ
当
該
宗
教
共
同
体
に
帰
属
す
る
施
設
及
び
宗
教
の
共
同
体
的
涵
養
を
任
務
と
す
る
団
体
の
自
己
決
定
権
に
鑑
み
、
各
々
の
自
己
理
解
を
尊
重
し
た
と
き
に
正
当
化
さ
れ
る
場
合
」
　
第
二
項
「
妊
娠
又
は
母
親
で
あ
る
こ
と
に
関
連
し
た
費
用
を
理
由
と
し
て
、
優
遇
措
置
又
は
給
付
の
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
許
さ
れ
な
い
。
第
一
九
条
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
宗
教
、
障
害
、
年
齢
又
は
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
別
異
取
扱
が
許
さ
れ
る
の
は
、
か
か
る
別
異
取
扱
が
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た
掲
載
の
認
め
ら
れ
た
原
則
に
基
づ
く
場
合
、
特
に
、
統
計
調
査
を
用
い
た
保
険
数
理
的
な
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
も
の
に
限
ら
れ
る
。」
　
⑵
　
Ｅ
Ｕ
法
及
び
基
本
法
と
の
関
係
で
の
検
討
　
以
上
確
認
し
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
定
め
る
私
法
上
の
不
利
益
取
扱
禁
止
の
適
用
範
囲
と
適
法
要
件
に
関
し
、
ま
ず
第
一
に
Ｅ
Ｕ
法
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
一
九
条
二
項
で
同
一
項
の
限
定
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は
人
種
及
び
民
族
的
出
身
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
性
別
に
よ
る
不
利
益
待
遇
に
つ
い
て
は
、
な
お
同
第
一
項
の
限
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
求
に
違
反
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
反
人
種
差
別
指
令
三
条
一
項
ｈ
号
と
は
異
な
り
、
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
三
条
一
項
で
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
一
項
一
号
同
様
、「
個
人
を
問
題
と
せ
ず
」
と
い
う
要
件
が
入
っ
て
お
り
、
ま
た
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
四
条
五
項
で
は
、
正
当
な
目
的
で
の
比
例
原
則
に
則
し
た
別
異
取
扱
が
適
法
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
人
種
差
別
指
令
に
は
そ
れ
に
対
応
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
Ｅ
Ｕ
法
の
立
法
者
が
性
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
つ
き
、
人
種
又
は
民
族
的
出
身
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
比
較
し
て
よ
り
保
護
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
主
張
に
は
、
与
す
る
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
六
三
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う）（00
（
。
　
な
お
、
一
で
述
べ
た
と
お
り
、
保
険
料
率
の
定
立
に
当
た
り
、
な
お
性
別
に
よ
る
別
異
取
扱
を
許
容
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
旧
二
〇
条
二
項
一
文
は
、
二
〇
一
三
年
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
　
第
二
に
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
上
命
じ
ら
れ
て
い
る
国
内
法
化
は
、
反
人
種
差
別
指
令
に
よ
る
人
種
及
び
民
族
的
出
身
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
、
お
よ
び
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
に
よ
る
性
別
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
で
あ
り
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
定
め
る
そ
れ
以
外
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
基
づ
く
差
別
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
が
要
求
す
る
レ
ベ
ル
を
超
え
た
差
別
禁
止
法
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
基
本
法
適
合
性
が
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ラ
ン
ケ
と
ギ
ズ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ッ
ヒ
ト
マ
ン
は
、
差
別
禁
止
法
制
と
私
的
自
治
の
原
則
と
の
調
整
に
配
慮
し
た
上
記
の
立
法
者
意
思
を
ふ
ま
え
、
ま
た
民
法
典
の
一
般
条
項
に
よ
る
個
別
解
決
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
、
立
法
者
に
よ
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
制
度
設
計
に
賛
同
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る）（00
（
。
こ
れ
に
対
し
て
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
は
、
Ｅ
Ｕ
法
が
命
じ
る
以
上
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
ご
と
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
具
体
的
適
用
領
域
と
の
関
係
で
の
個
々
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
意
味
が
議
論
の
中
心
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る）（00
（
。
た
と
え
ば
、
年
齢
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
基
づ
く
別
異
取
扱
の
禁
止
は
、
一
般
に
保
険
契
約
で
は
特
に
問
題
と
な
り
う
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
二
〇
条
二
項
の
適
用
に
よ
る
適
切
な
運
用
が
可
能
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
第
三
章
に
よ
る
私
法
上
の
取
引
関
係
に
対
す
る
差
別
禁
止
法
制
は
、
私
法
上
の
取
引
一
般
を
規
律
す
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
公
共
圏
に
お
け
る
商
品
取
引
と
サ
ー
ブ
ス
提
供
に
関
し
て
、
特
定
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、「
個
人
を
問
題
と
せ
ず
に
」
と
の
一
九
条
一
項
一
号
の
文
言
も
併
せ
て
考
え
る
と
き
に
、
先
に
み
た
シ
ー
ク
の
見
解
が
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
差
別
禁
止
原
則
は
、
基
本
的
に
は
、
個
人
が
そ
の
私
的
領
域
か
ら
公
共
圏
へ
と
自
ら
進
み
出
た
場
合
に
、
差
別
禁
止
原
則
の
遵
守
を
要
求
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う）（01
（
。
こ
う
し
た
制
度
設
計
は
、
適
法
要
件
を
定
め
る
二
〇
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
六
四
条
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
契
約
類
型
に
応
じ
、
ま
た
信
教
の
自
由
や
個
人
の
私
的
領
域
に
も
配
慮
を
払
っ
た
う
え
で
、
個
々
人
の
人
格
の
尊
重
と
結
び
つ
い
た
平
等
の
理
念
と
私
的
自
治
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
現
代
の
社
会
経
済
状
況
の
中
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
　
法
的
効
果
と
証
明
責
任
（
二
一
条
と
二
二
条
）
　
⑴
　
基
本
的
内
容
　
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
一
九
条
が
定
め
る
適
用
範
囲
の
下
で
、
二
〇
条
が
定
め
る
別
異
取
扱
許
容
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
の
法
効
果
と
し
て
、
そ
の
二
一
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
請
求
権
が
生
じ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る）（0（
（
。
二
一
条
一
項
　
不
利
益
取
扱
を
受
け
た
者
は
、
不
利
益
取
扱
禁
止
違
反
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
請
求
権
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
侵
害
排
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
な
る
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
不
利
益
取
扱
を
受
け
た
者
は
、
不
作
為
を
求
め
て
出
訴
で
き
る
。
二
項
　
不
利
益
取
扱
禁
止
違
反
の
場
合
に
お
い
て
、
不
利
益
を
課
し
た
者
は
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。
義
務
違
反
が
、
不
利
益
を
課
し
た
者
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
不
利
益
取
扱
を
受
け
た
者
は
、
財
産
的
損
害
で
な
い
損
害
に
つ
き
、
金
銭
に
よ
る
適
切
な
損
害
補
填
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
項
　
許
さ
れ
な
い
行
為
を
理
由
と
す
る
請
求
権
は
、
影
響
を
受
け
な
い
。
四
項
　
不
利
益
を
課
し
た
者
は
、
不
利
益
取
扱
禁
止
と
異
な
る
合
意
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
五
項
　
一
項
お
よ
び
二
項
に
よ
る
請
求
は
、
二
月
の
期
間
内
に
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
の
経
過
の
後
は
、
不
利
益
取
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
六
五
扱
を
受
け
た
者
は
、
こ
の
期
間
を
遵
守
す
る
こ
と
を
本
人
の
責
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
事
由
な
く
妨
げ
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
当
該
請
求
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
二
条
は
、
本
法
の
定
め
る
差
別
禁
止
違
反
が
訴
訟
で
争
わ
れ
た
場
合
の
証
明
責
任
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る）（00
（
。「訴
訟
に
お
い
て
、
一
方
の
当
事
者
が
第
一
条
に
掲
げ
ら
れ
た
事
由
の
一
に
基
づ
く
不
利
益
取
扱
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
相
手
方
当
事
者
は
、
不
利
益
取
扱
か
ら
の
保
護
に
つ
い
て
の
諸
規
定
に
対
す
る
違
反
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
を
負
う
。」
　
差
別
的
取
扱
を
受
け
た
者
の
救
済
と
い
う
意
味
で
は
、
と
り
わ
け
二
二
条
の
定
め
る
証
明
責
任
の
配
分
規
定
が
重
要
で
あ
る
が
、
本
規
定
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
反
人
種
差
別
指
令
八
条
、
枠
組
指
令
十
条
、
及
び
「
雇
用
、
職
業
訓
練
及
び
昇
進
へ
の
ア
ク
セ
ス
並
び
に
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
男
女
平
等
取
扱
原
則
の
実
現
の
た
め
の
理
事
会
指
令（（/（0（/EW
G
を
変
更
す
る
二
〇
〇
二
年
九
月
二
三
年
指
令
」（
以
下
「
男
女
同
権
指
令
」
と
い
う）（00
（
。）
一
九
条
の
定
め
の
国
内
法
化
規
定
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
男
女
同
権
指
令
一
九
条
の
文
言
は
若
干
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
前
二
者
の
一
項
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る）（00
（
。
「
加
盟
国
は
、
均
等
待
遇
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
に
自
ら
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
者
が
、
裁
判
所
ま
た
は
そ
の
他
の
管
轄
機
関
に
対
し
、
直
接
ま
た
は
間
接
差
別
の
存
在
を
推
認
で
き
る
事
実
を
疎
明
（glaubhaftm
achen
）
し
た
場
合
に
は
、
国
内
の
司
法
制
度
に
従
っ
て
、
均
等
待
遇
原
則
の
違
反
を
証
明
す
る
責
任
が
被
告
に
あ
る
こ
と
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
六
六
　
同
様
の
規
定
は
、
す
で
に
一
九
九
七
年
一
二
月
一
五
日
の
性
別
に
基
づ
く
差
別
に
お
け
る
証
明
責
任
に
関
す
る
理
事
会
指
令）（00
（
四
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
指
令
の
根
拠
を
示
す
前
文
一
八
号
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
差
別
のprim
afacie
な
ケ
ー
ス
（
ド
イ
ツ
語
文
書
で
は
、“w
ennderA
nscheineinerD
iskrim
inierungbesteht ”
と
な
っ
て
い
る
）
で
は
、
証
明
責
任
に
関
す
る
証
拠
法
則
の
変
更
が
必
要
で
あ
り
、
平
等
取
扱
原
則
の
実
効
的
な
適
用
の
た
め
に
は
証
明
責
任
を
被
告
の
側
に
負
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
判
断
し
て
い
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）（00
（
。
　
こ
れ
ら
Ｅ
Ｕ
法
上
の
規
定
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
本
規
定
の
趣
旨
に
つ
き
、
連
邦
労
働
裁
判
所
判
例
は
、「
様
々
な
差
別
事
例
の
際
の
権
利
保
護
の
た
め
に
、
因
果
関
係
に
関
し
て
、
主
張
責
任
を
軽
減
し
、
証
明
度
の
引
き
下
げ
、
お
よ
び
証
明
責
任
の
転
換
を
規
定
し
た
も
の
」
と
す
る
が）（00
（
、
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
は
、
完
全
な
証
明
責
任
の
転
換
で
は
な
く
、
訴
訟
法
上
の
範
例
か
ら
す
れ
ば
解
釈
論
的
な
位
置
づ
け
が
難
し
い
独
自
の
証
拠
法
則
を
定
め
た
も
の
と
み
る
の
が
、
本
規
定
の
正
し
い
理
解
で
あ
る
と
す
る）（00
（
。
す
な
わ
ち
、
本
規
定
に
よ
れ
ば
、
原
告
が
差
別
推
定
事
実
を
疎
明
し
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
学
説
上
の
争
い
が
あ
る
。）、
同
事
実
を
、
優
越
的
蓋
然
性
で
も
っ
て
厳
禁
さ
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
不
利
益
付
与
と
の
因
果
関
係
へ
と
推
論
せ
し
め
て
初
め
て
（
二
重
の
軽
減
と
い
わ
れ
る
）、
被
告
は
、
第
一
条
に
定
め
ら
れ
た
事
由
以
外
の
客
観
的
理
由
が
別
異
取
扱
を
正
当
化
す
る
こ
と
（
間
接
的
差
別
の
場
合
）、
又
は
第
一
条
に
定
め
ら
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
そ
の
職
業
活
動
の
不
可
欠
の
前
提
、
若
し
く
は
本
質
的
で
決
定
的
な
職
業
的
要
求
で
あ
る
こ
と
（
直
接
的
差
別
の
場
合
）
の
証
明
責
任
を
負
う
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）（00
（
。
こ
の
よ
う
に
、
本
規
定
は
原
告
側
の
立
証
活
動
に
つ
き
、
証
明
度
の
軽
減
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
と
な
る
不
利
益
取
扱
が
禁
止
さ
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
間
接
事
実
の
提
示
に
よ
っ
て
「
優
越
的
蓋
然
性
」（überw
iegendeW
ahrscheilichkeit
）
で
も
っ
て
示
さ
れ
た
時
に
、
差
別
行
為
者
の
側
に
は
、
差
別
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
完
全
な
証
明
、
つ
ま
り
「
確
信
的
蓋
然
性
」（überzeugendeW
ahrscheinlichkeit
）
で
も
っ
て
の
証
明
を
な
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る）011
（
。
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
六
七
　
か
か
る
証
明
責
任
の
軽
減
は
、
前
記
の
と
お
り
Ｅ
Ｕ
法
上
の
要
求
を
満
た
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
差
別
事
例
に
お
け
る
被
差
別
者
の
権
利
保
護
に
と
っ
て
の
そ
の
実
質
的
必
要
性
に
つ
い
て
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
と
ト
ー
ル
ス
テ
ン
・
ベ
ッ
ク
は
、
（
性
差
別
事
例
を
念
頭
に
）
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る）01（
（
。
「
…
…
差
別
が
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
な
さ
れ
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
差
別
を
受
け
た
と
感
じ
る
原
告
は
、
差
別
事
実
の
証
明
に
、
し
ば
し
ば
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
差
別
を
受
け
た
者
は
、『
差
別
行
為
者
』
の
領
域
で
演
じ
ら
れ
た
事
実
を
、
非
常
に
し
ば
し
ば
知
り
う
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
た
と
え
ば
あ
る
職
や
住
居
へ
の
他
の
応
募
者
の
行
為
に
関
わ
る
事
実
や
、
他
の
解
雇
さ
れ
た
人
物
に
対
す
る
態
度
等
）。
そ
も
そ
も
、
差
別
を
受
け
た
者
は
、
通
常
、
差
別
行
為
者
の
特
定
の
動
機
の
証
明
を
な
し
え
な
い
。」
　
⑵
　
Ｅ
Ｕ
法
及
び
基
本
法
と
の
関
係
で
の
検
討
　
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
二
二
条
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｕ
法
の
要
求
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
一
条
に
つ
い
て
は
、
特
に
訴
え
ら
れ
た
側
の
契
約
の
自
由
と
の
関
係
で
、
果
た
し
て
裁
判
上
締
結
強
制
を
命
じ
る
こ
と
ま
で
可
能
な
の
か
、
と
い
う
基
本
法
適
合
性
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
の
み
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
　
ⅰ
　
ま
ず
二
二
条
が
、
差
別
を
受
け
た
側
に
よ
る
間
接
事
実
の
「
証
明
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
疎
明
」
を
要
求
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
と
適
合
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
旧
六
一
一ａ
条
同
様
に
「
疎
明
」
の
文
言
を
用
い
て
い
た
法
律
案
が
、
連
邦
議
会
審
議
の
最
終
段
階
で
、
現
行
規
定
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
が
関
わ
っ
て
く
る
が
、
法
務
委
員
会
の
報
告
及
び
議
決
提
案
に
お
い
て
は
、
か
か
る
変
更
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る）010
（
。
「
一
般
平
等
取
扱
法
の
議
論
に
お
い
て
は
、（
す
で
に
民
法
典
六
一
一ａ
条
に
お
い
て
）
用
い
ら
れ
て
き
た
『
疎
明
』
の
概
念
が
、
民
事
訴
訟
法
典
二
九
四
条
と
同
様
の
概
念
と
し
て
、
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
を
証
拠
手
段
と
し
て
許
容
す
る
か
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
誤
解
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
六
八
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
状
況
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
証
明
力
規
定
の
言
語
的
に
新
た
な
把
握
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
変
更
は
、
実
務
に
と
っ
て
必
要
な
明
確
化
の
た
め
で
あ
る
。
文
言
の
変
更
に
法
変
更
が
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
関
連
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
要
求
は
、
依
然
と
し
て
満
た
さ
れ
て
い
る
。」
　
具
体
的
に
差
別
を
受
け
た
側
が
、
ま
ず
、
い
か
な
る
点
に
つ
き
、
ど
の
程
度
の
証
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
代
表
的
な
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
が
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る）010
（
。
　
①
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
人
的
・
事
項
的
・
時
間
的
適
用
領
域
該
当
性
に
つ
い
て
は
完
全
な
主
張
・
証
明
責
任
　
②
客
観
的
な
不
利
益
取
扱
の
事
実
に
つ
い
て
も
、
完
全
な
主
張
・
証
明
責
任
　
③
不
利
益
取
扱
の
根
拠
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
優
越
的
な
蓋
然
性
で
足
り
る
　
④
出
訴
期
間
等
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
る
主
張
・
証
明
責
任
　
し
か
し
、
ま
ず
②
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
あ
る
ポ
ス
ト
の
募
集
に
対
し
て
応
募
者
が
一
人
で
あ
っ
て
も
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
条
に
掲
げ
ら
れ
た
事
由
に
よ
る
拒
否
が
な
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
禁
止
す
る
不
利
益
取
扱
に
該
当
す
る
と
の
異
論
が
あ
る）010
（
。
　
ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
、
間
接
事
実
の
提
示
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
証
明
度
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
間
接
事
実
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
完
全
な
証
明
が
必
要
で
あ
り
、
証
明
度
の
軽
減
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
か
か
る
間
接
事
実
か
ら
不
利
益
待
遇
へ
の
推
認
の
み
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
争
わ
れ
て
い
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ェ
ー
ル
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
間
接
事
実
の
提
示
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
証
明
度
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
べ
き
と
の
支
配
的
見
解
も
、
不
利
益
待
遇
の
根
拠
の
み
を
焦
点
と
し
た
議
論
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
二
条
は
、
不
利
益
待
遇
の
要
件
全
体
に
つ
き
、
反
対
事
実
の
証
明
に
よ
り
覆
し
う
る
法
律
上
の
事
実
推
定
規
定
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る）010
（
。
す
な
わ
ち
、
原
告
側
と
し
て
は
、
個
別
案
件
の
具
体
的
諸
状
況
の
全
体
的
考
察
又
は
一
般
的
な
生
活
経
験
か
ら
、
不
利
益
待
遇
の
存
在
を
導
く
論
理
的
な
内
的
関
連
性
を
示
す）010
（
こ
と
に
よ
り
、
不
利
益
待
遇
の
要
件
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
六
九
全
体
に
つ
い
て
の
立
証
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
解
釈
の
方
が
、
不
利
益
待
遇
の
根
拠
に
つ
い
て
の
み
間
接
事
実
の
証
明
責
任
の
軽
減
を
主
張
す
る
学
説
の
支
配
的
見
解
よ
り
も
、
差
別
事
例
に
お
け
る
原
告
の
証
明
責
任
の
軽
減
の
趣
旨
に
と
っ
て
よ
り
実
効
的
で
あ
り
、
従
っ
て
Ｅ
Ｕ
指
令
と
も
適
合
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）010
（
。
　
ⅱ
　
ま
た
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
一
条
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
同
条
が
差
別
禁
止
違
反
の
場
合
の
法
的
救
済
方
法
と
し
て
締
結
強
制
（K
on-
trahierungszw
ang
）
を
も
許
容
す
る
も
の
か
否
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
問
題
に
つ
き
、
ヤ
ン
・
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
①
締
結
強
制
の
判
決
を
得
る
ま
で
に
は
あ
ま
り
に
も
時
間
が
か
か
る
と
い
う
意
味
で
実
効
的
で
は
な
い
こ
と
、
②
こ
れ
に
対
し
て
、
仮
の
権
利
保
護
は
、
ま
ず
そ
も
そ
も
独
立
の
仮
処
分
手
続
が
非
常
に
限
定
的
に
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
給
付
処
分
は
、
な
お
容
認
し
う
る
仮
の
権
利
確
保
と
、
本
案
の
許
容
さ
れ
え
な
い
前
倒
し
と
の
間
の
狭
い
綱
渡
り
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
給
付
処
分
は
、
例
外
的
な
危
急
状
況
に
お
い
て
の
み
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
大
量
取
引
の
み
な
ら
ず
通
常
の
取
引
に
お
い
て
も
、
被
差
別
者
に
は
、
た
い
て
い
は
、
そ
の
関
心
に
適
う
別
の
供
給
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
③
差
別
事
例
で
は
、
当
事
者
は
、
差
別
行
為
者
と
の
新
た
な
契
約
締
結
の
機
会
が
立
法
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
関
心
を
抱
か
ず
、
と
り
わ
け
、
そ
う
し
た
法
律
上
命
じ
ら
れ
た
契
約
は
、
当
事
者
間
の
緊
張
関
係
に
鑑
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
一
連
の
解
決
困
難
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
当
事
者
と
し
て
は
、
差
別
に
よ
り
生
じ
た
そ
の
人
格
的
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
侵
害
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
適
切
な
権
利
救
済
は
、
金
銭
に
よ
る
損
害
賠
償
で
あ
る
こ
と
、
を
挙
げ
て
、
締
結
強
制
は
適
切
な
救
済
手
段
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る）010
（
。
　
こ
う
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
の
見
解
に
つ
き
、
ア
ル
ノ
ル
ト
は
、「
差
別
か
ら
の
保
護
の
形
態
に
お
け
る
配
分
的
正
義
の
予
防
的
側
面
を
強
調
し
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
の
出
発
点
と
し
て
は
賛
同
で
き
る
と
し
た
う
え
で
、
し
か
し
、
締
結
強
制
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
、
簡
単
に
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る）010
（
。
締
結
強
制
の
可
能
性
に
つ
き
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
が
、
例
え
ば
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
七
〇
を
受
け
、
充
分
に
知
識
を
得
て
、
不
利
益
を
回
避
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
は
、「
差
別
か
ら
の
保
護
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
社
会
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
に
寄
与
し
、
そ
れ
が
人
々
の
感
受
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る）0（1
（
。
ア
ル
ノ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
状
況
に
伴
う
紛
争
は
、
差
別
禁
止
の
実
効
的
観
点
に
伴
う
コ
ス
ト
と
し
甘
受
さ
れ
う
る
し
、
裁
判
に
よ
る
貫
徹
は
、
将
来
に
向
け
て
の
シ
グ
ナ
ル
効
果
も
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
将
来
的
社
会
状
況
に
対
す
る
契
約
法
の
規
制
的
な
舵
取
り
機
能
に
鑑
み
れ
ば
、
許
容
さ
れ
え
な
い
差
別
の
実
効
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
締
結
強
制
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
疑
う
余
地
が
な
い
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る）0（（
（
。
そ
の
場
合
、
具
体
的
判
断
と
し
て
は
、
カ
ナ
リ
ス
が
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
を
引
用
し
な
が
ら
説
く
「
動
的
シ
ス
テ
ム
論
」
的
思
考）0（0
（
に
則
り
、
関
連
す
る
基
本
権
の
位
置
づ
け
、
差
別
を
受
け
た
者
の
権
利
侵
害
の
重
大
性
、
効
果
的
な
自
己
救
済
の
余
地
、
差
別
行
為
者
が
援
用
す
る
基
本
権
の
重
要
性
と
い
う
諸
規
準
を
相
関
的
に
あ
て
は
め
な
が
ら）0（0
（
、
例
外
的
に
締
結
強
制
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
事
案
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
差
別
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
す
る
訴
訟
の
決
着
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
、
さ
し
あ
た
り
の
区
切
り
を
提
供
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
関
係
者
間
で
の
様
々
な
形
で
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
枠
組
み
や
土
台
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う）0（0
（
。
一
律
の
締
結
強
制
否
定
論
は
、
事
案
に
応
じ
た
望
ま
し
い
解
決
の
あ
り
方
に
理
論
的
な
束
縛
を
課
す
る
も
の
に
な
ら
な
い
か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
Ｅ
Ｕ
の
差
別
禁
止
法
制
に
対
す
る
ソ
メ
ッ
ク
の
問
題
提
起
に
対
し
て
は
、
イ
イ
オ
ラ
・
ソ
ラ
ン
ケ
に
よ
り
、
次
の
三
つ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）0（0
（
。
す
な
わ
ち
、
①
歴
史
的
・
政
治
的
視
点
の
欠
如
、
②
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
八
条
と
一
九
条
の
異
な
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
七
一
る
ね
ら
い
の
看
過
、
そ
し
て
③
差
別
禁
止
法
制
の
普
遍
性
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
　
他
方
で
ソ
メ
ッ
ク
は
、
人
権
保
障
の
国
際
的
レ
ヴ
ュ
ー
を
前
提
と
し
た
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
憲
法
」
を
誕
生
せ
し
め
る
「
立
憲
主
義
（.0
」
の
分
析
を
行
う
著
作
を
二
〇
一
四
年
に
公
刊
し
て
い
る）0（0
（
。
こ
こ
で
ソ
メ
ッ
ク
が
描
い
た
立
憲
主
義
の
第
三
段
階
は
、
難
民
問
題
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
（
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
や
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
問
題
提
起
を
ふ
ま
え
て
）
指
摘
し
た
人
権
保
障
の
前
提
と
し
て
の
市
民
と
い
う
テ
ー
ゼ）0（0
（
を
乗
り
越
え
、
人
権
を
主
権
か
ら
開
放
し
た
か
の
ご
と
く
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
国
家
の
枠
組
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
個
人
を
デ
ー
タ
の
集
合
体
と
み
な
し
、
驚
異
的
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
Ｉ
Ｔ
技
術
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
駆
使
し
て
新
た
な
帝
国
を
築
こ
う
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
企
業
が
、
私
達
の
意
識
や
生
活
様
式
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し）0（0
（
、
そ
の
活
動
ル
ー
ル
を
む
し
ろ
国
家
が
後
追
い
す
る
状
況
の
中
で
、
従
来
の
人
権
論
の
重
要
な
ト
ポ
ス
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
社
会
的
権
力
」
か
ら
の
人
権
保
障
と
い
う
問
題
設
定
に
は
、
新
た
な
考
察
枠
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う）0（0
（
。
　
本
稿
の
検
討
対
象
と
す
る
差
別
禁
止
法
制
に
つ
い
て
い
え
ば
、
実
は
法
学
者
が
想
定
す
る
平
等
と
自
由
と
の
相
克
は
、
ソ
メ
ッ
ク
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
新
自
由
主
義
の
経
済
哲
学
に
お
い
て
は
調
停
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
政
策
の
転
換
も
、
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
基
本
法
が
そ
の
根
底
に
お
く
自
由
民
主
主
義
的
基
本
秩
序
と
の
関
係
で
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
形
作
る
制
度
の
基
本
法
適
合
性
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
基
本
法
適
合
的
解
釈
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
ソ
メ
ッ
ク
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
さ
ら
な
る
展
開
を
い
か
な
る
理
論
の
う
え
に
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
で
あ
る
が
、
実
定
法
解
釈
の
枠
の
中
で
い
え
ば
、
そ
の
実
現
は
、
む
し
ろ
社
会
国
家
原
理
に
期
待
す
る
の
が
自
由
主
義
的
憲
法
論
の
解
釈
論
と
し
て
は
説
得
力
を
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
七
二
【
注
】
（
（
）　A
lexander Som
ek,EngineeringEquality
─A
nEssayonEuropeanA
nti-D
iskrim
inationLaw
,O
xfordU
niversityPress,（0（（,
S.（（（.
（
（
）　R
ichtlinie（000/（（/E
G
vom
（（.Juni（000;R
ichtlinie（000/（（/EG
vom
（（.N
ovem
ber（000;R
ichtlinie（00（/（（/EG
vom
（（.
Septem
ber（00（;R
ichtlinie（00（/（（（/EG
vom
（（.D
ezem
ber（00（.
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
判
例
も
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
労
働
お
お
び
就
業
問
題
に
関
す
る
男
女
平
等
取
扱
の
原
則
に
関
す
る
六
つ
の
指
令
を
統
合
し
、
同
原
則
を
よ
り
大
き
な
法
的
安
定
性
を
持
っ
て
貫
徹
す
る
た
め
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
（R
ichtlinie（00（/（（/EG
vom
（.Juli（00（
）。V
gl.G
regor Thüsing,A
llgem
einesG
leichbehand-
lungsgesetz,in:ClaudiaSchubert
［R
edakteurin
］,M
ünchenerK
om
m
entarzum
B
ürgerlichenG
esetzbuch,B
d.（A
llgem
einerT
eil
§（
─（（0
・A
llgPersönlR
・ProstG
・A
G
G
,（.A
ufl.,C.H
.B
eck,（0（（
（
以
下
、G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
と
す
る
が
、
同
第
八
版
で
そ
れ
以
前
の
版
の
記
述
の
参
照
が
指
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
版
と
出
版
年
を
併
せ
て
記
す
こ
と
と
す
る
。）Einleitung,R
n.（（.
（
（
）　A
llgem
einesG
leichbehandlungsgesetzvom
（（.A
ugst（00（
（B
G
B
l.IS.（（（（
）.
本
法
は
、「
平
等
取
扱
原
則
実
現
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
法
化
す
る
法
律
」（G
esetzzurU
m
setzungeuropäischerR
ichtlinienzurV
erw
irklichungdesG
rundsatzesderG
leich-
behandlung
）
の
第
一
条
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
法
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
齋
藤
純
子
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
平
等
待
遇
指
令
の
国
内
法
化
と
一
般
平
等
待
遇
法
の
制
定
」
外
国
の
立
法
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
九
一
頁
以
下
に
お
け
る
解
説
と
同
法
の
邦
訳
の
ほ
か
、
後
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
を
参
照
し
た
が
、
本
稿
で
は
別
の
訳
語
を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
（
（
）　
山
川
和
義
「
ド
イ
ツ
一
般
平
等
取
扱
法
の
意
義
と
問
題
点
」
日
独
労
働
法
協
会
会
報
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
九
頁
以
下
、
同
・
和
田
肇
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
般
平
等
立
法
の
意
味
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
七
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
頁
以
下
、
モ
ニ
カ
・
シ
ュ
ラ
ハ
タ
ー
［
緒
方
桂
子
訳
・
解
題
］「
労
働
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
─
ド
イ
ツ
一
般
平
等
取
扱
法
」
労
働
法
律
旬
報
一
七
二
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
頁
以
下
、
高
橋
賢
司
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
般
平
等
取
扱
い
法
（
一
）」
立
正
法
学
論
集
四
四
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
四
七
頁
以
下
。
（
（
）　
ダ
グ
マ
ー
・
ケ
ス
タ
─
＝
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
［
釜
谷
真
史
・
角
松
生
史
訳
］「
平
等
取
扱
と
契
約
自
由
」
法
政
研
究
七
二
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
一
二
三
頁
以
下
、
小
野
秀
誠
「
契
約
の
自
由
と
当
事
者
の
地
位
─
─
契
約
と
基
本
権
─
─
」
一
橋
法
学
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
頁
以
下
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
［
河
野
憲
一
郎
訳
］「
憲
法
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
影
響
下
で
の
債
務
法
の
実
質
化
─
─
私
的
自
治
に
は
何
が
残
っ
て
い
る
の
か
？
─
─
（
二
・
完
）」
商
学
討
究
六
三
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
一
頁
以
下
。
（
（
）　
憲
法
学
分
野
で
の
検
討
と
し
て
、
木
村
俊
夫
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
般
平
等
取
扱
法
に
つ
い
て
の
憲
法
学
的
考
察
」
曽
我
部
真
裕
・
赤
坂
幸
一
編
『
憲
法
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
七
三
改
革
の
理
念
と
展
開
・
下
─
─
大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
』（
信
山
社
・
二
〇
一
二
年
）
四
六
一
頁
参
照
。
ま
た
、
同
法
成
立
以
前
の
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
平
等
原
則
を
め
ぐ
る
基
本
権
保
護
義
務
論
を
差
別
禁
止
法
制
と
の
と
の
関
係
で
考
察
し
た
論
考
と
し
て
、
西
原
博
史
「
基
本
権
保
護
義
務
論
の
位
相
と
『
平
等
の
法
律
に
よ
る
具
体
化
』
に
つ
い
て
」
樋
口
陽
一
ほ
か
編
『
日
独
憲
法
学
の
創
造
力
　
上
巻
─
─
栗
城
壽
夫
先
生
古
稀
記
念
─
─
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
三
年
）
一
九
三
頁
以
下
。
（
（
）　
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
［
河
野
憲
一
郎
訳
］「
憲
法
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
影
響
下
で
の
債
務
法
の
実
質
化
─
─
私
的
自
治
に
は
何
が
残
っ
て
い
る
の
か
？
─
─
（
一
）」
商
学
討
究
六
三
巻
二
・
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
三
七
頁
以
下
、
三
三
九
頁
参
照
。
（
（
）　W
erner Flum
e,R
echtsgeschäftundPrivatautonom
ie,in:E
rnstvonC
aem
m
erer/E
rnstFriesenhahn/R
ichardLange
（H
rsg.
）,H
undertJahredeutschesR
echtsleben,Festschriftzum
hundertjährigenB
estehendesD
eutschenJuristentages,（（（0
─
（（（0,B
d.I,C.F.M
üller,（（（0,S.（（（
［（（（
］.
（
（
）　W
. Flum
e, ebenda.
ラ
テ
ン
語
の
訳
に
つ
い
て
は
、
田
中
秀
央
ほ
か
編
著
『
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
引
用
語
辞
典
〔
新
増
補
版
〕』（
岩
波
書
店
・
一
九
六
三
年
）
に
拠
っ
た
。
（
（0
）　Josef Isensee,Privatautonom
ie,in:JosefIsensee/PaulK
irchhof
（H
rsg.
）,H
andbuchdesStaatsrechtsderB
undesrepublik
D
eutschland,（.völligneubearbeiteteunderw
eiterteA
ufl.,B
d.V
II,C.F.M
üller,（00（,
§（（0,R
n（（.
私
的
自
治
及
び
契
約
の
自
由
の
基
本
観
念
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
理
解
は
、
と
り
わ
け
私
法
領
域
に
お
け
る
差
別
法
制
に
慎
重
な
論
者
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
V
gl.auch,E
duard Picker,A
ntidiskrim
inierungalsZivilrechtsprogram
?,JZ（00（,S.（（0
［（（（f.
］.
（
（（
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（
）　
後
掲
注
（
（（
）
の
連
帯
保
証
決
定
を
は
じ
め
と
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
つ
き
、
本
稿
三
参
照
。
（
（（
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（
の
注
に
お
い
て
は
、H
ans-W
erner R
engeling/ P
eter Szczelalla,G
rundrechteinderE
uropäischen
U
nion,CarlH
eym
annsV
erlag,（00（
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
契
約
の
自
由
と
差
別
保
護
と
の
関
係
で
の
記
述
と
し
て
は
、
同
書S.（（（f.
参
照
。
（
（（
）　M
atthias Jestaedt,D
iskrim
inierungsschutzundPrivatautonom
ie,in:V
V
D
StR
L（（（
（（00（
）,S.（（（
［（（（
］.
（
（（
）　B
V
erfG
E（（,（（（.
本
決
定
に
つ
い
て
の
解
説
と
し
て
、
國
分
典
子
「
民
事
裁
判
所
に
よ
る
保
証
契
約
の
内
容
統
制
と
基
本
法
規
定
の
私
人
間
効
力
─
─
連
帯
保
証
決
定
─
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
［
第
二
版
］』（
信
山
社
・
二
〇
〇
六
年
）
五
四
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
本
決
定
に
至
る
ド
イ
ツ
の
基
本
権
保
護
義
務
論
を
包
括
的
に
検
討
し
た
代
表
的
著
作
と
し
て
、
小
山
剛
『
基
本
権
保
護
の
法
理
』（
成
文
堂
・
一
九
九
八
年
）
参
照
。
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
七
四
（
（（
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（0（ff
.
（
（（
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（0（f.
（
（0
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（0（.
（
（（
）　R
ichtlinie（000/（（/EG
desR
atesvom
（（.Juni（000zurA
nw
endungdesG
leichbehandlungsgrundsatzesohneU
nterschied
derR
asseoderderethnischenH
erkunft.
邦
訳
と
し
て
、
柴
田
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
『
Ｅ
Ｕ
男
女
均
等
法
・
判
例
集
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
四
年
）
一
九
九
頁
以
下
、
小
宮
文
人
・
濱
口
桂
一
郎
『
Ｅ
Ｕ
労
働
法
全
書
』（
旬
報
社
・
二
〇
〇
五
年
）
二
五
八
頁
以
下
参
照
。
（
（（
）　R
ichtlinie（000/（（/E
G
desR
atesvom
（（.N
ovem
ber（000zurFestlegungeinesallgem
einenR
ahm
ensfürdieV
erw
irklic-
hungderG
leichbehandlunginB
eschäftigungundB
eruf.
　
邦
訳
と
し
て
、
柴
山
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
・
前
掲
書
二
〇
九
頁
以
下
、
小
宮
文
人
・
濱
口
桂
一
郎
・
前
掲
書
二
五
一
頁
以
下
参
照
。
（
（（
）　
柴
山
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
・
前
掲
書
二
〇
〇
～
二
〇
三
頁
参
照
。
（
（（
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（f.
（
（（
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（.
た
だ
し
、
括
弧
内
に
記
し
た
二
つ
の
指
令
の
対
応
す
る
条
文
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
（（
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（（
）　
反
人
種
差
別
指
令
と
同
じ
限
定
を
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
条
一
項
八
号
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
で
は
あ
る
が
、V
gl.Thüsing,M
ünchK
om
m

B
G
B
,
§（R
n.（（;D
agm
ar Schiek,in:D
. Schiek
［H
rsg.
］,A
llgem
einesG
leichbehandlungsgesetz:EinK
om
m
entarauseuropäischer
Perspektive,EuropeanLaw
Publischers,（00（,
§（R
n.（.
（
（（
）　V
gl.,R
udolf Streinz
［H
rsg.
］,EU
V
/A
EU
V
,（.A
ufl.,C.H
.B
eck,（0（（,A
rt.（（A
EU
V
R
n.（（ff
.
も
っ
と
も
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ト
レ
イ
ン
ツ
は
、
同
条
に
定
め
ら
れ
た
差
別
の
克
服
へ
の
明
示
的
な
権
限
等
か
ら
、
同
条
は
、
独
立
の
規
律
領
域
を
有
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。V
gl.R
.
Streinz,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（
）　R
ichtlinie（00（/（（（/EG
desR
atesvom
（（.D
ezem
ber（00（zurV
erw
irklichungdesG
rund-satzesderG
leichbehandlungvon
M
ännernundFrauenbeim
ZugangzuundbeiderV
ersorgungm
itG
üternundD
ienstleistungen.
邦
訳
と
し
て
、
小
宮
文
人
・
濱
口
桂
一
郎
・
前
掲
書
二
四
四
頁
以
下
参
照
。
同
指
令
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
そ
の
保
険
契
約
へ
の
適
用
に
関
す
る
議
論
に
鑑
み
、
検
討
段
階
で
は
、
特
に
「
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
・
タ
リ
フ
指
令
」
と
の
名
称
が
広
く
流
布
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。V
gl.,M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（0（.
（
（0
）　
中
西
優
美
子
『
Ｅ
Ｕ
法
』（
新
世
社
・
二
〇
一
二
年
）
一
一
五
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
第
二
次
法
が
加
盟
国
国
内
の
紛
争
に
お
い
て
有
す
る
効
力
、
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
七
五
い
わ
ゆ
る
水
平
的
・
直
接
効
果
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
判
例
は
、
基
本
的
に
規
則
と
指
令
の
効
力
を
区
別
し
な
が
ら
も
、「
直
接
効
果
を
生
み
出
す
か
否
か
は
、
そ
の
性
質
、
一
般
的
枠
組
み
お
よ
び
文
言
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
」
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
中
西
優
美
子
『
Ｅ
Ｕ
権
限
の
法
構
造
』（
信
山
社
・
二
〇
一
三
年
）
一
八
〇
頁
参
照
。
（
（（
）　G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,Einleitung,R
n.（（.
「
今
日
か
ら
見
れ
ば
驚
く
べ
き
こ
と
に
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）　K
atharina von K
oppenfels,D
ieE
ndederV
ertragsfreiheit?
─Erkentnisseausden
（vor-läufig
）gescheitertenzivilrechtli-
chenA
nti-D
iskrim
inierungsgesetzfürdieU
m
setzungderR
ichitlinien（000/（（/E
G
und（000/（（/E
G
─,in:W
M
（（/（00（,
S.（（（（ff
.
［（（（（ff
.
］;E
. Picker,a.a.O
.,S.（（（f.
（
（（
）　V
gl.M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　R
om
an Lehner,ZivilrechtlicherD
iskrim
inierungsschutzundG
rundrechte:A
ucheinegrund-rechtlicheB
etrachtungdes（.
und（.A
bschnittesdesA
llgem
einenG
leichbehandlungsgesetzes
（
§（（
─（（A
G
G
）,M
ohrSiebeck,（0（（,S.（（（f.
（
（（
）　
以
下
本
文
で
参
照
し
た
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
や
ド
イ
ツ
弁
護
士
会
の
見
解
表
明
を
は
じ
め
と
し
た
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
記
述
を
手
が
か
り
と
し
た
。V
gl.B
ernhard Franke/ G
isbert Schlichtm
ann,in:W
olfgangD
äubler/M
artinB
erzbach
［H
rsg.
］,Allgem
eines
G
leichbehandlungsgesetz:H
andkom
m
entar,（.A
ufl.,N
om
osV
erlag,（0（（,
§（（R
n.（0f.
（
（（
）　Stellungnahm
ezum
Entw
urfeinesG
esetzeszurU
m
setzungeuropäishcherA
ntidiskrim
inie-rungsrichtlinienvogelegtzur
Sachverständigenanhörungim
A
usschussfürFam
inie,Senioren,FrauenundJugenddesD
eutshcenB
undestagesam
（.（.（00（
vonT
hom
asPfeiff
er,S.（f,abrufbarin:http://w
ebarchiv.bundestag.de/archive/（00（/0（0（/ausschuesse/archiv（（/a（（/O
eff
entliche_
Sitzungen/（00（0（0（/pfeiff
er.pdf.
（
（（
）　Stellungnahm
ezum
Entw
urfeinesG
esetzeszurU
m
setzungeuropäishcherA
ntidiskrim
inie-rungsrichtlinienvogelegtzur
Sachverständigenanhörungim
A
usschussfürFam
inie,Senioren,FrauenundJugenddesD
eutshcenB
undestagesam
（.（.（00（
vonT
hom
asPfeiff
er,a.a.O
.,S.（（.
（
（（
）　Stellungnahem
desD
eutshcenA
nw
altvereinse.V
.durchdenZivilrechtsuschusszum
Ent-w
urfdereB
undestagsfraktionvon
SPD
undB
ündnis（0/D
ieG
rünenfüreinG
esetzzurU
m
-setzungeuropäischerA
ntidiskrim
inierungsrichtlinienbezüglichdes
A
nw
ndungsbereichsim
allgem
einenZivilrechtsverker,abrufbarin:http://w
ebarchiv.bundestag.de/archive/（00（/0（0（/auss -
chuesse/archiv（（/a（（/O
eff
entliche_Sitzungen/（00（0（0（/（（.pdf.
（
（（
）　V
gl.B
T
-D
rs.（（/（0（（,S.（.
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
七
六
（
（0
）　
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
齋
藤
純
子
・
前
掲
解
説
九
一
頁
以
下
、
及
び
高
橋
賢
司
・
前
掲
論
文
一
五
五
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
（（
）　
中
西
優
美
子
・
前
掲
『
Ｅ
Ｕ
法
』
二
二
六
頁
以
下
参
照
。
共
同
体
法
の
優
位
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
述
べ
たSolangeI
決
定
以
降
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
前
提
理
解
で
も
あ
る
。V
gl.B
V
erfG
E（（,（（（
（SolangeI
）;（（,（
［（（
］;（（,（（
［（0
］;（（,（（（
［（（（
］（SolangeII
）
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
バ
ナ
ナ
市
場
決
定
に
お
い
て
、SolangeII
決
定
に
依
拠
し
な
が
ら
、
同
決
定
以
降
の
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
判
例
を
含
む
Ｅ
Ｕ
法
の
展
開
が
、
必
要
な
基
本
権
保
障
の
基
準
を
下
回
る
と
の
理
由
づ
け
が
述
べ
ら
れ
な
い
限
り
、
Ｅ
Ｕ
第
二
次
法
に
よ
る
基
本
権
侵
害
の
主
張
に
基
づ
く
憲
法
異
議
の
訴
え
及
び
憲
法
裁
判
所
へ
の
移
送
は
不
適
法
と
な
る
と
の
判
断
を
下
し
た
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
の
法
行
為
の
基
本
権
侵
害
の
主
張
を
審
理
す
る
た
め
に
は
、
不
可
欠
な
基
本
権
保
障
レ
ベ
ル
が
、「
一
般
的
に
」（“generell ”
）
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
の
理
由
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
従
来
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
個
別
事
例
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
に
よ
る
基
本
権
侵
害
の
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
原
則
的
な
放
棄
と
も
評
価
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
個
々
の
事
例
に
お
け
る
審
査
な
し
に
、
そ
も
そ
も
「
一
般
的
な
」
基
本
権
保
障
レ
ベ
ル
の
低
下
が
ど
の
よ
う
に
確
定
し
う
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
も
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
従
来
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
の
ス
タ
ン
ス
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
事
案
に
つ
い
て
の
憲
法
裁
判
所
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
基
本
権
保
障
に
「
実
際
上
ほ
と
ん
ど
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
を
打
ち
立
て
る
と
同
時
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
と
の
間
の
潜
在
的
な
衝
突
を
緩
和
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
た
（R
udolf Streinz,A
rt.
（（,in:M
ichael Sachs
［H
rsg.
］,G
rundgesetzK
om
m
entar,（.A
ufl.C.H
.B
eck,（0（（,R
dnr.（（
）
し
か
し
、
近
年
で
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
基
本
原
理
に
係
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
法
に
よ
り
、
個
別
事
案
に
つ
い
て
の
審
査
が
な
さ
れ
う
る
と
の
判
断
も
示
さ
れ
て
い
る
（B
V
er-
fG
E（（0,（（（.
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
中
西
優
美
子
「
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
（
一
八
八
）・
Ｅ
Ｕ
押
収
逮
捕
状
の
執
行
に
関
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
」
自
治
研
究
九
三
頁
一
号
一
一
二
頁
参
照
。V
gl.auchR
. Streinz,in:Sachs
［H
rsg.
］,a.a.O
.,R
n.（（a.
）。
（
（（
）　Thom
as O
pperm
ann/ Claus D
ieter Classen/ M
artin N
ettheim
,Europarecht,（.A
ufl.,C.H
.B
eck,（0（（,
§（0,R
n.（.
（
（（
）　V
gl.EuG
H
,U
rteilvom
（.（.（（（（,R
s.C-（（/（（
（V
anG
end&
Loos
）;EuG
H
,U
rteilvom
（（.（.（（（（,R
s.（/（（
（Costa/EN
EL
）;
E
uG
H
,U
rteilvom
（（.（（.（（（0,R
s.C
-（（/（0
（InternationaleH
andelsgesellschaft
）;E
uG
H
,U
rteilvom
（.（.（（（（,R
s.C
-（0（/（（
（Sim
m
enthal
）.
こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
中
西
優
美
子
・
前
掲
『
Ｅ
Ｕ
法
』
二
二
六
頁
以
下
参
照
。Sim
m
enthal
事
件
に
つ
い
て
は
、
中
村
民
雄
・
須
網
隆
夫
編
著
『
Ｅ
Ｕ
法
基
本
判
例
集
［
第
（
版
］』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
〇
年
）
二
四
頁
以
下
参
照
。
（
（（
）　T. O
pperm
ann/ C. D
. Classen/ M
. N
ettheim
,a.a.O
.,
§（0,R
n.（;（（ff
.
（
（（
）　M
.Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（;R
.Lehner,S.（（（ff
.
（
（（
）　M
.Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　M
.Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（f.
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
七
七
（
（（
）　M
.Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　E
uG
H
,U
rteilvom
（.（.（0（（,R
s.C
-（（（/0（
（T
est-A
chats
）.V
gl.Jörn K
ahler,U
nisextarifeim
V
ersicherungsw
esen
─G
run-
drechtsprüfungdurchdenEuG
H
,N
JW
（（/（0（（,S.（（（ff
.
（
（0
）　
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
（
訳
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
一
四
頁
に
よ
る
。）「
第
一
九
条
第
一
項
第
二
号
の
場
合
の
優
遇
措
置
又
は
給
付
に
つ
い
て
、
性
別
に
よ
る
異
な
る
待
遇
が
許
さ
れ
る
の
は
、
性
別
を
顧
慮
す
る
こ
と
が
、
関
連
す
る
正
確
な
保
険
数
理
及
び
統
計
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
リ
ス
ク
評
価
の
差
異
に
決
定
的
な
要
因
と
な
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。」
（
（（
）　V
gl.G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（0R
n.（（ff
.
（
（（
）　
邦
訳
は
、
初
宿
正
典
訳
『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
』（
信
山
社
・
二
〇
一
八
年
）
二
頁
以
下
に
拠
っ
た
。
（
（（
）　H
ans D
. Jarass/ B
odo P
ieroth,G
rundgesetzfürdieB
undesrepublikD
eutschlandK
om
m
entar,（（.A
ufl.,C
.H
.B
eck,（0（（,
A
rt.（R
n.（.
（
（（
）　
近
年
の
判
例
と
し
て
、
た
と
え
ばB
V
erfG
E（（（,（（（
［（（（
］.
本
判
決
に
つ
い
て
の
解
説
と
し
て
、
井
上
典
之
「
受
動
喫
煙
か
ら
の
保
護
と
飲
食
店
で
の
喫
煙
規
制
─
─
禁
煙
法
判
決
─
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
信
山
社
・
二
〇
一
八
年
）
二
〇
三
頁
以
下
参
照
。
（
（（
）　K
onrad H
esse,G
rundzügedesV
erfassungsrechtsderB
undesrepublikD
eutscland,（0.,neubearbeiteteA
ufl.,C.F.M
üller,
（（（（,R
n.（（（.
邦
訳
と
し
て
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ッ
セ
［
初
宿
正
典
・
赤
坂
幸
一
訳
］『
ド
イ
ツ
憲
法
の
基
本
的
特
質
』（
成
文
堂
・
二
〇
〇
六
年
）
二
三
四
頁
。
（
（（
）　Claus-W
ilhelm
 Canaris,G
rundrechtundPrivatrecht,in:A
cP（（（
（（（（（
）,S.（0（ff
.
［（（（ff
.
］.
（
（（
）　H
. Jarass,in:Jarass/ Pieroth,a.a.O
.,A
rt.（R
n.（（0.;V
gl.auchM
ichael Sacks,B
esondereG
leichheitsgarantien,in:Josef 
Isensee/ Paul K
irchhof
［H
rsg.
］,H
andbuchdesStaatsrechtsderB
undesrepublikD
eutscland,B
d.V
III,（.,völligneubearbeitete
underw
eiterteA
ufl.,C.F.M
üller,
§（（（R
n.（（（.
（
（（
）　H
. Jarass,in:Jarass/ Pieroth,a.a.O
.,ebenda.
ま
た
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ホ
イ
ン
も
、
基
本
法
三
条
三
項
か
ら
、
事
実
上
の
平
等
の
確
立
へ
の
保
護
義
務
類
似
の
請
求
権
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。V
gl.W
erner H
eun,A
rt.（,in:H
orstD
reier
［H
rsg.
］,G
rungesetz
K
om
m
entar,（.A
ufl.,B
d.I,M
ohrSiebeck,（0（（,R
n.（（（.
（
（（
）　R
. Lehner,a.a.O
.
（
（0
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（（
）　John Law
ls,A
T
heoryofJustice,H
arvardU
niversityPress,（（（（.
レ
ー
ナ
ー
は
ま
ず
、
ロ
ー
ル
ズ
以
降
の
平
等
主
義
的
正
義
論
に
お
い
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
七
八
て
、
あ
る
道
徳
体
系
に
お
け
る
規
範
の
正
当
化
に
当
た
っ
て
は
す
べ
て
の
人
間
が
平
等
な
存
在
で
あ
り
、
平
等
な
配
慮
と
尊
重
が
認
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（V
gl.B
ernd Ladw
ig,G
erechtigkeitsgebot
─D
iskrim
inierungsverbot,in:E
ckart K
lein/ Christoph M
enke
（H
rsg.
）,U
niversalität
─Schutzm
echanism
en
─D
iskrim
inierungsverbote:（（JahreW
ienerW
eltm
enschenrechtskonferenz,B
er-
linerW
issenschafts-V
erlag,（00（,S.（（（ff
.;R
onald D
w
orkin,T
akingR
ightsSeriously,H
arvardU
niversityPress,（（（（,S.（（0ff
.
）
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
か
か
る
平
等
要
求
が
誰
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
目
的
論
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
す
る
（R
.Lehner,a.a.O
.,S.（（（f.
）。
さ
ら
に
レ
ー
ナ
ー
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
い
う
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
を
被
せ
ら
れ
た
原
初
状
態
が
伝
統
的
社
会
契
約
論
に
お
け
る
自
然
状
態
の
構
想
と
は
異
な
り
、
個
人
の
人
生
計
画
の
成
功
に
と
っ
て
重
要
な
財
の
正
義
に
適
っ
た
配
分
原
理
を
導
く
た
め
の
想
定
で
あ
る
以
上
、
包
括
的
な
「
基
本
財
」
の
リ
ス
ト
（G
rundgüterliste
）
の
提
示
が
必
要
と
な
る
が
、
か
か
る
リ
ス
ト
の
提
示
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
と
す
る
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ケ
ル
ス
テ
ィ
ン
グ
の
批
判
（W
olfgang K
ersting,JohnLaw
lszurEinführung,JuniusV
erlag,（00（,S.（（ff
.
）
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、「
私
的
取
引
関
係
に
お
け
る
契
約
締
結
の
事
実
上
の
諸
前
提
や
機
会
が
、
正
義
に
と
っ
て
重
要
な
『
基
本
財
』
の
一
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
場
合
に
そ
う
な
の
か
に
つ
い
て
は
明
白
で
な
い
」
と
す
る
（R
.Lehner,a.a.O
.,S.（（0
）。
（
（（
）　
基
本
法
三
条
三
項
一
文
か
ら
目
的
論
的
に
保
護
義
務
を
導
き
出
す
議
論
と
し
て
そ
の
他
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
①
基
本
法
三
条
三
項
一
文
に
お
け
る
目
的
設
定
の
「
社
会
的
次
元
」
が
根
拠
づ
け
ら
れ
う
る
と
し
、
平
等
原
則
の
保
護
法
益
を
社
会
に
お
け
る
体
制
的
差
別
か
ら
の
保
護
で
あ
る
と
し
て
国
家
の
保
護
義
務
を
認
め
な
が
ら
も
、
立
法
者
の
事
実
評
価
、
価
値
判
断
お
よ
び
制
度
形
成
に
お
け
る
裁
量
的
判
断
余
地
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
差
別
禁
止
立
法
の
義
務
づ
け
に
つ
い
て
は
否
定
的
評
価
を
下
す
イ
ェ
ン
ス
・
ダ
ム
マ
ン
の
議
論
（V
gl.Jens C. D
am
m
an,D
ieG
renzenzulässigerdiskrim
inier-
ungim
allgem
einenZivilrecht,D
uncker&
H
um
blot,（00（,S.（（;（（;（（ff
.
）
を
端
緒
と
し
た
「
社
会
的
次
元
」
論
の
検
討
、
②
自
由
権
の
側
面
補
強
論
、
及
び
③
客
観
的
価
値
決
定
論
で
あ
る
が
、
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
こ
れ
ら
の
検
討
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
省
略
す
る
。
（
（（
）　V
gl.T
hom
as L
obinger,V
ertragsfreiheitundD
iskrim
inierungsverbote,Privatautonom
ieim
M
odernenZivil-undA
r-
beitrecht,in:Josef Isensee
（hrsg.
）,V
ertragsfreiheitundD
iskrim
inierung,D
uncker&
H
um
blot,（00（,S.（（
［（（（
］.
（
（（
）　
ク
レ
プ
ス
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ラ
ズ
や
ハ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
見
解
に
依
拠
し
な
が
ら
、
正
義
の
根
本
的
な
基
準
と
な
る
の
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
、「
人
間
に
値
す
る
生
活
条
件
」（m
enschenw
ürdigeLebensbedingungen
［
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
］）
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
か
か
る
正
義
の
根
本
基
準
は
、「
た
と
え
ば
、
す
べ
の
人
間
が
、
食
物
、
宿
お
よ
び
基
本
的
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
要
求
を
立
て
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
各
々
の
生
活
に
お
い
て
、
私
的
お
よ
び
政
治
的
な
自
律
性
、
個
別
性
お
よ
び
人
格
的
な
近
接
関
係
の
余
地
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
、
自
ら
の
社
会
に
『
我
々
の
一
員
』
と
し
て
帰
属
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
と
要
求
す
る
。」
（A
ngelika K
rebs,W
arum
G
erechtigkeitnichtalsG
leichheitzubegreifenist,in:D
ZPhil（（
（（00（
）,S.（（（ff
.
［（（0
］）
こ
う
し
た
基
準
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
七
九
が
各
々
の
文
化
に
特
殊
な
形
で
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
「
絶
対
的
な
限
界
的
諸
価
値
」（absoluteSchw
ellenw
ete
　［
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
］）（K
rebs,a.a.
O
.,S.（（0
］）
な
い
し
「
絶
対
的
な
充
足
諸
価
値
」（absoluteErfüllungsw
erte
［
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
］）（A
.K
rebs,Einleitung:D
ieneueEgalita-
rism
uskritikim
Ü
berblick,in:dies.
（H
rsg.
）,G
leichheitoderG
erechtigkeite,（.A
ufl.,Suhlkam
p,（0（（,（
［（（
］）
を
定
め
る
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
者
に
人
間
た
る
に
値
す
る
生
活
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
平
等
状
況
は
、
普
遍
的
・
一
般
的
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
絶
対
的
な
正
義
の
基
準
を
す
べ
て
の
者
に
つ
き
充
足
す
る
こ
と
の
「
副
産
物
」（N
ebenprodukt
）
に
過
ぎ
な
い
（A
.K
rebs,a.a.O
.,D
ZPhil（（
（（00（
）,S.（（（
］;A
. K
rebs,a.a.O
.,
in:G
leichheitoderG
erechtigkeite,（
［（（
］.
）。
い
わ
ば
、「
平
等
は
、
一
般
性
・
普
遍
性
に
同
乗
す
る
も
の
」
と
さ
れ
（A
.K
rebs,D
ZPhil（（
（（00（
）,（（（
［（（（,（（（
］）、
か
か
る
観
点
か
ら
、
ク
レ
プ
ス
は
、
平
等
主
義
が
、
一
般
性
・
普
遍
性
と
平
等
と
を
混
同
し
て
い
る
、
と
す
る
ラ
ズ
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
見
解
に
同
調
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
こ
う
し
て
各
人
に
充
足
さ
れ
る
べ
き
正
義
の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
対
し
て
道
徳
的
に
何
が
要
求
さ
れ
る
か
に
関
し
て
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
は
、「
充
分
性
原
理
」（doctrinofsuffi
ciency
）
を
提
唱
す
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
は
、「
平
等
主
義
論
の
根
本
的
な
誤
り
は
、
各
人
が
各
々
ど
れ
だ
け
有
し
て
い
る
か
を
論
じ
る
こ
と
な
し
に
、
あ
る
者
が
他
の
者
よ
り
少
な
く
有
し
て
い
る
か
否
か
が
道
徳
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」（H
arry Frankfurt,EqualityasaM
oralIdeal,in:Ethics（（
（（（（（
）,S.（（
［（（
］.
な
お
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
は
、
こ
の
記
述
の
前
節
に
お
い
て
、
平
等
と
貧
困
の
問
題
に
つ
い
て
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
見
解
［R
onald D
w
orkin, “W
hyLiberalsShouldCare
aboutEquality
”,in:ders.,A
M
atterofPrinciple,H
arvardU
niversityPress,（（（（,p.（0（
］
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
述
べ
る
不
満
の
説
得
力
は
、
我
々
の
社
会
が
、
あ
る
個
人
に
対
し
て
他
者
と
同
じ
だ
け
の
も
の
を
提
供
で
き
な
い
で
い
る
、
と
い
う
主
張
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
主
張
、
す
な
わ
ち
、
我
々
の
社
会
が
、
各
個
人
に
、『
彼
自
身
お
よ
び
［
共
同
体
］
の
両
者
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
み
な
し
う
る
生
活
を
送
り
展
開
さ
せ
て
い
く
機
会
』
を
提
供
で
き
な
い
で
い
る
、
と
い
う
主
張
に
由
来
し
て
い
る
。」［Frankfurt,ebenda.
］）
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
道
徳
的
見
地
か
ら
し
て
重
要
な
の
は
、
す
べ
て
の
者
が
同
じ
も
の
0
0
0
0
を
有
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
各
人
が
充0
分
な
も
の
0
0
0
0
を
有
す
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
者
が
が
充
分
な
も
の
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
者
が
他
の
者
よ
り
多
く
を
有
し
て
い
る
か
否
か
は
、
道
徳
的
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
く
な
る
」
の
で
あ
る
。（H
. Frankfurt,a.a.O
.,p.（（
）
（
（（
）　Stefan G
osepath,V
erteidigungegalitärerG
erechtigkeit,in:D
ZPhil（（
（（00（
）,S.（（（ff
.
［（（（f.
］.
（
（（
）　
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、M
arthaC.N
ussbaum
/A
m
artyaSen
（H
rsg.
）,T
heQ
ualityofLife,O
xfordU
niversityPress,（（（（
で
あ
る
が
、
邦
訳
と
し
て
、
マ
ー
サ
・
ヌ
ス
バ
ウ
ム
／
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
編
著
［
竹
友
安
彦
監
修
・
水
谷
め
ぐ
み
訳
］『
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
─
豊
か
さ
の
本
質
と
は
─
』（
里
文
出
版
・
二
〇
〇
六
年
）
六
〇
頁
以
下
参
照
。
（
（（
）　
こ
こ
で
ゴ
ゼ
パ
ー
ト
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
本
性
論
』
第
三
篇
第
二
部
第
二
節
で
あ
る
が
（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
［
伊
勢
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
八
〇
俊
彦
・
石
川
徹
・
中
釜
浩
一
訳
］『
人
間
本
性
論
　
第
三
巻
　
道
徳
に
つ
い
て
』［
法
政
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
二
年
］
三
九
頁
以
下
参
照
）、
そ
れ
と
と
も
に
、
や
は
り
ヒ
ュ
ー
ム
の
こ
の
部
分
を
「
正
義
の
情
況
」
と
し
て
援
用
し
た
ロ
ー
ル
ズ
の
『
正
義
論
』
第
二
二
章
（J.R
aw
ls,a.a.O
.,S.（（（ff
.
）
も
脚
注
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
（（
）　R
onald D
w
orkin,T
akingR
ightsSeriously,a.a.O
.,S.（（0ff
.;（（（ff
.
（
（（
）　R
onald D
w
orkin,JusticeforH
edgehogs,H
arvardU
niversityPress,（0（（,S.（（0ff
.
井
上
彰
『
正
義
・
平
等
・
責
任
』（
岩
波
書
店
・
二
〇
一
七
年
）
七
四
頁
以
下
参
照
。
（
（0
）　R
onald D
w
orkin,SovereignV
irtue
─T
heT
heoryandPracticeofEquality
─,H
arvardU
niversityPress,（000,S.（（.
訳
は
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
（
小
林
公
・
大
江
洋
・
高
橋
秀
治
・
高
橋
文
彦
訳
）『
平
等
と
は
何
か
』（
木
鐸
社
・
二
〇
〇
二
年
）
一
二
六
頁
に
拠
っ
た
。
（
（（
）　M
ichael Sacks,D
iskrim
inierunsverboteim
SpannungsfeldzurFreiheitsrechten,in:E
ckartK
lein/ Christoph M
enke
［H
rsg.
］,
U
niversalitätSchutzm
echanism
enD
iskrim
inierungsverbote,a.a.O
.,S.（（（.
原
文
は
、
か
か
る
見
解
を
な
ぜ
と
り
え
な
い
の
か
、
と
す
る
疑
問
形
で
は
あ
る
。
（
（（
）　M
. Sacks,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（（
）　M
. Sacks,a.a.O
.,S.（（0f.
（
（（
）　M
. Sacks,a.a.O
.,S.（（（.;V
gl.auchW
erner H
eun,A
rt.（,in:H
orst D
reier,G
rundgesetzK
om
m
entar,B
d.I,（.A
ufl.,M
ohr
Siebek,R
n.（（（..
（
（（
）　Jürgen Salzw
edel,G
leichheitsgrundsatzundD
rittw
irkung,in:K
arl Carstens/ H
ans Peters
［H
rsg.
］,FestschriftH
erm
ann
Jahrreiss,CarlH
eym
annsV
erlag,（（（（,S.（（（
［（（（
］.
（
（（
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　M
atthias R
uff
ert,V
orrangderV
erfassungundEigenständigkeitdesPrivatrechts,M
ohrSiebeck,（00（,S.（（（ff
.
（
（（
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（（
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（.
（
（0
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　M
. R
uff
ert,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　C.-W
. Canaris,G
rundrechteundPrivatrecht,a.a.O
.,S.（（（f.
（
（（
）　Cristian Calliess,Schutzpflichten,in:D
etlefM
erten/H
ans-JürgenPapier
［H
rsg.
］,H
andbuchderG
rundrechteinD
eutsh-
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
八
一
landundEuropa,C.F.M
üller,（00（,
§（（R
n.（（.
（
（（
）　M
. Sacks,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（
）　Jörg N
euner,V
ertragsfreiheitundG
leichbehandlungsgrunsatz,in:Stefan Leible/ M
onika Schlachter
［H
rsg.
］,D
iskrim
i-
nierungsschutzdurchPrivatrecht,EuropeanLaw
Publishers,（00（,S.（（
［（（
］.
（
（（
）　J. N
euner,a.a.O
.,ebenda.
（
（（
）　R
.Lehner,a.a.O
.,S.（（0f.
（
（（
）　R
.Lehner,a.a.O
.,S.（（ff
.;S.（（（f.
（
（（
）　H
ans H
einrich R
upp,D
ieU
nterscheidungvonStaatundG
esellschaft,in:JosefIsensee/PaulK
irchhof
（H
rsg.
）,H
andbuch
desStaatsrechtsderB
undesrepublikD
eutschland,（.völligneubearbeiteteunderw
eiterteA
ufl.,B
d.II,C.F.M
üller,（00（,
§（（,
R
n.（.
（
（0
）　H
ans H
einrich R
upp,a.a.O
.,R
n.（（ff
.
（
（（
）　
さ
し
あ
た
り
、
栗
城
寿
夫
「
西
ド
イ
ツ
公
法
理
論
の
変
遷
」
公
法
研
究
三
八
号
（
一
九
七
六
年
）
七
六
頁
以
下
、
藤
田
宙
靖
『
行
政
法
の
基
礎
理
論
　
上
巻
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
年
）
八
〇
頁
以
下
参
照
。
（
（（
）　Stefan A
rnold,V
ertragundV
erteilung:D
ieB
edeutungderiustitiadistributivaim
V
ertragsrecht,M
ohrSiebeck,
（0（（,S.（（（f.
（
（（
）　
イ
ェ
ル
ク
・
ノ
イ
ナ
ー
の
所
説
が
援
用
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
見
解
に
つ
い
て
は
三
で
み
る
こ
と
と
す
る
。
（
（（
）　Jürgen H
aberm
as,Strukturw
andelderÖ
ff
entlichkeit,Suhrkam
p,（（（0.
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
［
細
谷
貞
雄
訳
］
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
（
未
来
社
・
一
九
七
三
年
）
参
照
。
（
（（
）　
反
人
種
差
別
指
令
前
文
四
項
、
枠
組
指
令
前
文
五
項
、
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
指
令
三
項
。
（
（（
）　D
agm
ar Schiek,A
llgem
einesG
leichbehandlungsgesetz:EinK
om
m
entarauseuropäischerPerspektive,EuropeanLaw
Pub-
lischers,（00（,V
orbem
erkungenzuden
§（（ff
.R
n.（.
（
（（
）　D
. Schiek,a.a.O
.,
§（（R
n.（（.
（
（（
）　
契
約
の
自
由
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
と
し
て
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
シ
ー
ク
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
の
（
を
参
照
。
（
（（
）　V
gl.M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（.
（
（11
）　W
. Flum
e,a.a.O
.,S.（（（.
自
己
決
定
の
原
理
と
し
て
の
私
的
自
治
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、vgl.auchB
V
erfG
E（（,（（（
［（（（
］.
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
八
二
（
（1（
）　K
arl Larenz,A
llgem
einerT
eildesdeutschenB
ürgerlichenR
echtss,（.neubearbeiteteA
ufl.,C.H
.B
eck,（（（（,S.（0f.
（
（10
）　K
. Larenz,a.a.O
.,s.（（f.
（
（10
）　M
. R
uff
ert,a.a.O
.,S.（（.
（
（10
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（.
（
（10
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（.
（
（10
）　J. Isensee,ebenda.
（
（10
）　
以
下
、
本
段
落
の
記
述
に
つ
き
、vgl.M
. R
uff
ert,a.a.O
.,S.（（.
（
（10
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（ff
.
（
（10
）　W
. Flum
e,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（1
）　W
. Flum
e,a.a.O
.,ebenda.
（
（（（
）　W
. Flum
e,a.a.O
.,S.（（（.
（
（（0
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（0
）　W
olfram
 H
öfling,V
ertragsfreiheit,C.F.M
üller,（（（（,S.（（ff
.
（
（（0
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（0
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（0
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（0
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（f.
（
（（0
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（.
（
（（0
）　B
V
erfG
E（（,（（（
［（（（
］.
國
分
典
子
・
前
掲
評
釈
参
照
。
（
（01
）　B
verfG
E（（,（（（
［（（（
］.
（
（0（
）　B
V
erfG
E（（,（（（
［（（（f.
］.
押
久
保
倫
夫
「
職
業
の
自
由
と
私
法
関
係
─
─
代
理
商
決
定
─
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
』
二
六
五
頁
以
下
参
照
。
（
（00
）　B
V
erfG
E（0（,（（
［（00
］.
古
野
豊
秋
「
夫
婦
財
産
契
約
に
お
け
る
契
約
の
自
由
と
そ
の
限
界
─
─
扶
養
請
求
権
放
棄
契
約
事
件
─
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
八
年
）
二
三
七
頁
以
下
参
照
。
（
（00
）　J. Isensee,a.a.O
.,R
n.（（f.
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
八
三
（
（00
）　V
gl.,W
.H
öfling,a.a.O
.,S.（（ff.;C
laus-W
ilhelm
 C
anaris,W
andlungendesSchuldvertrags-rechts
─T
endenzenzuseiner
„M
aterialisierung
“,in:A
cP（00
（（000
）,S.（（（.
（
（00
）　
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ム
ナ
ー
・
メ
イ
ン
［
安
西
文
夫
訳
］『
古
代
法
』（
復
刻
第
一
版
・
信
山
山
・
一
九
九
〇
年
［
原
本
昭
和
二
三
年
］）
一
二
八
。
（
（00
）　W
.H
öfling,a.a.O
.,S.（.
（
（00
）　V
gl.,C.-W
. Canaris,a.a.O
.,S.（00
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
連
帯
保
証
決
定
に
対
す
る
イ
ゼ
ン
ゼ
ー
の
批
判
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
。）.
（
（00
）　J. N
euner,a.a.O
.,S.（（
［（（
］.
（
（00
）　J. N
euner,ebenda.
（
（01
）　J. N
euner,a.a.O
.,S.（（.
（
（0（
）　J. N
euner,a.a.O
.,S.（（.
（
（00
）　J. N
euner,a.a.O
.,S.（（.
（
（00
）　J. N
euner,a.a.O
.,S.（（f.
（
（00
）　D
. Schiek,in:D
. Schiek
［H
rsg.
］,A
llgem
einesG
leichbehandlungsgesetz:EinK
om
m
entarauseuropäischerPerspektive,a.a.
O
.,V
orbem
erkungenzuden
§（（ff
.,R
n.（（.
（
（00
）　D
. Schiek,ebenda.
（
（00
）　D
. Schiek,ebenda.
（
（00
）　R
.Lehner,a.a.O
.,S.（（f.
（
（00
）　V
gl.S. A
rnold,a.a.O
.;G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,Einleitung,R
n.（（.
社
会
政
策
と
し
て
の
反
差
別
法
制
の
再
分
配
的
側
面
は
、
と
り
わ
け
ソ
メ
ッ
ク
に
よ
り
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。A
. Som
ek,a.a.O
.,S.（（ff
.
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
ビ
ン
ガ
ー
は
、
社
会
的
再
分
配
の
実
現
と
の
関
係
で
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
と
ら
え
る
読
み
方
（Lesart
）
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
る
。V
gl.Thom
as Lobinger,Pesspektiven
derPrivatrechtsdogm
atikam
B
eispieldesallgem
einenG
leich0behandlungsrechts,in:A
cP（（（
（（0（（
）,S.（（ff
.
［（（ff
.
］.V
gl.auch
G
abriele B
ritz,D
iskrim
inierungsschutzundPrivatautonom
ie,in:V
V
D
StR
L（（（
（（00（
）,S.（（（ff
.
［（（0f.
］.
（
（00
）　Susanne B
aer, “EndederPrivatautonom
ie ” odergrundrechtlichfundierteR
echtsetzung?in:ZR
P（00（,S.（（0ff
.
［（（（
］.
（
（01
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（f.V
gl.auchR
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（0（
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（0f.
（
（00
）　B
V
erfG
E（,（（（.
野
中
俊
彦
「
薬
事
法
距
離
制
限
条
項
の
合
憲
性
─
─
薬
局
判
決
─
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
［
第
二
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
八
四
版
］』（
信
山
社
・
二
〇
〇
三
年
）
二
七
二
頁
以
下
参
照
。
（
（00
）　Cristian Calliess,a.a.O
.,R
n.（（f.;（（f.
（
（00
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（0.
（
（00
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（00
）　M
. Jestaedt,a.a.O
.,S.（（（ff
.
）
（
（00
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
「
二
〇
〇
六
年
八
月
一
四
日
の
平
等
待
遇
原
則
の
実
現
の
た
め
の
欧
州
指
令
を
実
施
す
る
た
め
の
法
律
」
外
国
の
立
法
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
一
三
頁
以
下
、
及
び
前
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
を
参
照
し
た
が
、
一
部
変
更
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（,R
n.（（.
（
（00
）　V
gl.,B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
（
（01
）　V
gl.,G
. Thüsing,ebenda.;B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
ま
た
、
枠
組
指
令
に
お
い
て
は
、「
性
的
指
向
」（sexuelleA
usrichtung
）
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
で
は
「
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」（sexuelleIdentität
）
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
論
文
九
七
頁
参
照
。
（
（0（
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（0.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,ebenda.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（f.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
（
（00
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,ebenda.
（
（00
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（.
（
（01
）　Tilm
an R
epgen,A
ntidiskrim
inierung
─dieT
otenglockedesPrivatrechtsläutet,in:JosefIsensee
（hrsg.
）,V
ertragsfreiheit
undD
iskrim
inierung,a.a.O
.,S.（（
［（（
］.
（
（0（
）　Thom
as Lobinger,V
ertragsfreiheitundD
iskrim
inierungsverbote,Privatautonom
ieim
M
odernenZivil-undA
rbeitrecht,in:
Josef Isensee
（hrsg.
）,a.a.O
.,S.（（
［（（（
］.
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
八
五
（
（00
）　B
V
erfG
E（0,（（0.
　
栗
城
壽
夫
「
所
有
権
等
の
規
制
と
立
法
者
の
予
測
─
共
同
決
定
判
決
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
［
第
二
版
］』（
信
山
社
・
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
二
頁
以
下
参
照
。
（
（00
）　R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（.
（
（00
）　
個
別
規
定
に
つ
い
て
相
当
性
（
狭
義
の
比
例
性
）
の
観
点
か
ら
の
検
討
を
行
う
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
レ
ー
ナ
ー
の
検
討
手
法
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。R
. Lehner,a.a.O
.,S.（（（ff
.
（
（00
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
一
三
頁
、
及
び
前
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
を
参
照
し
た
が
、
一
部
変
更
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
項
一
号
の
訳
語
等
に
関
し
て
、
原
文
で“typischerw
eiseohneA
nsehenderPersonzuvergleichbarenB
edingungenineiner
V
ielzahlvonFällen... ”
と
あ
る
部
分
の
”typischerw
eise
”
の
語
は
、“ohneA
nseheenderPerson
”
の
み
に
係
っ
て
い
る
と
の
テ
ュ
ー
ス
ィ
ン
グ
の
解
釈
（
本
文
参
照
）
に
従
っ
て
訳
出
し
て
い
る
。
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（.V
gl.auch,Stephan Serr,J.vonStaugingersK
om
m
entarzum
B
ürgerlichenG
e-
setzbuchm
itE
inführungsgesetzundN
ebengesetzen,A
G
G
（A
llgem
einesG
leichbehandlungsgesetz,N
eubearbeitung（0（（,de
G
ruyter,（0（（
（
以
下
、Staubinger/Serr（0（（
と
す
る
。）,
§（（R
n.（（.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,Ebenda.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（（.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（.
（
（01
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（ff
.
か
か
る
見
解
の
根
拠
と
し
て
は
、
立
法
者
の
立
法
理
由
の
説
明
と
共
に
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
背
景
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。V
gl.auch,U
lrike W
endeling-Schröder/ A
xel Stein,A
llgem
einesG
leichbehandlungsgesetzK
om
m
entar,C
.H
.
B
eck,（00（,
§（（R
n.（.
（
（0（
）　V
gl.,Staubinger/Serr（0（（,
§（（R
n.（（.
（
（00
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
〇
八
頁
を
参
照
（
但
し
一
部
を
変
更
し
て
い
る
）。
（
（00
）　G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（.
（
（00
）　D
. Schiek,a.a.O
.,
§（（R
n.（.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（（.
（
（00
）　S. A
rnold,a.a.O
.,S.（（（.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（（.
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
八
六
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（（ff
.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（0ff
..
（
（01
）　D
.Schiek,a.a.O
.,
§（（R
n.（.
（
（0（
）　B
T
-D
rs.（（/（（（0,S.（（.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（（ff
..
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（（.
（
（00
）　G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（ebenda..
（
（00
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
一
三
頁
、
及
び
前
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
参
照
。
但
し
、
一
部
を
変
更
し
て
い
る
。
（
（00
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
一
三
～
一
一
四
頁
、
及
び
前
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
を
参
照
し
た
が
、
本
条
二
項
一
文
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
述
べ
る
と
お
り
、
二
〇
一
三
年
の
法
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
て
い
る
。
（
（00
）　G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
　B
G
B
,
§（（R
n.（0ff
.
（
（00
）　B
ernhard Franke/ G
isbert Schlichtm
ann,in:W
olfgangD
äubler/M
artinB
erzbach
［H
rsg.
］,A
llgem
einesG
leichbehand-
lungsgesetz:H
andkom
m
entar,（.A
ufl.,N
om
osV
erlag,（0（（,
§（（R
n.（0ff
.
（
（00
）　V
gl.G
. Thüsing,M
ünchK
om
m
.B
G
B
［（.A
ufl.,（0（（
］,V
orbem
erkung
§（（R
n.（.
（
（01
）　V
gl.D
. Schiek,a.a.O
.,V
orbem
erkungenzuden
§（（ff
.R
n.（.;
§（（R
n.（（.
（
（0（
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
一
四
頁
、
及
び
前
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
参
照
。
た
だ
し
、
一
部
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
（00
）　
訳
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
純
子
・
前
掲
訳
一
一
四
頁
、
及
び
前
掲
注
（
（
）～（
（
）
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ
［
芳
賀
雅
顯
訳
］
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
明
度
─
ド
イ
ツ
法
、
国
際
民
事
手
続
法
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
お
け
る
近
時
の
諸
問
題
」
法
学
研
究
九
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
七
）
七
七
頁
を
参
照
し
た
が
、
一
部
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
（
（00
）　R
ichtlinie（00（/（（/EG
desEuropäischenParlam
entsundR
atesvom
（（.Septem
ber（00（.
（
（00
）　
訳
は
、
柴
山
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
『
Ｅ
Ｕ
男
女
均
等
法
・
判
例
集
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
四
年
）
二
〇
五
頁
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
二
二
条
の
Ｅ
Ｕ
法
適
合
性
問
題
と
の
関
係
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
”glaubhaftm
achen
”
の
訳
等
に
つ
い
て
は
、
変
更
し
て
い
る
。
（
（00
）　R
ichtlinie（（/（0/EG
desR
atesvom
（（.D
ezem
ber（（（（.
（
（00
）　
反
人
種
差
別
指
令
前
文
二
一
項
及
び
枠
組
指
令
前
文
三
一
項
も
同
様
で
あ
る
が
、
原
告
側
の
主
張
・
立
証
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、“w
ennein
glaubhafterA
nscheineinerD
iskrim
inierungbesteht ”
と
な
っ
て
い
る
。
差
別
禁
止
と
私
的
自
治
（
日
野
田
）
八
七
（
（00
）　
近
年
の
判
例
と
し
て
、B
A
G
（（.（（.（0（（
─（A
ZR
（0（/（（
（R
n.（（
）;B
A
G
（（.（（.（0（（
─（A
ZR
（（（/（（
（R
n.（（
）;B
A
G
（（.（.（0（（
─（
　
A
ZR
（（（/（（
（R
n.（0
）;B
A
G
（（.（.（0（（
─（A
ZR
（0（/（（
（R
n.（（
）;B
A
G
（（.（（.（0（（
─（A
ZR
（（（/（（
（R
n.（（
）.
（
（00
）　G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,
§（（R
n.（.
（
（00
）　G
.Thüsing,M
ünchK
om
m
B
G
B
,Ebenda.
（
011
）　M
artin B
erzbach/ Thorsten B
eck,in;D
äubler/ B
erzbach,a.a.O
.,
§（（R
n.（（;（0（.
（
01（
）　M
artin B
erzbach/ Thorsten B
eck,in:D
äubler/ B
erzbach,a.a.O
.,
§（（R
n.（.
同
箇
所
で
は
、
民
法
典
旧
六
一
一
ａ
条
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
ハ
ン
ス
・
プ
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ン
ク
の
論
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。V
gl.H
anns Prütting,B
ew
eisrechtundB
ew
eislastim
arbeitsgericht-
lichenD
iskrim
inierungsprozess,in:H
artm
utO
etker,U
lrichPreis,V
olkerR
ieble
（H
rsg.
）,（0JahreB
undesarbeitsgericht,（00（,
S.（（（（ff
.
［（（（（
］.
（
010
）　B
T
-D
rs.（（/（0（（,S.（（.
齋
藤
純
子
・
前
掲
論
文
九
九
頁
も
参
照
。
（
010
）　Jobst-H
ubertus B
auer/ Steff
an K
rieger/ Jens G
ünter,G
leichbehandlunggesetzundEntgelt-transparenzgesetzK
om
m
entar,
（.A
ufl.,C.H
.B
eck,（0（（,
§（（R
n.（.
（
010
）　M
artin B
erzbach/ Thorsten B
eck,in:D
äubler/ B
erzbach,a.a.O
.,
§（（R
n.（（.
（
010
）　Cristian W
örl,D
ieB
ew
eislastnachdem
A
llgem
einenG
leichbehandlungsgesetz
：EineU
ntersuchungdes
§（（A
G
G
,N
om
os
V
erlag,（00（,S.（（0f.
（
010
）　Cristian W
örl,a.a.O
.,S.（00.
（
010
）　Cristian W
örl,a.a.O
.,S.（（（.
（
010
）　Jan B
usche,Eff
ektiveR
echtsdurchsetzungundSanktionenbeiV
erletzungrichtliniendeterm
inierterD
iskrim
inierungsver-
bote,in:StefanLeible/M
onikaSchlachter
［H
rsg.
］,D
iskrim
inierungsschutzdurchPrivatrecht,EuropeanLaw
Publishers,（00（,
S.（（（
［（（（f.
］.
（
010
）　S. A
rnold,a.a.O
.,,S.（（0
（
0（1
）　S. A
rnold,ebenda.
（
0（（
）　S. A
rnold,a.a.O
.,S.（（0f.
（
0（0
）　
山
本
敬
三
『
公
序
良
俗
論
の
再
構
成
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
〇
年
）
一
〇
九
頁
注
（
（（0
）
参
照
。
（
0（0
）　Claus-W
ilhelm
 Canaris,G
rundrechteundPrivatrecht,deG
ruyter,（（（（,S.（0.
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
四
号
八
八
（
0（0
）　
民
事
手
続
に
お
け
る
紛
争
処
理
の
暫
定
的
思
考
に
つ
き
、
井
上
治
典
『
民
事
手
続
の
実
践
と
理
論
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
三
年
）
二
五
五
頁
以
下
参
照
。
（
0（0
）　Iyioka Solanke,R
eview
:E
ngineeringE
quality:A
nE
ssayonE
uropeanA
nti-D
iscrim
inationLaw
byA
lexanderSom
ek,
in:https://eutopialaw
.com
/（0（（/0（/0（/review
-engineering-equality-an-essay-on-european-anti-discrim
ination-law
-by-alexander-
som
ek/
ソ
ラ
ン
ケ
自
身
の
Ｅ
Ｕ
差
別
禁
止
法
制
の
展
開
の
評
価
に
つ
い
て
は
、V
gl.Iyiola Solanke,M
akingA
nti-R
acialD
iskrim
inationLaw
:
A
Com
parativehistoryofsocialactionandanti-racialdiscrim
inationlaw
,R
outledge,（00（,S.（（（ff
.
（
0（0
）　A
lexander Som
ek,T
heCosm
opolitanConstitution,O
xfordU
niversityPress,（0（（.
（
0（0
）　
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
［
高
桑
和
巳
訳
］『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
　
主
権
権
力
と
剥
き
出
し
の
生
』（
以
文
社
・
二
〇
〇
三
年
）
一
七
五
頁
以
下
参
照
。
（
0（0
）　
ス
コ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
［
渡
会
桂
子
訳
］『thefourG
A
FA
四
騎
士
が
創
り
変
え
た
世
界
』（
東
洋
経
済
新
報
社
・
二
〇
一
八
年
）
参
照
。
（
0（0
）　V
gl.G
unter Teubner,T
heA
nonym
ousM
atrix:H
um
anR
ightsV
iolationsby ‘Private ’T
ransnationalA
ctors,in:T
heM
od-
ernLaw
R
eview
,（（
（（00（
）S.（（（ff
.
